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１．報告の概要 

済生会では、創立の理念「施薬救療」に立ち返り、医療・福祉サービスにアクセスできな

い人々の医療・福祉等の増進を図るため、なでしこプラン（済生会生活困窮者支援事業）を

積極的に展開している。 

無料低額診療事業の対象者のみならず、ホームレス、ＤＶ被害者、障害者・高齢者、刑余

者、在留外国人、母子児童などの生活困窮者全般を幅広く対象としている。そして、本会施

設の職員が積極的に施設の外に出て、巡回診療、健康診断・医療相談等を行うものである。 

さらに、活動を的確、効果的に進めるために、社会福祉協議会、福祉事務所、市役所・町

村役場、更生保護施設等のほか、地域におけるＮＰＯ法人やボランティア団体、マスコミ等

との連携強化を図っている。 

当初、平成２２年度から２４年度までの３ヵ年計画「済生会生活困窮者支援なでしこプラ

ン２０１０」を策定し、事業を開始した。平成２５年度からは、中期事業計画に合わせ平成

２９年度までの５ヵ年計画「第二次なでしこプラン（済生会生活困窮者支援事業）」に基づ

き事業を実施した。 

第三次なでしこプランは、第２期中期事業計画（平成３０年度～令和４年度）の下に推進

しているところであり、従来のプランでは取り組みが進まなかった就労や社会参加等の支援

活動にも積極的に取り組んでいる。 

 

（１）令和元年度「第三次なでしこプラン（済生会生活困窮者支援事業）」事業結果 

令和元年度は、４０支部の全支部と本部で計４３０事業（対前年度比９事業増）を実施し、

延１８３,６６５人（前年度比６,８９２人増）を支援した。 

前年度から増えた９事業の主なものは、困窮世帯のこどもへの居場所提供や学習支援、こ

ども食堂へ調理や食育等の支援。また、外出困難な高齢世帯等の買い物支援、高齢者・辺地

地域住民等を対象に車両移動販売を行い利便性を高める社会参加支援事業等である。その結

果、支援対象者としては、母子児童や障害者・高齢者等が増加した。 

令和元年度事業として計画しながら実施に至らなかったのは７６事業。年明けから年度末

にかけて予定していた障害者施設や更生保護施設等を訪問しての健診事業や高齢者・地域住

民向けの健康相談等は、新型コロナウィルス感染拡大防止のため開催を中止した。また、法

務省が行う保護観察対象者の社会貢献活動の受入れ事業など、支援の体制は整えているが実

際の依頼がなかったものなどが含まれている。 

 

（２）済生会生活困窮者支援総合事業結果 

上記のほか、なでしこプランの計画的推進、積極的推進に資するために本部において「総

合事業」を実施した。 

第８回生活困窮者問題シンポジウム 

・テーマ――「人が人を支援するということ」 

～当事者主体の支援を考える～ 

・日 時――令和元年１１月１６日（土） 

・会 場――石川県文教会館 ホール 

・主 催――石川県済生会 
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○第三次なでしこプラン（平成３０年度から５ヵ年）では、これまでの実績を踏まえ、より

　支援活動を進めている。

　１８万３千人（前年度比約７千人増）の支援を行った。

事業数 支援延数 事業数 支援延数 事業数 支援延数

Ⅰ．ホームレス等 26 15,252 28 17,076 △ 2 △ 1,824

  　診療 5 13,839 4 15,402 1 △ 1,563
  　健康診断・医療相談 17 1,320 21 1,451 △ 4 △ 131
  　就労・社会参加支援 2 15 1 52 1 △ 37
　　その他 2 78 2 171 0 △ 93
Ⅱ．ＤＶ被害者等 12 1,194 12 374 0 820
  　診療 3 139 3 55 0 84
  　健康診断・医療相談 6 217 8 273 △ 2 △ 56
  　就労・社会参加支援 3 834 1 31 2 803
　　その他 4 15 0 △ 11
Ⅲ．障害者・高齢者 157 79,516 145 78,921 12 595
  　診療 10 15,301 8 11,989 2 3,312
  　健康診断・医療相談 78 17,215 74 17,942 4 △ 727
  　就労・社会参加支援 46 28,505 42 25,331 4 3,174
　　その他 23 18,495 21 23,659 2 △ 5,164
Ⅳ．刑余者等 86 19,231 87 17,297 △ 1 1,934
  　診療 16 1,748 16 1,946 0 △ 198
  　健康診断・医療相談 37 1,686 37 1,444 0 242
  　就労・社会参加支援 25 15,601 27 13,736 △ 2 1,865
　　その他 8 196 7 171 1 25
Ⅴ．外国人 28 4,891 25 4,243 3 648
  　診療 6 421 6 315 0 106
  　健康診断・医療相談 15 1,145 13 934 2 211
  　就労・社会参加支援 1 56 2 99 △ 1 △ 43
　　その他 6 3,269 4 2,895 2 374
Ⅵ．母子児童 37 16,081 31 11,574 6 4,507
  　診療 3 678 4 374 △ 1 304
  　健康診断・医療相談 15 10,576 14 7,965 1 2,611
  　就労・社会参加支援 11 2,445 7 1,578 4 867
　　その他 8 2,382 6 1,657 2 725
Ⅶ．その他 84 47,500 93 47,288 △ 9 212
  　診療 4 8,142 9 7,435 △ 5 707
  　健康診断・医療相談 36 9,931 37 9,045 △ 1 886
  　就労・社会参加支援 14 1,733 15 1,491 △ 1 242

　　その他 30 27,694 32 29,317 △ 2 △ 1,623

合計 430 183,665 421 176,773 9 6,892

内訳
  　診療 47 40,268 50 37,516 △ 3 2,752
  　健康診断・医療相談 204 42,090 204 39,054 0 3,036
  　就労・社会参加支援 102 49,189 95 42,318 7 6,871

　　その他 77 52,118 72 57,885 5 △ 5,767

○令和元年度は、４０支部の全支部と本部とで計４３０事業（前年度比９事業増）、延約

　　　　　　　　　年　度

支援対象・内容

令和元年度 平成３０年度 増減

２．第三次なでしこプラン事業総括表

 なでしこプランは、無料低額診療事業の対象者のみならず、ホームレス、刑余者、ＤＶ被害
 者等を広く対象とし、行政や関係機関、各種団体等と連携して訪問診療、健康診断・医療
 相談、就労支援等を行う事業。

　一層の支援を拡充するのに加えて、住まい・就労・教育等の問題を抱える困窮者も対象に
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支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
363 7 517 887

施設名 支部

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 500 500

実施延日数 1 従事者延数 7 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 17 17

実施延日数 17 従事者延数 10 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 7 7

実施延日数 1 従事者延数 7 支出総額(円) （内訳）

施設名 小樽病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 5 5

実施延日数 1 従事者延数 3 支出総額(円) （内訳）

出前無料健康相談会事業 健康診断・医療相談

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

東小樽地区望洋台町会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

概要
町内会館等において、生活困窮者を対象
とした無料健康相談会を実施する

5,000 会場レンタル(望洋ふれあいセンター)

1,617 採血針、手袋、エプロン、感染用ごみ箱等

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

更生保護施設の入所期限は6か月間の為、現在年1回の健診だが、複数回の健診訪問を検討をしたい

概要
道内に２か所ある更生保護施設と連携
し、施設入所者を対象に施設内にて健診
を行う

更生保護施設入所者への健診事業 健康診断・医療相談

地域社会資源との連携・協働による物資支援 就労・社会参加支援

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

包括支援センター(小樽市には4施設あり)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

R1年度は当会で運用する南部地域包括支援センターからの依頼がほどんどであったため、R2年度は小樽市
の残り3事業所へもアプローチしていく

概要

市中の支援センター等と協働で、衣類が
無い、食事が満足に取れず栄養失調のた
め受診が出来ない方のために物資の支援
を行う

50,160 食糧支援＠4,180円*12、衣服：寄付で運用

北海道済生会

なでしこプラン事業の広報事業 そ　の　他 広　　報

概要

小樽病院の施設内にて毎年地域住民対象
に行われる「済生会健康フェスタin小
樽」において、なでしこプランの広報を
する

41,591 うちわ制作料

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

後援：小樽市医師会、小樽市歯科医師会、小樽市教育委員会、小樽市社会福祉協g会、小樽体育協会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

令和元年度から「なでしこプラン事業の院外広報活動」。令和元年度概要変更し実施。
地域住民が毎年1,000人以上来場、今年度は広報用にうちわを配布した。
管下施設（みどりの里・老健はまなす）でも夏祭りが行われるので、同様の広報活動を検討していきたい。
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施設名 障害児入所施設みどりの里

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 89 89

実施延日数 7 従事者延数 7 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 94 94

実施延日数 47 従事者延数 94 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 130 130

実施延日数 13 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

施設名 小樽老人保健施設はまなす

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 45 45

実施延日数 45 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

社会福祉法人後志報恩会、シェリング和光、パンショップ和光

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

396,800 インフルエンザ予防接種費用

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

知的障害者の社会参画支援事業 就労・社会参加支援

概要

地域障害者就労支援事業所で生産された
パンの販売場所を提供し、自立に向けた
社会適用を目的に、利用者等とのふれあ
いの機会を提供する

概要

みどりの里の入所者及び短期入所の利用
者、外来通院をされている重症心身障害
児（者）を対象にインフルエンザ予防接
種を無料で行う

重症心身障害児（者）インフルエンザ予防接種 そ　の　他 そ　の　他

障害者支援（働く機会の拡大） 就労・社会参加支援

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

就労継続支援Ｂ型事業所シェアリング和光

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

概要
市内の就労継続支援事業所と連携し、当
施設内にて定期的にパン等の販売を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

北海道中央児童相談所、後志管内市町村

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

概要
道、児童相談所と連携し、後志、石狩管
内の障害児・者、乳幼児を対象に、小児
科医が巡回診療及び療育相談を行う

在宅障害児（者）巡回診療及び乳幼児発達健診 診　　療
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支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
2 69 29 40 5,237 5,377

施設名 北上済生会病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 13 13

実施延日数 2 従事者延数 6 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 823 823

実施延日数 276 従事者延数 276 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 133 133

実施延日数 4 従事者延数 20 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

なし

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項なし

健康管理ミニレクチャー 健康診断・医療相談

概要
院内ロビーにて、生活困窮者を含む地域
住民を対象に、健康管理講習・相談を行
う

60,480 超音波骨密度装置レンタル料

概要
生活困窮者で訪問診療を受けている方の
交通費の自己負担分の免除を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

なし

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

通年で在宅訪問診療を行っている。支援対象者なし。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

なし

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項なし

生活困難な在宅訪問診療患者の交通費減免 そ　の　他 そ　の　他

生活困難及び交通手段のない透析患者の送迎 そ　の　他 そ　の　他

概要
生活困難または交通手段がない透析患者
を対象に、自宅と病院間の無料送迎を行
う

84,414 ガソリン代

4,500 現地経費2,250円×2

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

更生施設岩手保護院

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

岩手県済生会

更生保護施設健診事業 健康診断・医療相談

概要
保護観察所等と連携し、更生保護施設内
にて入所者を対象に健康診断、健康相談
を行う
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 1 1

実施延日数 通年 従事者延数 1 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 39 39

実施延日数 1 従事者延数 7 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 2 2 4

実施延日数 4 従事者延数 4 支出総額(円) （内訳）

施設名 岩泉病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 46 46

実施延日数 2 従事者延数 10 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

岩泉町社会福祉法人いずみの里

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

岩泉町社会福祉協議会いずみの里利用者の健康診断 健康診断・医療相談

概要
岩泉町社会福祉協議会いずみの里（障害
者支援施設）利用者を対象に、院内にて
健康診断を行う

395,525 健康診断料

概要
関係機関と連携し、生活困窮者に対し
て、対象者の自立に向けて相談支援を行
う

0円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

暮らしの自立支援センターきたかみ、北上市長寿介護課、地域包括センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項なし

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

なし

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項なし

あんしんサポートネット事業 就労・社会参加支援

看護の日健康相談 健康診断・医療相談

概要
院内ロビーにて、生活困窮者を含む地域
住民を対象に、健康相談や体脂肪・血圧
測定等を行う。また、企画展示等も行う

22,732 事務用品代

概要

地域医療福祉連携室において、毎週火曜
日15：00～16：00に健康上気になってい
る事、悩んでいる事や診療費に関する内
容を、看護師・医療ソーシャルワーカー
が無料相談を行う

0円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

なし

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項なし

なでしこ健康相談 健康診断・医療相談
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 16 16

実施延日数 2 従事者延数 6 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 43 43

実施延日数 1 従事者延数 3 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 80 80

実施延日数 1 従事者延数 1 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

岩泉町役場、宮古保健所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

実施における備考【主催：岩泉町主催　共催：済生会岩泉病院、岩手県宮古保健所】

健康に関する講演会 健康診断・医療相談

概要
地域住民を対象とし、健康に関する講演
会を開催する

なし

概要
平成２８年台風１０号被災者への予防接
種補助を行う

なし

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

終息し、対象者減少のため事業終了[平成29年度実施後終了]

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

岩泉消防署

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

事業名変更：「看護の日健康相談」事業から対象者増が期待できる「救急フェア なでしこ・なんでも相
談会」へ切り替え。事業内容は同じ。

台風１０号支援 そ　の　他 そ　の　他

救急フェアなでしこなんでも相談会 健康診断・医療相談

概要

岩泉町における救急に関すること（AED
体験、ミニ講話等）の開催に合わせ、済
生会岩泉病院として参画し、健康相談お
よび無料低額診療事業の周知を行う

なし

概要
更生保護施設へ出向き入居者を対象に、
健康診断や健康相談を行う

38,600 予防接種料30,800円、交通費9,000円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

岩手保護院

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

更生保護施設入居者への健診及び健康相談 健康診断・医療相談
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施設名 済生会陸前高田診療所

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 3,255 3,255

実施延日数 272 従事者延数 272 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

施設名 特別養護老人ホーム百楽苑

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 2 2

実施延日数 2 従事者延数 2 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 20 20

実施延日数 1 従事者延数 4 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

民生・児童委員、支えあいの会、自治会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

勤務調整等が上手くいかず、当初予定回数より少ない実施となった。

認知症カフェ 就労・社会参加支援

概要

認知症の人とその家族、地域住民、専門
職などの誰もが気軽に集い、相互交流、
情報交換等を行える場を提供し、認知症
になっても、できる限り住み慣れた地域
で安心して生活できるよう支援する

概要

社会福祉法人岩手県社会福祉協議会・社
会福祉法人経営者協議会と協働で、何ら
かの理由により生活課題が生じ、支援が
必要な方の相談に応じて自立に導くこと
を目的に地域公益活動を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

岩手県社会福祉協議会、くらしネットみやこ

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特になし

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

社会福祉協議会・復興支援連絡会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

復興支援連絡会事業の撤退により開催がなくなったため

あんしんサポート事業 就労・社会参加支援

被災地支援活動 健康診断・医療相談 そ　の　他

概要
被災地の仮設住宅及び復興支援住宅等に
住む方を対象に、談話会を設け、メンタ
ル及び健康相談を行う

概要
生活困難または交通手段確保が困難な患
者の送迎を無料で行う

426,303 燃料費

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

なし

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

対象者が多数（主に整形外科診療日）の対応

交通手段確保が困難な患者の送迎 そ　の　他 そ　の　他
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 40 10 50

実施延日数 1 従事者延数 3 支出総額(円) （内訳）

施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 852 852

実施延日数 通年 従事者延数 93 支出総額(円) （内訳）25,560

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

なし

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項なし

第三次なでしこプラン（平成30年度から5ヵ年計画）事業計画後に実施した事業　（４事業）

北上済生会病院（平成30年度～）

病衣貸付料の減免 そ　の　他 そ　の　他

概要
生活困窮者を対象に病衣貸付料の半額を
減免する

概要
町内ＮＰＯ法人等と連携し、地域の子ど
も達に食事の提供と学習支援を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

クチェカ、母子協

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特になし

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

就労支援までに至らなかったため実施をしませんでした。

子ども食堂 就労・社会参加支援

就労支援 就労・社会参加支援

概要

くらしネットみやこや振興局などと連携
し、ひきこもりなどの理由により、長く
外との交流を絶っていた方の自立を支援
するため、みなし就労としての場を提供
する

概要

施設での定期的な「相談会」の他、地域
イベントなどで「相談コーナー」を設置
し、地域住民の健康や介護などの相談を
行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

勤務調整等が上手くいかず実施に至らなかった。

健康・介護相談 健康診断・医療相談
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施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

概要
地域住民を対象に、長期入院による弊害
の理解を図り、在宅生活を継続する意識
について働きかける

なし

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

地域の訪問先等との日程調整がつかなかった為

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

インフルエンザ予防対策後、カフェの開催場所が院外に移った為

地域におけるミニ講話 健康診断・医療相談

なでしこカフェ 健康診断・医療相談

概要

患者ご家族（待ち時間を利用）および地
域住民を対象に、院内にカフェスペース
を設け、様々な専門職の健康講話および
無料低額診療事業の案内を行う

なし

なし

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

岩泉町において、令和元年度「岩泉町健康フェア」の実施がなかった為

岩泉病院（平成30年度～）

岩泉町健康フェア 健康診断・医療相談

概要
岩泉町主催の催しに参画し、健康相談を
行う。また、併せて無料低額診療事業の
案内も行う
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支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
69 69

施設名 宮城県済生会こどもクリニック

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 69 69

実施延日数 10 従事者延数 40 支出総額(円) （内訳）228,000 3,200円×69回分

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

宮城県済生会

乳児院入所児への予防接種事業 そ　の　他 そ　の　他

概要
宮城県済生会乳児院の入所児を対象に、
インフルエンザの予防接種を行う
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支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
783 434 50 221 1,488

施設名 山形済生病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 1 1

実施延日数 1 従事者延数 4 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 2 2

実施延日数 2 従事者延数 8 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 1 1

実施延日数 1 従事者延数 2 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 18 18

実施延日数 2 従事者延数 6 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

更生保護施設羽陽和光会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

医療福祉教育事業 就労・社会参加支援

概要
更生保護施設と連携し、利用者を対象に
医療や福祉等における社会資源の活用方
法について医療福祉教育を行う

概要
山形保護観察所からの依頼により、保護
観察対象者の社会貢献活動（ボランティ
ア）を受け入れ、社会復帰を支援する

3,045 軍手650円、プラスチック手袋195円、ゴミ袋525円、飲物1,675円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

山形保護観察所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

更生保護施設羽陽和光会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

保護観察者社会貢献活動への受入支援事業 就労・社会参加支援

更生保護施設利用者診療事業 診　　療

概要
更生保護施設と連携し、利用者を対象に
診療や診療費の支援を行う

10,300 外来医療費

なし

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

山形刑務所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

山形県済生会

山形刑務所受刑者の診療事業 診　　療

概要
山形刑務所と連携し、通院・入院が必要
な受刑者を対象に診療を行う
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 341 341

実施延日数 37 従事者延数 37 支出総額(円) （内訳）

施設名 介護老人保健施設フローラさいせい

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

施設名 特別養護老人ホーム愛日荘

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 44 44

実施延日数 22 従事者延数 44 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 289 289

実施延日数 45 従事者延数 45 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

東沢地区社会福祉協議会、滑川住宅自治会、民生児童委員、山形市社会福祉協議会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特になし

外出弱者支援事業 就労・社会参加支援

概要

公共交通機関が乏しく、買い物等の日常
生活上の外出が困難な環境におかれてい
る地域の単身高齢者や高齢世帯に対し、
外出支援活動を実施する

640,585 車のリース料598,752円、ガソリン代41,833円

概要
更生保護施設利用者を対象に、就労支援
を行う

201,432 人件費

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

更生保護法人　羽陽和光会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

人選日替わりであること

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

山形保護観察所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

山形保護観察所からのボランティア派遣なし

更生保護施設利用者就労支援事業 就労・社会参加支援

保護観察対象者の社会貢献活動受入支援事業 就労・社会参加支援

概要
山形保護観察所からの依頼により、保護
観察対象者の社会貢献活動（ボランティ
ア）を受け入れ、社会復帰を支援する

概要
一般就労が困難な障害者に対し、就労の
場所を提供する

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

山形コロニー相談支援センター、山形市内Ｂ型就労支援事業所、イオン山形北店

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

障害者就労支援事業 就労・社会参加支援
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施設名 特別養護老人ホームやまのべ荘

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 36 36

実施延日数 36 従事者延数 36 支出総額(円) （内訳）

施設名 特別養護老人ホームながまち荘

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 368 368

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 73 73

実施延日数 12 従事者延数 36 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 59 59

実施延日数 4 従事者延数 16 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

独居高齢者・ＭＣＩ等要援護者支援事業 健康診断・医療相談

概要
独居高齢者やＭＣＩ等要援護者に対し
て、介護予防教室を年５回開催する

概要

買い物難民（①買い物に行くことができない
という理由で食事の偏りがある（低栄養のリ
スクが高い）②経済的な理由でバス、タク
シー、宅配サービス等の既存のサービスを利
用できない③買い物に援助が必要）に対して
月２回の買い物支援（移送・見守り）をする

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

千歳地区民生児童員協会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

山形保護観察所、山形地区保護司会、天童地区保護司会、更生保護法人羽陽和光会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

買い物弱者支援事業 就労・社会参加支援

保護観察対象者の社会貢献活動受入
支援事業及び就労支援事業

就労・社会参加支援

概要

山形保護観察所及び山形地区保護司会か
らの依頼により、保護観察対象者の社会
貢献活動（ボランティア）を受け入れる
と共に就労支援し、社会復帰を支援する

概要

生活困窮者自立支援法に基づく地域生活
自立支援センター、山辺町社会福祉協議
会と連携し、生活困窮者を対象に、就労
支援・生活支援、介護体験・ボランティ
アの受け入れ等を行う

564,618 人件費

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

山辺町社会福祉協議会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

生活困窮者1名を介護職員として就労に繫げたが、年度途中にて退職。

生活困窮者自立支援事業 就労・社会参加支援
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 50 50

実施延日数 3 従事者延数 15 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 21 21

実施延日数 1 従事者延数 5 支出総額(円) （内訳）

施設名 特別養護老人ホーム山静寿

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

施設名 養護(盲)老人ホーム山静寿

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

山形保護観察所からの依頼がなく、実施に至らなかった。

保護観察対象者の社会貢献活動受入支援事業 就労・社会参加支援

概要
山形保護観察所からの依頼により、保護
観察対象者の社会貢献活動（ボランティ
ア）を受け入れ、社会復帰を支援する

概要
山形保護観察所からの依頼により、保護
観察対象者の社会貢献活動（ボランティ
ア）を受け入れ、社会復帰を支援する

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

山形保護観察所からの依頼がなく、実施に至らなかった。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

保護観察対象者の社会貢献活動受入支援事業 就労・社会参加支援

家族介護者支援事業 健康診断・医療相談

概要

ながまち荘の在宅サービス利用者家族を
含む、地域で介護されている介護者に対
し、家族介護者教室を年１回開催して負
担軽減を支援する

概要
定住外国人介護職同士の交流・学習支援
等を年５回開催する

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

山形国際交流協会、山形日本語ボランティア協会、山形インドネシア協会、宮城県国際化協会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

全4回開催予定もコロナウイルス流行に伴い、3回の開催となる。

定住外国人介護職員支援事業 就労・社会参加支援
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施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 139 139

実施延日数 19 従事者延数 43 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 8 8

実施延日数 1 従事者延数 3 支出総額(円) （内訳）

施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 25 25

実施延日数 7 従事者延数 15 支出総額(円) （内訳）

施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 13 13

実施延日数 7 従事者延数 9 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

山辺町社会福祉協議会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

希望者数が少なく１回あたり平均で２名を下回る状況となったことから、山辺町社協との連携のもとに広
報活動を進める必要がある。また対象地域の拡大についても検討が必要。

外出弱者支援事業 就労・社会参加支援

概要

公共交通機関が乏しく、買い物等の日常
生活上の外出が困難な環境におかれてい
る地域の単身高齢者や高齢世帯に対して
外出支援事業を実施する。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

山形市　NPO法人発達支援研究センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特別養護老人ホームやまのべ荘（令和元年度～）

就労準備支援事業 就労・社会参加支援

概要
生活保護受給者等の生活困窮者に対し、
就労支援を行う

3,475 飲料代

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

ＮＰＯ法人未知障害福祉サービス事業所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

介護老人保健施設フローラさいせい（平成30年度～）

障がい者健康教室 健康診断・医療相談

概要
障がい者に対し、保健・医療・福祉の観
点から、栄養・口腔ケア・感染・運動等
の健康教室を開催する。

347,361
弁当23,484円 、飲物15,873円 、ﾍﾟｰﾊﾟｰﾀｵﾙ162円、ﾊﾝ
ﾄﾞｿｰﾌﾟ302円、工賃302,500円、文具5040円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

山形市、ＮＰＯ法人発達支援研究センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

山形済生病院（平成30年度～）

被保護者就労準備支援 就労・社会参加支援

概要

被保護者の就労につながるよう、草むし
りや清掃などの活動で支援をする。ま
た、就労意欲を向上させ生活相談も実施
する。

第三次なでしこプラン（平成30年度から5ヵ年計画）事業計画後に実施した事業　（４事業）
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支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
116 215 18 349

施設名 福島総合病院、特別養護老人ホーム伊達すりかみ荘

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 116 116

実施延日数 27 従事者延数 33 支出総額(円) （内訳）

施設名 福島総合病院、川俣病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 18 18

実施延日数 18 従事者延数 72 支出総額(円) （内訳）

施設名 川俣病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 12 12

実施延日数 12 従事者延数 12 支出総額(円) （内訳）

福島県済生会

福島県女性のための相談支援センター
入所者への訪問診療･健康診断事業

健康診断・医療相談

概要
医師や看護師が定期的に施設を訪問し、
ＤＶ被害者等入所者の診療や相談、健康
管理等を行う

概要

自立更生促進センターと更生保護法人至
道会に入所する刑務所からの出所者や保
護観察中の入所者を対象に、就業前健康
診断を来院してもらい実施する。精査や
受診が必要となった場合には無料低額診
療事業により対応する

167,850
①インフルエンザワクチン（4,970@×5）
②健康診断等

32,092
①インフルエンザワクチン（@4,970×3）
②健康教室材料費等

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

福島県女性のための相談支援センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

※事業概要の変更⇒看護師による健康教室事業の追加

川俣町地区巡回無料医療相談事業 健康診断・医療相談

更生保護施設入所者への支援事業 健康診断・医療相談

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

福島自立更生促進センター、更生保護法人至道会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

概要

川俣町社会福祉協議会で開催している生
活相談会と共催で無料医療相談会を毎月
1回開催する。また、無料医療相談会場
へ来所できない方のため、巡回チームを
設置し対象者への巡回活動を行う

47,210 会議費、交通費

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

川俣町保健福祉課、川俣町社会福祉協議会、川俣町地域包括支援センター、川俣町民生委員協議会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 12 12

実施延日数 12 従事者延数 12 支出総額(円) （内訳）

施設名  川俣地域ケアセンター（川俣病院、春日診療所、老健めがみ、特養はなづか、養護光風園）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 46 46

実施延日数 9 従事者延数 40 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 145 145

実施延日数 10 従事者延数 58 支出総額(円) （内訳）

概要
生活困窮者で訪問看護の必要性を認めた
方に対し、医療保険における訪問看護の
交通費の免除を行う

6,000 交通費

障がい者福祉施設健診・医療相談事業 健康診断・医療相談

なでしこプラン訪問看護事業 そ　の　他 そ　の　他

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

※事業概要の変更
　介護保険における訪問看護の実施及び自己負担分の免除
　　→医療保険における訪問看護の交通費の免除

19,000 交通費、茶話会費用（お茶、お菓子、そば打ち）

概要
障がい者福祉施設における利用者の健康
管理および健康診断、医療相談を行う

253,000 無料健診料

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

川俣町保健福祉課、川俣町社会福祉協議会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

東日本大震災復興支援事業「なでしこ健康講座」 健康診断・医療相談

概要

川俣町、川俣町社会福祉協議会、川俣町
地域包括支援センターと連携し、東日本
大震災・原発事故による避難区域より仮
設・借上住宅への避難住民、山木屋地区
への帰還住民を対象に健康講座および健
康相談を行う。また、山木屋地区の住民
活動を支援し、地域課題を把握する

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

川俣町保健福祉課、川俣町社会福祉協議会、川俣町地域包括支援センター、認定NPO法人「AAR Japan」

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

※事業名及び事業概要の変更
　仮設住宅なでしこ健康講座　→　東日本大震災復興支援事業「なでしこ健康講座」
山木屋地区への帰還住民も対象に加える。
また、山木屋地区の住民活動を支援し、地域課題を把握することで新たな事業展開につなげていく。
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支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
6 564 33 37 2,098 93 2,831

施設名 水戸済生会総合病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 33 33

実施延日数 3 従事者延数 21 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 46 46

実施延日数 4 従事者延数 4 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 972 972

実施延日数 243 従事者延数 4 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

水戸市役所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

生活保護受給児童の利用なし

病児保育の運営 そ　の　他 そ　の　他

概要
水戸市からの委託による病児保育事業内
において、生活保護受給者児童を受け入
れる

概要

定期的に近隣市町村、福祉関係機関、連
携医へ訪問し、無低事業の運営規程、パ
ンフレット、特別診療券等を持参して説
明する

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

水戸市社会福祉協議会・茨城県ソーシャルワーカー協会・院内研修

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

茨城県保健福祉部主催の連絡会であるが、年度内開催の予定が立たなかったとのことで未実施

生活困窮者事業の広報活動 そ　の　他 広　　報

ホームレス自立支援連絡会への参加 そ　の　他 広　　報

概要

茨城県福祉指導課が行うホームレス連絡
会議に参加し、ホームレス自立支援のた
めの情報交換及び無低事業やなでしこプ
ランの事業内容の周知・ＰＲと協力体制
の構築を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

茨城県ひたちなか市　更生保護施設「有光苑」（インフルエンザ無料予防接種含む）

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

令和2年3月15日に4回目の訪問予定であったがコロナ問題の為中止となった

茨城県済生会

なでしこプラン水戸 健康診断・医療相談

概要
茨城県更生保護施設有光苑へ訪問し、刑
余者の無料検診を実施する
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施設名 茨城県立こども病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 562 562

実施延日数 161 従事者延数 587 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 396 396

実施延日数 213 従事者延数 396 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 37 37

実施延日数 37 従事者延数 37 支出総額(円) （内訳）

施設名 神栖済生会病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 122 122

実施延日数 2 従事者延数 13 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

障害者授産施設　啓愛園

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

障害者支援施設健診事業 健康診断・医療相談

概要 知的障害者入所施設で健康診断を行う

92,598
尿、便検査、消費税1,188円×61人、尿、便検
査、消費税330円×61人

概要

市町村、県国際交流協会等と連携し、施
設内にて外国人を対象に医療支援や相談
援助を行う。また、病状説明の際の通訳
手配などの連絡調整を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

在留外国人への支援 健康診断・医療相談

生活困窮者への支援 健康診断・医療相談

概要
医療費の支払いが困難となっている児童
の保護者に対し、相談援助を行う

概要
児童相談所等の関係機関と連携し、児童
虐待の早期介入に努めるとともに、児童
の受診援助等必要な支援を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

児童虐待被害者への支援 診　　療
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 28 28

実施延日数 17 従事者延数 26 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 38 38

実施延日数 62 従事者延数 66 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 60 60

実施延日数 6 従事者延数 19 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 4 4

実施延日数 10 従事者延数 14 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

地域包括支援センター、障害福祉課、社会福祉協議会等

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

ＤＶ被害者支援ネットワーク事業 就労・社会参加支援

概要

包括支援センター、警察、社会福祉協議
会等と連携し、ＤＶ被害者及び高齢者に
ついて、入院治療後の方向性等の相談支
援を行う

概要
地域包括支援センターと連携し、高齢者
交流事業で健康教室を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

地域包括支援センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

児童相談所、市子ども課、学校、警察等

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

高齢者の地域交流サロン活動での健康相談 健康診断・医療相談

児童虐待被害者支援事業 健康診断・医療相談

概要

児童相談所や市のこども課等と連携し、
児童虐待被害者と疑われる患者につい
て、入院治療後の方向性等の相談支援を
行う

概要
知的障害者施設入所者等による病院内で
の対面販売を通して社会参加の支援を行
う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

障害者授産施設　啓愛園、　障害者授産施設　ハミングハウス

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

知的障害者社会参加支援事業 就労・社会参加支援
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施設名 龍ケ崎済生会病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 30 30

実施延日数 10 従事者延数 60 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 255 255

実施延日数 14 従事者延数 28 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 7 7

実施延日数 7 従事者延数 23 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 2 2

実施延日数 2 従事者延数 6 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

ＮＰＯ法人らいず、龍ヶ崎警察署、龍ヶ崎市役所、龍ヶ崎市保健センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

ＤＶ被害者支援ネットワーク事業 健康診断・医療相談

概要
ＤＶ被害者支援団体等と連携し、相談・
受療支援を行う

概要
保健センター・子育て支援センター等と
連携し、被虐待児及び母親を対象に相談
支援を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

龍ヶ崎市役所、取手市役所、龍ヶ崎市保健センター、児童相談所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

茨城県看護協会、龍ヶ崎市役所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

児童虐待等支援ネットワーク事業 健康診断・医療相談

市民健康教室、まちの保健室での相談事業 健康診断・医療相談

概要

医師会と共催している「市民健康教室」
や、看護協会が実施している「まちの保
健室」の場で、健康相談と併せて無料低
額診療事業の活動についてＰＲする

概要

龍ケ崎市内の在宅介護支援センター等と
連携し、主に高齢者を対象とした困難
ケースについて情報交換・事例検討を行
う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

龍ヶ崎市在宅介護支援センター、地域包括支援センター、龍ヶ崎市役所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

在宅介護支援センターとの事例検討 そ　の　他 研　　修
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 123 123

実施延日数 6 従事者延数 60 支出総額(円) （内訳）

施設名 常陸大宮済生会病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 16 16

実施延日数 2 従事者延数 4 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 31 31

実施延日数 1 従事者延数 10 支出総額(円) （内訳）

施設名 特別養護老人ホーム龍ケ岡

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 69 69

実施延日数 69 従事者延数 207 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

龍ケ崎市地域包括支援センター、龍ケ崎市高齢福祉課・社会福祉課・市内各居宅介護支援事業所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

生活困窮者・虐待被害者等の緊急一時預かり事業 就労・社会参加支援

概要
行政、民生委員、ケアマネジャー等と連
携し、施設内にて生活困窮者や虐待被害
者等を対象に緊急一時預かりを行う

概要
市、医師会と連携し、市民健康教室を開
催して医療・福祉相談を行う

50,839 時間外手当

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

那珂医師会、常陸大宮市

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

茨城県看護協会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

健康づくり市民健康講座事業 健康診断・医療相談

県看護協会主催「まちの保健室」で
の医療・福祉相談事業

健康診断・医療相談

概要

県看護協会と連携し、常陸大宮市ショッ
ピングセンターを会場として、協会主催
「まちの保健室」にて生活困窮者を含む
住民を対象に医療・福祉相談を行う

概要
２ケ月ごとに保健所、各市保健センター
と情報交換会を実施し対象者支援に取り
組む

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

龍ヶ崎市保健センター、稲敷市保健センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

要支援妊産婦支援事業 健康診断・医療相談
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支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
61 95 129 108 1,416 1,809

施設名 宇都宮病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 33 33

実施延日数 2 従事者延数 46 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 61 61

実施延日数 1 従事者延数 23 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 60 60

実施延日数 2 従事者延数 42 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 69 69

実施延日数 3 従事者延数 12 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

NPO法人外国人のための医療相談会、栃木県青年海外協力隊ＯＢ会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

関東ブロックＭＳＷ共同事業　外国
人の為の医療相談会

健康診断・医療相談

概要

ＮＰＯ法人等と連携し、外国人、ホーム
レス、日本人の生活困窮者を対象に、無
料で健康診断を行う相談会へＭＳＷを派
遣し相談支援を行う

90,400 ＭＳＷ交通費90,400円

概要
ＮＰＯ法人等と連携し、外国人、ホーム
レス、日本人の生活困窮者を対象に、院
内において無料で健康診断を行う

926,980 健診料696,980円、時間外手当230,000円　

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

NPO法人外国人のための医療相談会、栃木県青年海外協力隊ＯＢ会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

宇都宮市保護観察所、薬物依存症者施設、ＮＰＯ法人栃木県就労支援事業者機構

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

外国人等の為の医療相談会（健診事業） 健康診断・医療相談

薬物依存症者施設入所者健診事業 健康診断・医療相談

概要
薬物依存症者更生施設入所者（刑余者及
び薬物依存症更生施設入所者）の生活困
窮者を対象に、院内にて健康診断を行う

600,423 健診料600,423円

328,095 健診料328,095円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

宇都宮市保護観察所、更生保護施設、ＮＰＯ法人栃木県就労支援事業者機構

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

栃木県済生会

更生保護施設入所者健診事業 健康診断・医療相談

概要
更生保護施設入所者を対象に、院内にて
無料で健康診断を行う
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 1 1

実施延日数 1 従事者延数 1 支出総額(円) （内訳）

施設名 宇都宮病院、宇野宮乳児院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 106 106

実施延日数 5 従事者延数 10 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

概要

保護者対象の育児指導を実施する。ま
た、地域住民を対象に、子育て家庭への
市民講座や親子サロンなどを検討し、社
会のニーズに応じる「子ども子育て事
業」の支援策の普及啓発に努める

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

本事業については、計画当初、「新たな社会的養育のあり方に関する検討会」（厚生労働省主管）が公表
した「新しい社会的養育ビジョン」における乳児院の多機能化の一事業として立案されたが、その後、乳
児院における多機能化事業が養子縁組支援やフォスタリング機関の受託等の里親支援機能の強化といった
より高度かつ専門的な事業に特定されたため。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

子ども子育て事業（育児指導等保護者支援）　 就労・社会参加支援

施設入所児支援事業 健康診断・医療相談

概要

施設入所中の児童で、公費や家族の生活
困窮により支援の困難な児童（無国籍又
は戸籍の無い児童含む）の健康を維持す
るための支援（健康診断及び予防接種）
を行う

552,280 予防接種・健診料552,280円

概要
刑余者等の就労支援として、就労の際の
健康診断等（診断書の作成も含む）が必
要な生活困窮者への支援を行う

18,680 健診料18,680円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

保護観察所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

刑余者等就労支援事業 健康診断・医療相談
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施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 61 61

実施延日数 61 従事者延数 61 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 2 2

実施延日数 2 従事者延数 2 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 1,116 1,116

実施延日数 9 従事者延数 50 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 300 300

実施延日数 2 従事者延数 15 支出総額(円) （内訳）

第三次なでしこプラン（平成30年度から5ヵ年計画）事業計画後に実施した事業　（４事業）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

とちぎボランティアネットワーク

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

被災地炊き出し支援事業 そ　の　他 そ　の　他

概要
被災地において生活困難者を対象に炊き
出し支援を行う

20,000 材料費20,000円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

こどもｓｕｎｓｕｎプロジェクト、栃木県民医連、栃木県若年者支援機構、北関東医療相談会等

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

講演会・研修会・勉強会等の開催 そ　の　他 研　　修

概要
公益的取り組みとして、研修会・研修
会・勉強会等を開催し、地域力向上を図
る

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

生活困窮者等就労就学支援事業 就労・社会参加支援

概要
就労就学支援として、就労就学の際の健
康診断等（診断書の作成も含む）が必要
な生活困窮者等への支援を行う

26,520 健診料26,520円

268,400 自立支援医療診断書料268,400円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

宇都宮病院（令和元年度～）

障害者自立支援事業 健康診断・医療相談

概要
精神障害者を対象に、自立支援を目的と
して診断等（診断書の作成も含む）が必
要な方への支援を行う
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支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
13 799 20 95 72 999

施設名 前橋病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 20 20

実施延日数 4 従事者延数 14 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 13 13

実施延日数 14 従事者延数 19 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 72 72

実施延日数 4 従事者延数 32 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 95 95

実施延日数 2 従事者延数 8 支出総額(円) （内訳）

群馬県済生会

更生保護施設入所者等支援事業 健康診断・医療相談

概要

更生保護施設・保護観察所・地域生活定
着支援センターと連携し、刑余者等を対
象に、院内にて健康診断及びインフルエ
ンザ予防接種を行う

概要

前橋市が行うホームレス総合相談推進事
業に同行し、ホームレスを対象に健康相
談を実施する。またホームレスや生活困
窮者等を対象に、通院交通費の支払い困
難者への通院費補助、緊急入院時の日用
品支給等を行う

17,371 人件費(6,429円)、交通費等補助費(1,000円)、日用品費(9,942円)

129,274 人件費(17,345円)、予防注射費用(80,835円)、健康診断費用(31,094円)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

更生保護施設「仏教保護会」、群馬地域生活定着支援センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

地域住民健康生活相談会 健康診断・医療相談

ホームレス等生活困窮者支援事業 健康診断・医療相談

特記事項

連携している
団体・機関名

前橋市、まえばし生活自立相談センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

概要
ＮＰＯ法人と連携し、地域在住の外国人
を対象に健康診断を行う

104,815 人件費(100,301円)、旅費交通費(4,514円)

概要

各関係機関（前橋市、前橋商工会議所
等）と連携し、生活困窮者を含む地域住
民を対象とした健康講話・健康生活相談
会を実施する

特記事項

連携している
団体・機関名

前橋市、前橋商工会議所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

外国人のための医療相談会共催 健康診断・医療相談

特記事項

連携している
団体・機関名

群馬県、特定非営利活動法人「北関東医療相談会」

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

済生会関東ブロックのMSWが連携し協力している。
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 236 236

実施延日数 3 従事者延数 6 支出総額(円) （内訳）

施設名 介護老人保健施設あずま荘

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 156 156

実施延日数 9 従事者延数 38 支出総額(円) （内訳）

施設名 前橋病院、介護老人保健施設あずま荘

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 407 407

実施延日数 4 従事者延数 24 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

障害福祉部会所属施設救護班派遣 そ　の　他 そ　の　他

概要

前橋市と連携し、支部内施設にて認知症
高齢者・閉じこもりがちな高齢者等を対
象に、新しい居場所づくりと社会参加の
場づくりを行う
（認知症カフェ「いきいきカフェ」）

104,152 デザート代(90,000円)、講師謝礼(14,152円)

概要
群馬県社会福祉協議会と連携し、県社協
障害福祉部会所属の各施設・団体に対し
て救護班等の派遣を行う

102,656 人件費(98,892円)、救急バッグ物品補充費(3,764円)

特記事項

連携している
団体・機関名

公益財団法人「群馬県身体障害者福祉団体連合会」

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

地域高齢者健康講話・相談会 健康診断・医療相談

介護予防等の推進事業 就労・社会参加支援

特記事項

連携している
団体・機関名

前橋市、前橋警察署、地域包括支援センター東、介護予防サポーター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

計画12回のうち3回未実施（10月：台風19号の影響、2月及び3月：新型コロナウイルスの感染対策）

概要

東地区自治会連合会等と連携し、地域に
て開催される高齢者教室及び文化祭にて
高齢者・低所得者を含む地域住民を対象
に、健康講話・健康相談会を行う

149,615 人件費(148,415円)、血管年齢測定器用紙(1,200円)

特記事項

連携している
団体・機関名

前橋市東公民館、東地区保健推進委員会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

子どもの仕事への興味促進 就労・社会参加支援

概要
前橋市等と連携し、生活保護世帯の小学
生を含む小学生を対象に、施設内にて職
業体験プログラムを提供する

特記事項

連携している
団体・機関名

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

※参加する子どもの学年に応じて、5年間で1～2回、前橋市社会福祉課より協力依頼がある予定。
令和元年度は前橋市社会福祉課からの協力依頼が無かったため、実施せず。
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支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
118 17,871 104 126 266 799 19,284

施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 1,777 1,777

実施延日数 223 従事者延数 231 支出総額(円) （内訳）

施設名 川口総合病院、訪問看護ステーションきゅうぽら

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 118 118

実施延日数 48 従事者延数 186 支出総額(円) （内訳）

施設名 川口総合病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 92 92

実施延日数 76 従事者延数 281 支出総額(円) （内訳）

概要
更生保護施設、保護観察所、保護司等
と連携し、医療支援及びインフルエン
ザ予防接種を実施する

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

さいたま保護観察所、更生保護施設清心寮、保護司

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

川口・戸田市福祉事務所（ホームレス巡回相談員）、無低宿泊施設

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

刑余者支援 診　　療

ホームレス支援 健康診断・医療相談

概要

川口・戸田市と連携し、河川敷などを
巡回、またはホームレス支援ＮＰＯ・
無料低額宿泊所を訪問し、健康相談及
び、医療支援、インフルエンザ予防接
種を実施する。また、ボランティアに
よる衣類などの提供をコーディネート
する

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

在宅支援ボランティア、地域包括支援センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

埼玉県済生会

川口総合病院、訪問看護ステーションきゅうぽら、ケアステーションなでしこ

暮らしの保健室事業 健康診断・医療相談

概要
ボランティアと協働したサロン運営、
アウトリーチ型の相談援助や疾病･介護
予防等の健康教室を実施する
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 77 77

実施延日数 14 従事者延数 80 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 3 3

実施延日数 3 従事者延数 12 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 165 165

実施延日数 148 従事者延数 592 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 8 8

実施延日数 1 従事者延数 19 支出総額(円) （内訳）

概要
更生保護施設と連携し、入所者に対し
て訪問健康診断を年２回実施する

101,024 健診料金101,024

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

更生保護施設清心寮

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

年２回巡回健診での実施予定だったが、相手先施設工事の為実施できず、協議の結果１回は中止、１
回は施設内での実施に変更となった。

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

市福祉事務所、社会福祉協議会、ホームレス・刑余者・外国人支援機関、地域包括支援センター、障
害者相談支援センター、弁護士会等

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

更生保護施設健診連携事業 健康診断・医療相談

生活困窮者支援ネットワーク協議会
（地域生活困窮者支援）

そ　の　他 そ　の　他

概要

関係機関とネットワークを構築し、地
域の生活困窮者支援に貢献する。ま
た、関係機関との連携を通して、無料
低額診療事業の啓発や医療支援を実施
する

概要

市福祉事務所や訪問看護ステーション
などと連携し、超重症心身障害児短期
入所事業（訪問調査含む）の実施及び
サポートをする

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

市福祉事務所、障害者相談支援センター、児童相談所、訪問看護ステーション

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

難民支援協会、国際交流協会、北関東医療相談会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

障害児支援 そ　の　他 そ　の　他

在留外国人(難民)支援 診　　療

概要

難民支援協会などの外国人支援団体と
連携し、医療支援及びインフルエンザ
予防接種を実施する
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 187 187

実施延日数 2 従事者延数 21 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 374 374

実施延日数 13 従事者延数 247 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 16 16

実施延日数 12 従事者延数 228 支出総額(円) （内訳）

概要
川口市と連携し、ひとり親家庭者（30
～40歳）を対象に健康診断を実施する

164,087 健診料金158,400、印刷物5,687

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

川口市

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特になし

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

NPO法人ホットステーション、あかぼり福祉会あさひあーと、社会福祉法人ごきげんライブ、就労継続支援事業所ネットワークあゆみ、エコポットあさひ、
就労継続支援事業所パンラッコ、あさひ福祉事業所、ワークステーションみのり、GAHAHA'S HOUSE、NPO法人くれおん、もんきいぽっど、社会福祉法人ひら
く会みんと、ワークステーションみらい、ワークステーションのぞみ、ワークステーション西川口

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特になし

ひとり親家庭者健診事業 健康診断・医療相談

心身障害者健診事業 健康診断・医療相談

概要
川口市内の心身障害者支援施設と連携
し、支援施設利用者を対象に健康診断
を実施する

3,702,600 健診料金3,702,600

概要
川口市高齢者総合福祉センターサンテ
ピアと連携し、当該施設にて利用者を
対象に健康診断を年２回実施する

130,151 健診料金105,011、レンタカー　25,140

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

川口市高齢者総合福祉センターサンテピア

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特になし

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

川口市

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

川口市と協議の結果中止

高齢者総合福祉センター健診事業 健康診断・医療相談

ホームレス宿泊所検診事業 健康診断・医療相談

概要
福祉事務所、ホームレス宿泊所と連携
し、ホームレス宿泊所にて入居者を対
象に胸部検診を実施する

— 35 —



施設名 鴻巣病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 13,127 49 13,176

実施延日数 通年 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 508 508

実施延日数 4 従事者延数 90 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 198 198

実施延日数 16 従事者延数 141 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 898 898

実施延日数 通年 従事者延数 1,042 支出総額(円) （内訳）

概要

他施設が受け入れを拒む刑余者で精神
疾患を持つ者を入院・通院・入所で受
け入れ、保護観察所、地域定着支援セ
ンターに協力しながら社会復帰支援を
行う

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

さいたま保護観察所、埼玉県立精神保健福祉センター、地域定着支援センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

再犯をしてしまうなど、処遇困難な者への対応を地域でどう支えるのか課題が残った。

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

埼玉マックなど当事者グループのメンバー

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

問題点なし

刑余者支援事業 就労・社会参加支援

家族支援事業 就労・社会参加支援

概要

統合失調症・アルコール依存症・介護
を要する高齢者を抱える家族を対象
に、医師や薬剤師や福祉専門職から疾
患の知識と対応についての講演と相談
を行うことで家族の支援を行う

10,000

概要

地域ボランティア団体の協力を得て、
入院患者・外来患者・施設利用者を対
象に生活の楽しみのため、季節ごとの
行事・スポーツ・レクリエーションを
行う

191,000
ｽﾀﾝﾌﾟﾗﾘ-36,000、納涼祭20,000、なでしこ祭
124,000、クリスマス11,000

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

芽生えの会、コスモス工房、かばざくら、ルポーズ、鴻巣市社会福祉協議会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

地域機関の協力を得て実施できていることは大きな意味がある。

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

入院患者リフレッシュ事業 そ　の　他 そ　の　他

室料差額・活動費自己負担額減免事業 そ　の　他 そ　の　他

概要
長期入院・非課税世帯等を対象に、室
料差額、活動費自己負担額の全額及び
一部免除を行う

49,886,960
室料差額49,118,800、入院診療費664,290、外来
110,870
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 460 460

実施延日数 45 従事者延数 135 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 4 4

実施延日数 4 従事者延数 4 支出総額(円) （内訳）

施設名 生活支援センター夢の実

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 138 138

実施延日数 11 従事者延数 32 支出総額(円) （内訳）

施設名 栗橋病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 33 33

実施延日数 2 従事者延数 14 支出総額(円) （内訳）

概要
ダルク施設入所者を対象に、施設内に
て健康診断を行う

255,550 健診費用：254,100円　交通費：1,450円

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

宇都宮保護観察所、ダルク女性シェルターとちぎ、茨城ダルク今日一日ハウス

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

鴻巣民生委員、鴻巣食生活改善委員

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

こども食堂が必要な子供たちにもっと参加しやすくする周知方法などの検討

ダルク施設巡回健診事業 健康診断・医療相談

こども食堂の運営 就労・社会参加支援

概要

鴻巣駅前にある生活支援センター夢の
実の閉所日を利用し、一人親家庭や共
働き家庭などで孤食となる児童を対象
に地域住民の協力を得て食事を提供
し、児童を地域で見守る

概要

虐待を受け、避難が必要な精神障害者
や災害に遭い避難が必要な精神障害者
の一時保護を行い、生活の再建に向け
ての支援を行う

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

鴻巣市、北本市

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

コスモス工房、鴻巣民生委員、北本民生委員、かばざくら、らーら鴻巣、鴻巣就労支援センター、翔
裕園など

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

被虐待精神障害者、災害避難者等の一時保護事業 就労・社会参加支援

精神障害についての啓発事業 そ　の　他 研　　修

概要

地域住民や学生等を対象に、「ふれあ
い広場」「フォーラム」「講演会」な
どを開催し、精神障害者や高齢者等の
理解を深めるための事業を行う

50,000
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 4 4

実施延日数 4 従事者延数 31 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

施設名 特別養護老人ホーム彩光苑

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 106 106

実施延日数 64 従事者延数 64 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 12 12

実施延日数 12 従事者延数 12 支出総額(円) （内訳）

概要
行政や関係機関に向けて「なでしこプ
ラン」についての広報活動を行う

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

市町村、市教育委員会、地域団体

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

春日部市立内牧小学校、春日部市立春日部中学校、埼玉県立大学、共栄大学

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

広報活動 そ　の　他 広　　報

生活困窮者支援
（こども学習支援なでしこスクール）

就労・社会参加支援

概要
生活保護世帯又はひとり親世帯の子ど
もに対する学習支援の提供を行う

概要

医療受診から遠ざかっている障害者や
独居の高齢者に対し近隣の地域包括支
援センター等と連携を図りながら、病
院受診の機会を提供する

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

依頼なく、訪問件数0件。

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

さいたま保護観察所、埼玉県自立生活支援センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

医療アクセス支援事業 診　　療

刑余者就労支援事業 健康診断・医療相談

概要

地域の更生保護活動を行う拠点である
サポートセンターと連携し、保護司活
動を予防医療の側面（健康診断や医療
相談など）からサポートする

87,650 健診費用82,690、インフルエンザ予防接種4,960
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施設名 内牧クリニック

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 6 6

実施延日数 6 従事者延数 12 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 12 12

実施延日数 12 従事者延数 12 支出総額(円) （内訳）

施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 137 137

実施延日数 44 従事者延数 85 支出総額(円) （内訳）

施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 775 775

実施延日数 22 従事者延数 78 支出総額(円) （内訳）7,750 資料代7,750

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

栗橋文化会館イリス、加須市、埼玉県東部中央福祉事務所、彩愛クラブ、久喜市鷲宮保健センター、
NPO法人豊田ふるさとづくり振興会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

栗橋病院（平成30年度～）

地域医療福祉相談事業（出張市民講座） 健康診断・医療相談

概要

地域住民、市民団体、社会福祉協議会
等からの要請を受けて、病気予防・健
康増進のための出張講座および相談を
実施する

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

就労支援から実際の就労までに至ることがなかなかできず、次のステップにかかる支援を関係機関と
連携することが必要になってきている。

第三次なでしこプラン（平成30年度から5ヵ年計画）事業計画後に実施した事業　（２事業）

生活支援センター夢の実（平成30年度～）

就労支援事業 就労・社会参加支援

概要

企業やボランティアの協力を得て、鴻
巣病院外来待合室の一角で、就労に繋
がるよう施設利用者が喫茶サービスに
従事する

概要
行政や関係機関に向けて「なでしこプ
ラン」についての広報活動を行う

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

市町村、市教育委員会、地域団体

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

春日部市立内牧小学校、春日部市立春日部中学校、埼玉県立大学、共栄大学

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

広報活動 そ　の　他 広　　報

生活困窮者支援 そ　の　他 そ　の　他

概要

生活困窮世帯の子どものインフルエン
ザ予防接種を行う
（小学生４年生以上かつ扶養上の子
供）

— 39 —



支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
94 41 37 99 271

施設名 習志野病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 33 33

実施延日数 12 従事者延数 24 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 8 8

実施延日数 1 従事者延数 3 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

更生保護施設帰性会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

更生保護施設千葉県帰省会入所者のイン
フルエンザ予防接種

そ　の　他 そ　の　他

概要
更生保護施設千葉県帰省会入所者及び保
護観察所と連携し、更生保護施設入所者
へのインフルエンザ予防接種を行う

88,220 接種料金38,720円、人件費49,500円

概要

更生保護施設千葉県帰省会入所者及び保
護観察所と連携し、入所者が就業活動を
する際の就職前健康診断のための当院ま
での交通費を支給する

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

更生保護施設帰性会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

当院と更生保護施設が離れた場所にあるため、来院してもらうことが難しい。交通費を支給することとし
たが、利用に至っていない。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

更生保護施設帰性会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

当院と更生保護施設が離れた場所にあるため、来院してもらうことが難しい。交通費を支給することとし
たが、利用に至っていない。

更生保護施設千葉県帰省会入所者の健康
診断における交通費の支給

そ　の　他 そ　の　他

更生保護施設千葉県帰性会入所者への
就職前健康診断

健康診断・医療相談

概要
更生保護施設千葉県帰省会入所者及び保
護観察所と連携し、入所者が就業活動を
する際の就職前健康診断を実施する

144,000 人件費

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

更生保護施設帰性会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

千葉県済生会

更生保護施設千葉県帰性会入所者への
訪問健康相談

健康診断・医療相談

概要
更生保護施設千葉県帰省会及び保護観察
所と連携し、更生保護施設内にて、入所
者を対象に健康相談を月１回行う

— 40 —



事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 37 37

実施延日数 3 従事者延数 6 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 94 94

実施延日数 1 従事者延数 16 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 99 99

実施延日数 2 従事者延数 17 支出総額(円) （内訳）

概要

地域の各関係機関・福祉事務所と一緒
に、生活困窮者救等支援ネットワーク協
議会を開催して生活困窮者等のケース検
討と支援体制の構築、具体的な支援を行
う

5,680 お茶代5,464円、雑費216円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

福祉事務所、警察、消防署、生活困窮者自立支援事業所、医療機関、地域包括支援センター等

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

生活困窮者救等支援事業 就労・社会参加支援

地域住民向け健康生活相談会 健康診断・医療相談

概要
病院主催の健康フェアにて、健康生活相
談を生活困窮者を含む地域住民を対象に
実施する

概要

ＮＰＯ法人と連携し、外国人、ホームレ
ス、日本人の生活困窮者を対象に無料で
健康診断を行う相談会へＭＳＷを派遣し
支援を行う

12,292 交通費

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

特定非営利活動法人北関東医療相談会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

外国人のための医療相談会
（ＭＳＷ職員派遣）

健康診断・医療相談
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支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
13,749 30 187 44 209 14,219

施設名 中央病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 50 50

実施延日数 通年 従事者延数 不特定多数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 9 9

実施延日数 通年 従事者延数 不特定多数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 8 8

実施延日数 9 従事者延数 不特定多数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 13,741 13,741

実施延日数 通年 従事者延数 不特定多数 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

福祉事務所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

ある程度の金銭や健康保険証を所持していたり、年金受給していたり等、対象者の社会背景が多様化して
いるためスムーズに生活保護に繋がらないケースが年々増加してきている。

ホームレス専用病床の運営 診　　療

概要
東京都・消防庁・各区福祉事務所等と連
携し、都内のホームレス等を対象に、施
設内（専門病棟）で診療を行う

48,790 入院患者へのスリッパ等自費物品

概要
山谷対策越年対策相談所と連携し、施設
内にて山谷地域の傷病者等を対象に医療
支援（病床確保）を行う

令和元年12/29(日)～令和2年1月6日(月)までの9日間の病床確保

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

東京都(福祉保健局山谷対策室、消防庁)、台東区福祉事務所　※東京都より期間中の病床に対しての補償
金あり

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

山谷地域からではなく、その他地域からの受入れも並行して実施。ホームレスがエリアを問わず広域に存
在している傾向あり。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

東京都社会福祉協議会、難民事業本部(ＲＨＱ)、難民支援協会(ＪＡＲ)、日本国際社会事業団(ＩＳＳＪ)
等

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

重篤な疾患や症状の相談が多く、医療費が高額になるケースが年々増加してきている。

山谷地域越年対策事業における診療事業 診　　療

難民申請者医療支援事業 診　　療

概要
難民支援機関、東京都社会福祉協議会会
員病院等と連携し、施設内にて難民申請
中の外国人を対象に診療を行う

906,971 入院・外来における診療費

311,220 自己負担分減免

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

都内更生保護施設、法務省

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

東京都済生会

更生保護施設医療支援事業 診　　療

概要
保護観察所、更生保護施設と連携し、都
内19ヵ所の施設入所者を対象に当施設内
にて診療を行う
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 15 15

実施延日数 2 従事者延数 2 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 19 19

実施延日数 1 従事者延数 4 支出総額(円) （内訳）

施設名 向島病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 118 118

実施延日数 118 従事者延数 不特定多数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 20 20

実施延日数 20 従事者延数 不特定多数 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

東京都社会福祉協議会、難民支援協会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

高額な医療となる疾患

難民申請者医療支援事業 診　　療

概要

難民事業本部、難民支援協会、東京都社
会福祉協議会会員病院等と連携し、施設
内にて難民申請中の外国人を対象に診療
を行う

329,290 外来診療費

概要
保護観察所、更生保護施設と連携し、都
内19ヵ所の施設入所者を対象に、施設内
にて診療を行う

441,500 診療費、薬剤費(院内処方)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

都内更生保護施設、法務省

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

更生保護施設(斉修会、更新会、敬和園)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

更生保護施設医療支援事業 診　　療

更生保護施設における予防接種 そ　の　他 そ　の　他

概要
都内数か所の更生保護施設入所者を対象
に、訪問してインフルエンザの予防接種
を行う

95,000 予防接種ワクチン自費分(5,000円×19名)

概要
関東ブロックＭＳＷが中心となって、外
国人支援団体と連携をしながら在日外国
人の健診・医療相談を行う

ＭＳＷ1名を各地の相談会へ派遣

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

ＮＰＯ法人北関東医療相談所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

外国人の無料健診 健康診断・医療相談
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 1 従事者延数 2 支出総額(円) （内訳）

施設名 港区立特別養護老人ホーム港南の郷

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 30 30

実施延日数 30 従事者延数 不明 支出総額(円) （内訳）

施設名 向島病院（平成30年度～）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 209 209

実施延日数 20 従事者延数 不特定 支出総額(円) （内訳）

第三次なでしこプラン（平成30年度から5ヵ年計画）事業計画後に実施した事業　（１事業）

社会的要援護者対策先駆的事業 就労・社会参加支援

概要

家庭の事情から親と一緒に食事する機会
が少ない子どもたちへ食事や学習などの
居場所を提供するこども食堂「あだち
キッズカフェ」(ビル＆メリンダ･ゲイツ
財団の支援事業)の共同運営

739,959 運営諸経費(食材費用等)、人件費

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

ビル＆メリンダ・ゲイツ財団、NPO法人キッズドア

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

港区役所・港区立地域包括支援センター港南の郷

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特になし

虐待高齢者緊急一時保護事業 就労・社会参加支援

概要

高齢者の虐待対応について、困難ケース
でも港区と協議し、緊急ショートステイ
や措置入所等により迅速な対応に努め弱
者救済に取り組む

概要
ＮＰＯ法人ふるさとの会が年末年始に実
施する炊き出しへの協力と健康相談を行
う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

ふるさとの会(ＮＰＯ)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

健康相談の結果、受診や入院を必要とする対象者はいなかった。

越年冬祭りへの協力 健康診断・医療相談
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支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
129 25 2,514 324 1,349 680 5,021

施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 54 54

実施延日数 1 従事者延数 50 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 32 254 32 318

実施延日数 321 従事者延数 314 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 26 26

実施延日数 1 従事者延数 6 支出総額(円) （内訳）

施設名 横浜市東部病院、湘南平塚病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 　 従事者延数 　 支出総額(円) （内訳）

160,000 物品費、検査費用、諸手続費（開設届他）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

中区「炊き出しの会」、公益社団法人 寿町勤労者福祉協会、横浜市寿長健康福祉交流協会、横浜市、
静岡済生会総合病院

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

本年度は２回を予定していたが、コロナウィルスの感染対策の関係で、２月予定の２回目を中止とした

神奈川県済生会

横浜市東部病院、神奈川県病院、横浜市南部病院、若草病院、湘南平塚病院、東神奈川リハビリテー
ション病院

寿地区無料健診事業 健康診断・医療相談

概要

横浜市、公益財団法人寿町勤労者福祉協
会、寿炊き出しの会、静岡県済生会総合
病院、神奈川県済生会支部、神奈川県済
生会と連携し、横浜市寿地区の生活困窮
者に対する健康診断を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

横浜市生活支援課・高齢障がい支援課、神奈川県医療福祉施設協同組合、神奈川県社協

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

（東リハ）生活困窮者医療支援事業の医療支援は診療体制が限定していることもあり実施はしていない。

在宅福祉関係職員教育・研修事業 そ　の　他 研　　修

生活困窮者医療支援事業 診　　療

概要
横浜市または平塚市の行政窓口と連携を
取り、医療支援を必要とする生活困窮者
に対して医療支援を行う

 

概要
市と連携し、行政施設にて在宅患者を支
える訪問看護師、ヘルパー等を対象に職
員教育・研修を行う

8,575 お茶代等

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

アールキューブ株式会社

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

医療協

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

医療協加盟医療機関への輪番制の医療者派遣で、本年度は派遣要請がなかった。

外国人結核検診事業 健康診断・医療相談

概要
市、県社協と連携し、市保健センター等
にて市内在住の外国人を対象に、結核な
ど疾患の早期発見の為の健康診断を行う
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施設名 横浜市東部病院、神奈川県病院、湘南平塚病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 96 96

実施延日数 84 従事者延数 25 支出総額(円) （内訳）

施設名 横浜市東部病院、神奈川県病院、横浜市南部病院、湘南平塚病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 119 98 217

実施延日数 85 従事者延数 170 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 143 143

実施延日数 159 従事者延数 490 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

難民外国人医療支援事業 診　　療

概要

県医療福祉施設協同組合、ＮＰＯ法人難
民支援協会等と連携し、施設内において
難民申請中の外国人を対象に診療などの
医療支援を行う

2,067,071

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

神奈川県医療福祉施設協同組合、社会福祉法人国際社会事業団難民事業本部、難民支援協会
日本国際社会事業団

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

更生保護施設（川崎自立会）、更生保護法人（横浜力行舎）、更生保護施設まこと寮

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

東部病院内訳：外来診療98名、インフルエンザ予防接種34名。

横浜市難病患者一時入院事業 診　　療

更生保護施設医療支援事業 診　　療

概要
保護観察所、更生保護施設と連携し、当
該施設の入所者を対象に診療及び健康診
断を行う

診療費

概要
市と連携し、施設内にて市内難病患者を
対象に一時入院を受け入れる

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

横浜市健康福祉局保健事業課

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

＊二重標記　既に上記で記載済

生活困窮者医療支援事業 診　　療

概要
横浜市または平塚市の行政窓口と連携を
取り、医療支援を必要とする生活困窮者
に対して医療支援を行う
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施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 32 32

実施延日数 3 従事者延数 5 支出総額(円) （内訳）

施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 12 12

実施延日数 12 従事者延数 12 支出総額(円) （内訳）

施設名 横浜市東部病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 29 29

実施延日数 29 従事者延数 - 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

神奈川県病院、横浜市南部病院(令和元年度～)、東神奈川リハビリテーション病院

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

関東ブロックＭＳＷ研究会、NPO法人北関東医療相談会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

(東リハ）2020年3月15日実施予定であったが、新型コロナの関係で当院としては参加ができなかった。

横浜市東部病院、神奈川県病院、横浜市南部病院、若草病院、東神奈川リハビリテーション病院

外国人健診事業 健康診断・医療相談

概要
北関東医療相談会が実施している外国人
健診に関東ブロックＭＳＷ研究会として
参加する

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

横浜市健康福祉局、ホームレス自立支援施設はまかぜ

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

平成31年2月より「ホームレス巡回事業」から事業転換。
(東リハ）事業変更後も当院としての診療体制が限定されているため、対応実績はなし。

ホームレス自立支援施設への医療支援事業 診　　療

概要
ホームレス自立支援施設はまかぜの入所
者へ医療支援を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

横浜市こども青少年局障害児福祉保健課

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

性的虐待被害児童支援事業 診　　療

横浜市重心障害児（者）メディカルショートステイ事業 診　　療

概要

市内の重心障害児（者）の保護者、介護
者が、一時的に在宅介護が困難になった
時、レスパイト入院として重心障害児
（者）を受け入れる

- -

概要 性的虐待被害児に対する全身診察を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

児童相談所からの診察依頼は複数件あったものの、双方の日時調整が折り合わず、実施には至らなかっ
た。

— 47 —



事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 1,190 1,190

実施延日数 通年 従事者延数 2,380 支出総額(円) （内訳）

施設名 横浜市南部病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 483 483

実施延日数 18 従事者延数 27 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 16 16

実施延日数 3 従事者延数 15 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 205 205

実施延日数 205 従事者延数 685 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

MICかながわ

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

無料低額診療事業広報・連携事業 健康診断・医療相談

外国人患者に対する通訳手配事業 そ　の　他 そ　の　他

概要
日本語のできない在留外国人に対して、
適切な診療が受けられるように、通訳を
手配する

4,657,950

概要

港南区役所、港南台地域ケアプラザと連
携し、区民生委員・児童委員会、連合町
内会等に当該事業の周知事業を展開する
とともに、地域での医療相談や健診等の
支援策を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

上郷地区センター、栄区民生委員、中野地域ケアプラザ、野七里地域ケアプラザ

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

港南福祉ホーム（ひまわり、第２ひまわり）

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

横浜刑務所・少年鑑別所医療支援事業 診　　療

知的障害者通所施設健診事業 健康診断・医療相談

概要
港南区内知的障害者通所施設、福祉ホー
ムと連携し、当該施設利用者を対象に健
康診断を行う

概要
横浜刑務所、少年鑑別所に収監中の対象
者に対する医療支援を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

横浜刑務所、横浜少年鑑別所、神奈川県警

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 33 33

実施延日数 33 従事者延数 195 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 720 720

実施延日数 192 従事者延数 576 支出総額(円) （内訳）

施設名 若草病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 201 201

実施延日数 12 従事者延数 24 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 19 19

実施延日数 3 従事者延数 15 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

横浜医療福祉センター港南

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

障害者等社会参加・就労支援事業 就労・社会参加支援

横浜医療福祉センター港南支援事業 診　　療

概要
重度の障害を有する横浜医療福祉セン
ター港南と連携し、当該施設からの紹介
患者に対する医療支援を行う

概要
区福祉作業所連絡会と連携し、障害者の
社会参加、就労支援事業として、各施設
の特性に合わせて物販等の支援をする

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

社会福祉法人　ル・プリ、非営利法人　かるがも会、港南区作業所連絡会　めばえ

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

釜利谷地域ケアプラザ

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

介護教室 健康診断・医療相談

医療講座 健康診断・医療相談

概要

地域ケアプラザ等を会場として、障害者
や高齢者を対象に、医師・看護師・リハ
ビリテーション技士・管理栄養士等を講
師とした医療講座を開催する

概要
当院入院中の患者の家族や在宅で介護に
当たっている方を対象として、介護に関
する座学及び実技研修を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 25 25

実施延日数 11 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

施設名 湘南平塚病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 31 31

実施延日数 4 従事者延数 30 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 406 406

実施延日数 通年 従事者延数 430 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 712 18 730

実施延日数 20 従事者延数 38 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

今年度について、主催者（介護事業所）側が他研修と重なり日程の調整が難しく中止となった。

女性保護施設健康・医療相談事業 健康診断・医療相談

ヘルパー研修 そ　の　他 研　　修

概要
金沢区内の介護ヘルパー等を対象とし
て、介護に必要な知識、技術等の習得を
行わせる

概要
神奈川県立の女性保護施設を訪問し、健
康・医療相談を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

メディカルショートステイ事業 診　　療

平塚市ホームレス巡回相談事業 健康診断・医療相談

概要
平塚市内のホームレスに対して、平塚市
職員、平塚市社会福祉協議会職員と合同
で巡回相談を実施する

概要
医療依存度の高い在宅高齢者等の一時入
院を受け入れる

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

済生会湘南平塚病院健康友の会・地域包括支援センター・平塚市老人クラブ・社会福祉協議会・ボラン
ティア連絡会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

平塚病院研修事業 健康診断・医療相談

概要
地域住民へ向けた健康講座、健康体操を
実施する
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施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 31 31

実施延日数 31 従事者延数 155 支出総額(円) （内訳）

施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 4 4

実施延日数 4 従事者延数 4 支出総額(円) （内訳）

第三次なでしこプラン（平成30年度から5ヵ年計画）事業計画後に実施した事業　（２事業）

123,100

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

認定ＮＰＯ法人ＭＩＣかながわ

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

神奈川県病院（令和元年度～）

医療通訳利用支援事業 そ　の　他 そ　の　他

概要
外国人患者の受診時の言葉の壁を軽減す
るため、ＮＰＯ法人の通訳派遣を利用
し、その利用料を全額助成する

25,990 家屋調査時のタクシー代

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

介護タクシー会社（身介）

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

東神奈川リハビリテーション病院（令和元年度～）

患者移動支援（交通費無料） そ　の　他 そ　の　他

概要
患者が他院へ受診する際等の移動費用を
支援する（介護タクシー代、家屋調査時
のタクシー代等）
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支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
9 2,826 224 7 1,341 1,577 5,984

施設名 新潟病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 7 7

実施延日数 1 従事者延数 3 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 9 9

実施延日数 9 従事者延数 27 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

外国籍住民のための医療相談会実行委員会、新潟市国際交流協会、新潟県国際交流協会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

新潟県済生会

外国籍住民のための医療相談会 健康診断・医療相談

概要

外国籍住民のための医療相談会実行委員
会や新潟市国際交流協会と連携し、公共
施設や教会にて外国籍住民を対象に、医
療相談・福祉相談・保健相談・検査（身
体測定・血圧・尿・胸部Ⅹ線）を行う。
医療が必要な場合は受診や医療通訳に繋
げる

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

新潟医療通訳センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

通訳手配が必要な対象者がいなかったため実績無し。

ＤＶ被害者支援事業 診　　療

外国人患者への医療通訳支援事業 就労・社会参加支援

概要

にいがた医療通訳センターと連携し、日
本語のできない在留外国人に対して、適
切に診療が受けられるように通訳を手配
する

概要

新潟県女性福祉相談所や新潟市配偶者暴
力相談支援センターと連携し、ＤＶ被害
により一時保護を受けている母子や緊急
対応が必要な母子を対象に受診調整を行
う。また、一時保護されている母子へイ
ンフルエンザ予防接種や、母子生活支援
施設の入所に必要な診断書の作成等も調
整する

39,880 外来1,0960円、検診28,920円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

新潟県女性福祉相談所、新潟市配偶者暴力相談支援センター、新潟市男女共同参画課

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

交流拠点の閉鎖に伴い、2018年5月をもって活動終了。2019年度以降活動はありません。

東日本大震災避難者支援 健康診断・医療相談

概要
新潟市や避難者交流団体と連携し、新潟
市西区避難者交流拠点にて震災避難者を
対象に相談会を行う
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 142 142

実施延日数 41 従事者延数 123 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 56 56

実施延日数 35 従事者延数 175 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 26 26

実施延日数 7 従事者延数 7 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 163 163

実施延日数 86 従事者延数 86 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 10 10

実施延日数 1 従事者延数 2 支出総額(円) （内訳）

更生保護施設との医療連携 診　　療

概要
保護観察所や更生保護施設「新潟川岸
寮」等と連携し、受診調整やインフルエ
ンザ予防接種を行う

1,931,285
外来費1,004,950円、入院費901,970円、インフル
エンザ予防接種24,365円（5人分）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

新潟保護観察所、更生保護施設新潟川岸寮

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

新潟保護観察所、更生保護施設新潟川岸寮

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

更生保護施設からの社会貢献活動の受け入れ 就労・社会参加支援

更生保護施設との医療連携（健康診断） 健康診断・医療相談

概要
保護観察所や更生保護施設「新潟川岸
寮」等と連携し、健康診断を行う

1,014,550 健康診断費1,014,550円

概要

保護観察所と更生保護施設「新潟川岸
寮」と連携し、社会参加の場を設けボラ
ンティア活動を通して社会貢献を行って
もらい、今後の自立生活に向けたステッ
プとしてもらう

3,120 お茶代120円×26人分

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

新潟保護観察所、更生保護施設新潟川岸寮

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

新潟県立西蒲高等特別支援学校

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

障害者就労で支援している生徒へのインフルエンザ予防接種 そ　の　他 そ　の　他

障害者就労への支援 就労・社会参加支援

概要

新潟県立西蒲高等特別支援学校（職業学
級）と連携し、地域から通っている生徒
へ一般就労に向けて活動の場を提供（清
掃・事務・看護補助作業）すると共に、
就労への支援に繋げて行く

概要

新潟県立西蒲高等特別支援学校（職業学
級）と連携し、障害者就労に向けて支援
している生徒へインフルエンザ予防接種
を行う

48,730 4,873円×10人分

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

新潟県立西蒲高等特別支援学校

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 663 663

実施延日数 5 従事者延数 10 支出総額(円) （内訳）

施設名 三条病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 906 906

実施延日数 8 従事者延数 78 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 659 659

実施延日数 2 従事者延数 25 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

立仏校区ふれあい協議会、新潟市こども食堂ネットワーク

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

年度末に開催予定で準備していたが、コロナウイルスの影響を鑑み開催を中止した。

いのちの授業 そ　の　他 研　　修

子どもの居場所づくり 就労・社会参加支援

概要

新潟市西区社会福祉協議会やボランティ
ア等と連携し、こしょくの問題から子ど
も食堂を行い、食を通じて地域住民の居
場所づくりや多世代間交流の場を提供す
る

概要

中学校や高校と連携し、学校にて生徒を
対象に性教育を通していのちの大切さに
ついて講義し、若年・未受診妊婦や子育
てのリスクについて理解を図る活動を行
う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

新潟ビジネス専門学校、木戸中学校、黒埼中学校、聖籠中学校、五十嵐小学校

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

コロナウイルスの影響で授業を中止した学校もあった。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

三条市福祉保健部福祉保健課生活支援係・総務課広報係、燕市健康福祉部社会福祉課・総務課広報係、三
条市県立高校

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

地域住民健康生活相談会 健康診断・医療相談

健康教室事業 健康診断・医療相談

概要
市福祉事務所、市社協、民生委員協議会
等と連携し、施設内にて三条市・燕市近
郊の住民を対象に健康教室を行う

1,964 お茶・お菓子1,524円、コミュニケーションカード440円

概要

各関係機関(三条市、グッディいきいき
サポートセンター)と連携し、健康体
操、健康生活相談を生活困窮者を含む地
域住民を対象に実施する

45,316
グッデイ人件費20,000円、ストレスチエック試験紙12,096円、
福祉介護健康フェア人件費10,000円、交通費3,220円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

グッデイいきいきサポートセンター運営協議会、新潟日報社、新潟県社会福祉協議会、新潟市社会福祉協
議会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 269 269

実施延日数 6 従事者延数 42 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 98 98

実施延日数 2 従事者延数 6 支出総額(円) （内訳）

施設名 介護老人保健施設ケアホーム三条

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 23 23

実施延日数 2 従事者延数 5 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

県央福祉会、ひめさゆり福祉会、手をつなぐ育成会、青空福祉会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

社会福祉施設障害者インフルエンザ予防接種及び減免事業 そ　の　他 そ　の　他

社会福祉施設障害者等健診費用減免事業 健康診断・医療相談

概要
障害者施設と連携し、当該施設を利用す
る障害者等に定期健康診断を実施すると
ともに、自己負担分を減免する

1,302,656
健診コース＠2160×61、＠3456×35、＠3520×
79、＠8208×92、＠8360×2

概要
障害者施設と連携し、当該施設を利用す
る障害者等のインフルエンザ予防接種を
実施するとともに、接種料金を減額する

196,000 予防接種＠2,000×98

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

手をつなぐ育成会、青空福祉会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

特に無し

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

家庭介護教室 健康診断・医療相談

概要
市、社協等と連携し、地域住民を対象に
家族介護教室を実施する
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施設名 特別養護老人ホーム長和園

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 618 618

実施延日数 11 従事者延数 165 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 2,263 2,263

実施延日数 129 従事者延数 492 支出総額(円) （内訳）

施設名 なでしこ青空保育園

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 60 12 72

実施延日数 290 従事者延数 - 支出総額(円) （内訳）

ＡＯＺＯＲＡこども食堂 就労・社会参加支援

概要

主に困窮世帯を対象に、食事提供をし、
栄養補給や仲間作りを支援する。
（令和元年10月より「おとな食堂」も一
体運営）

79,600

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

地区民生児童委員、地区自治会、ボランティア、食品会社、三条市、地域住民

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

ＡＯＺＯＲＡこども食堂／ＡＯＺＯＲＡおとな食堂の実施の模様が、情報番組「まるどりっ！」で放送さ
れた。（ＵＸ新潟テレビ２１放映日2020.2.1）
当日、おとな食堂は70～80才代の方が10名ほど来店。
ボランティアさんが調理した夕食を会話を楽しみながら食事する。
やがて、子ども食堂もオープンし、次々と子どもと保護者が60名ほど来店。
高齢者と子どもが相席になり自然と交流する姿があった。
普段、自宅で一人で食事をしている高齢者の方より、「にぎやかでいいね、普段は一人だから」と心に残
る言葉が聞かれた。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

地区民生児童委員、地区自治会、ボランティア、三条市、地域住民

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

従事者延数内訳（職員240人、ボランティア252人）

低所得者延長保育利用料減免制度 そ　の　他 そ　の　他

ＡＯＺＯＲＡカフェ（高齢者交流サロン） 就労・社会参加支援

概要
地域の単身世帯等の高齢者を対象に、孤
独、孤立の解消を目的として、仲間づく
りや話し相手等で介護予防を支援する

244,400

概要
低所得世帯を対象に、延長保育利用料の
５０～７５％を減免する

72,235 延長保育料減免金額

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)
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支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
55 780 459 1,294

施設名 富山病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 1 従事者延数 2 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 753 753

実施延日数 241 従事者延数 964 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 16 16

実施延日数 1 従事者延数 6 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

3,950 人件費3,950円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

富山市生活支援課

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

今回の調査では、該当者なしであった。

富山県済生会

富山市ホームレス健康・医療相談及び実態調査事業 健康診断・医療相談

概要

富山市生活支援課・保健センターと連携
し、富山市主催のホームレス実態調査に
ＭＳＷが同行し、富山市内のホームレス
を対象に、健康・医療相談及び実態調査
を行う

特記事項

連携している
団体・機関名

矯正施設、保護観察所、更生保護施設、行政、福祉施設等

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

出所者であることに加え、住所不定や身元引受人がおらず、帰住先の確保が困難である。

更生保護施設インフルエンザ予防接種事業 そ　の　他 そ　の　他

地域生活定着支援センター受託事業 就労・社会参加支援

概要

県、保護観察所等と連携し、矯正施設を
退所した高齢者・障害者で帰住予定地が
ない人を対象に、福祉サービス等を利用
できるよう相談支援等を行う

16,500,000 人件費15,550千円、旅費・交通費475千円、その他525千円

概要
更生保護施設富山養得園と連携し、当該
施設にて入所者を対象にインフルエンザ
予防接種を行う

81,480 ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞﾜｸﾁﾝ代67,700円、人件費13,780円

特記事項

連携している
団体・機関名

更生保護施設富山養得園

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特になし

特記事項

連携している
団体・機関名

富山県女性相談センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

該当者なし

ＤＶ被害者等医療支援事業 健康診断・医療相談

概要
県女性相談センターと連携し、施設内に
て、一時保護中の母子を対象に、診察及
び健康診断を行う
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 9 9

実施延日数 1 従事者延数 3 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 405 405

実施延日数 通年 従事者延数 不特定多数 支出総額(円) （内訳）

保護観察所及び更生保護施設医療支援事業 健康診断・医療相談

概要
保護観察所、更生保護施設富山養得園と
連携し、施設内にて、入所者を対象者に
診察及び健康診断を行う

特記事項

連携している
団体・機関名

富山保護観察所、更生保護施設富山養得園

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

該当者なし

特記事項

連携している
団体・機関名

富山保護観察所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特になし

生活困窮者等に対する支援事業 そ　の　他 そ　の　他

保護観察における社会貢献活動事業 就労・社会参加支援

概要
保護観察対象者が社会活動に参加できる
ように、当院敷地内で場所を提供し、除
草活動を行ってもらう

概要
生活困窮者等を対象に、オムツ代の減
免、交通費や日用品の支給及び自宅等へ
の送迎を行う

200,539 オムツ代200,539円

特記事項

連携している
団体・機関名

特になし

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特になし
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施設名 高岡病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 55 55

実施延日数 9 従事者延数 23 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 54 54

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

施設名 富山病院（平成30年度～）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 2 2

実施延日数 通年 従事者延数 不特定多数 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している
団体・機関名

富山大学

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

令和元年度は年間12回の実施を予定していたが、参加者の不足･ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染拡大防止のため9回の実施

インフルエンザワクチン予防接種事業 そ　の　他 そ　の　他

ホームレス支援活動 健康診断・医療相談

概要
毎月ＭＳＷ、看護師が外に出向いて健康
チェックを行し支援する。また、その際
に無診療料低額事業につなげる

158,165 施設利用料､弁当代

概要

ホームレスや無料低額診療事業対象者、
生活保護者を対象とし、インフルエンザ
ワクチン無料接種券を配布する。また、
生活困窮者も対象とし、福祉事務所や社
会福祉協議会にも配布する

125,950

特記事項

連携している
団体・機関名

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

富山刑務所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特になし

第三次なでしこプラン（平成30年度から5ヵ年計画）事業計画後に実施した事業　（１事業）

富山刑務所受刑者の診療事業 診　　療

概要
富山刑務所と連携し、施設内にて通院、
入院が必要な受刑者を対象に診療を行う
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支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
178 1,326 879 2,383

施設名 金沢病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 83 83

実施延日数 24 従事者延数 57 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 71 71

実施延日数 17 従事者延数 41 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 605 605

実施延日数 10 従事者延数 45 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 3 3

実施延日数 2 従事者延数 8 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

金沢保護観察所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

２月に開催を予定していた活動について、新型コロナウイルス感染予防のため中止とした。

被保護観察者社会貢献活動協力事業 就労・社会参加支援

概要
保護観察所と連携し、被保護観察対象者
の社会貢献活動として敷地内の草刈りや
院内の清掃などを行う

2,250 お茶代

概要

行政機関、地域の民生委員、地域の公民
館等と連携し、無料低額診療事業及びな
でしこプランの普及啓発活動を行う。ま
た病院エントランスにおいて健康、福祉
相談会の開催や、医療実習生等の病院利
用者に対し、事業の普及啓発を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

社会福祉協議会、民生委員児童委員、公民館、地域包括支援センター、高齢者施設、障がい者施設、連携
医療機関、市内中学校・高等学校、医療実習受入学校等

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

ひろびろ作業所、なごみ苑

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

２月下旬以降、新型コロナウイルス感染症予防のため支援を中止している。

生活困窮者支援事業普及啓発事業 健康診断・医療相談

障害者施設・高齢者施設等健康サポート事業 健康診断・医療相談

概要

障害者施設、高齢者施設等へ出向き、利
用者を対象とした保健予防活動を行うと
ともに、施設職員に保健予防に関する応
談、指導、研修等を行う

5,000 フットケア材料費

610,490 健診費用524,290円、ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞﾜｸﾁﾝ接種86,200円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

更生保護施設徳風苑、NPO法人金沢あすなろ会、アウルリングス株式会社

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

更生保護施設等から当院へ健診受診ための交通手段が乏しい

石川県済生会

更生保護施設等　健診・医療支援・健康相談事業 健康診断・医療相談

概要

保護観察所、更生保護施設、自立準備
ホーム等と連携し、病院内及び入所施設
内において健診、健康教育、集団指導、
個別指導、インフルエンザワクチン接種
等を行う
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 1,240 1,240

実施延日数 278 従事者延数 1,112 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 107 107

実施延日数 107 従事者延数 60 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 3 3

実施延日数 3 従事者延数 6 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 271 271

実施延日数 1 従事者延数 35 支出総額(円) （内訳）1,239,598
会場費261,040円、講師謝金267,514円、広告費
426,866円、事業費事務費284,178円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

石川県、金沢市、石川県社会福祉協議会、金沢市社会福祉協議会、石川県民生委員児童委員協議会、県医
師会、県看護協会、県社会福祉士会、県医療ソーシャルワーカー協会、県精神保健福祉士会、県介護支援
専門員協会他

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

（令和元年度単発事業）

生活困窮者問題シンポジウム そ　の　他 研　　修

概要

「人が人を支援するということ～当事者
主体の支援を考える～」をテーマに、生
活困窮者の視点に立った支援のあり方に
ついて、基調講演及びシンポジウムを開
催した。

概要

ＮＰＯ法人「フードバンク金沢・能登」
に対し、賞味期限の近づいた病院備蓄食
や病院職員から提供された食品等を定期
的に提供する

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

フードバンク金沢能登

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

独立行政法人自動車事故対策機構

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

フードバンク協力事業 就労・社会参加支援

ＮＡＳＶＡ短期入院協力事業 診　　療

概要

ＮＡＳＶＡが認定した自動車事故による
重度障害者やその家族に対し、一時的な
入院受け入れやリハビリ、家族への介護
指導等を行う

概要

県、保護観察所等と連携し、矯正施設を
退所した高齢者、障害者で帰住予定地が
ない人を対象に福祉サービス等を利用で
きるよう支援を行う

17,922,997 人件費、旅費、事務費等

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

金沢保護観察所、金沢刑務所、金沢地方検察庁、石川県、更生保護施設、自立準備ホーム、相談支援事業
所等

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

高齢で身元保証人のいない刑余者等では、出所後の受け入れ先確保が困難なケースがある。

地域生活定着支援センター受託事業 就労・社会参加支援
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支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
491 83 1,786 30 10 2,400

施設名 福井県済生会病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 18 18

実施延日数 7 従事者延数 26 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 9 9

実施延日数 5 従事者延数 15 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 10 10

実施延日数 22 従事者延数 66 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 30 30

実施延日数 10 従事者延数 30 支出総額(円) （内訳）

268,560 通常健診分14,920円×18名

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

更生保護法人福井福田会、福井保護観察所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

福井県済生会

更生保護施設への医療支援事業 健康診断・医療相談

概要

更生保護施設及び保護観察所等と連携
し、病院内にて更生保護施設入所者を対
象に、医療相談、血液検査、胸部レント
ゲン検査を行い、検査結果の説明及び指
導、再診察を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

更生保護法人福井福田会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

がん就労相談・支援 就労・社会参加支援

更生保護施設入所者への予防接種事業 そ　の　他 そ　の　他

概要
更生保護施設と連携し、院内にて更生保
護施設入所者を対象にインフルエンザの
予防接種を行う

32,500 ＠4,100円×7名+＠2,000円×1名+＠1,800円×1名

概要
ハローワーク福井や産業保険総合支援セ
ンターと連携し、がん患者さんの就労相
談・支援を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

ハローワーク福井、福井労働局

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

福井県済生会乳児院

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

乳児院入所児への予防接種事業 そ　の　他 そ　の　他

概要
福井県済生会乳児院と連携し、病院内に
て乳児院入所児を対象にインフルエンザ
の予防接種を行う

123,000 ＠4,100円×30名
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 491 491

実施延日数 通年 従事者延数 常勤4名 支出総額(円) （内訳）

施設名 介護老人保健施設ケアホーム・さいせい

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 50 50

実施延日数 1 従事者延数 50 支出総額(円) （内訳）

施設名 特別養護老人ホーム聖和園

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 33 33

実施延日数 35 従事者延数 35 支出総額(円) （内訳）

施設名 福井県済生会訪問看護ステーション

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

性暴力救済センター・ふくい（通称：ひなぎく） 就労・社会参加支援

概要

性犯罪・性暴力被害者の精神的・経済的
負担を軽減するため、被害直後から医療
やカウンセリングのほか、関係機関団体
と連携した支援活動を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

警察、市役所、総合福祉相談所、法テラス　等

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

対象者延数には、ＤＶ被害者以外も含まれるが内訳は不明のため、すべてＤＶ被害者として計上。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

地域支援事業の推進 就労・社会参加支援

介護・健康相談教室 健康診断・医療相談

概要

年に１回開催している施設行事「地域交
流会」時に、地域住民等に健康教室や医
師・看護師による健康測定機器を使用し
ての健康チェック及び健康相談を行う

概要

生活支援サービスの充実・強化に向け、
市の地域包括支援センターと連携し、聖
和園にて生活支援コーディネーター（地
域支え合い推進員）を配置する

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

大野市地域包括支援センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

依頼がなく、該当利用者なし。

生活困窮者への訪問看護 健康診断・医療相談

概要
福井県済生会病院との連携を密し、生活
困窮者が少しでも安定した療養生活が送
れるよう積極的に支援していく
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施設名 福井県地域生活定着支援センター

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 1,759 1,759

実施延日数 242 従事者延数 968 支出総額(円) （内訳）

地域生活定着促進事業 就労・社会参加支援

概要

矯正施設を退所する高齢者(６５歳以上)
や障害を有する方で、自立した生活を送
ることが困難な方に対し、保護観察所と
協働して退所後直ちに福祉サービス等を
利用できるよう支援を行う

18,964,561 人件費、事務費、事業費

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

福井保護観察所、福井刑務所、福井県地域福祉課、更生保護法人福井福田会、福井地方検察庁　等

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

刑余者であることに加え、身元引受人がおらず、住居もないため、出所後の生活環境調整が困難である
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支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
355 355

施設名 佐久市特別養護老人ホームシルバーランドみつい

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 24 24

実施延日数 24 従事者延数 10 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 257 257

実施延日数 11 従事者延数 44 支出総額(円) （内訳）

施設名 佐久市特別養護老人ホームシルバーランドきしの

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 74 74

実施延日数 74 従事者延数 12 支出総額(円) （内訳）

概要
佐久市福祉担当・佐久市内包括支援セン
ターと連携し、生活困窮者や虐待被害者
の入所・利用を積極的に受け入れていく

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

従事者延数12人は実数

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

浅間総合病院

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

生活困窮者・虐待被害者等救済事業 就労・社会参加支援

健康教室事業 健康診断・医療相談

概要
佐久市・佐久市立浅間総合病院と連携
し、施設内にて地域の住民を対象に転倒
骨折の予防を目的とした健康教室を行う

497,073
人件費 339,373円、管理費 131,550円、備品･消
耗品購入費 26,150円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

従事者延数10人は実数

長野県済生会

生活困窮者・虐待被害者等救済事業 就労・社会参加支援

概要
佐久市福祉担当・佐久市内包括支援セン
ターと連携し、生活困窮者や虐待被害者
の入所・利用を積極的に受け入れていく
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支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
59 1,405 30 242 141 283 2,160

施設名 静岡済生会総合病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 1,043 1,043

実施延日数 90 従事者延数 360 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 1 1

実施延日数 1 従事者延数 1 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 27 27

実施延日数 1 従事者延数 4 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 54 54

実施延日数 1 従事者延数 5 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

NPO法人炊き出しの会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

コロナ感染対策のため2月は中止。

生活困窮者等健康診断・相談事業 健康診断・医療相談

概要

神奈川県済生会等と共同で横浜市寿町で
生活困窮者を対象に、健康診断及び相談
を行う。当院は検診車（胸腹部撮影、聴
力、視力等搭載）の派遣を行う

164,144 検査費99,144円、人件費65,000円（5人分）

概要

児童・母子福祉施設、静岡県女性相談セ
ンター等と連携し、当該施設又は院内に
て入所者を対象に、健康診断及び相談を
行う。また、要請に応じて、専門職員を
派遣し、ケース会議の実施や専門的助言
を行う

113,130 検診代

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

千代田寮

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

保護司

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

児童・ひとり親家庭等健康診断・相談事業 健康診断・医療相談

保護観察所等健康診断・相談事業 健康診断・医療相談

概要

保護観察所、刑務所、更生保護施設、地
域生活定着支援センターと連携し、当該
施設又は院内にて、刑余者等を対象に健
康診断及び、相談を行う。また、要請に
応じて、専門職員を派遣し、ケース会議
の実施や専門的助言を行う

2,609,110 検診代

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

静岡市救護所、静岡老人ホーム、日本平学園、白寿荘、静岡わらしな学園等

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

静岡県済生会

社会福祉施設等健康診断支援事業 健康診断・医療相談

概要

社会福祉施設（身体障害者関係施設、養
護老人ホーム等）と連携し、当該施設又
は院内にて、当該施設の利用者を対象に
健康診断にかかる費用の免除・減額を行
う
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 102 102

実施延日数 1 従事者延数 36 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 4 1 5

実施延日数 5 従事者延数 5 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 36 36

実施延日数 31 従事者延数 31 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 140 140

実施延日数 66 従事者延数 75 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 18 18

実施延日数 12 従事者延数 12 支出総額(円) （内訳）

概要
ハローワークと連携し、がん患者の就労
支援及び相談を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

静岡公共職業安定所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

静岡県国際交流協会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

12か国、5名医療通訳者

がん患者就労支援事業 就労・社会参加支援

外国人医療通訳支援事業 診　　療

概要
静岡県国際交流協会と連携し、日本語が
通じない外国人を対象に、診察及び入院
時に医療通訳の支援、調整を行う

102,690

概要
聴力障害者を対象に、診察及び入院時に
手話通訳の支援、調整を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

聴力障害者手話通訳支援事業 診　　療

生計困難者等に対する日用品及び交通費等の支援事業 そ　の　他 そ　の　他

概要

ホームレス、身寄りのない生計困難者等
を対象に日用品等の支援を行う。また、
救命救急受診者で軽傷の場合等には、病
院から目的地までの交通費の支給を行う

14,862 日用品2,380円、タクシー代12,480円（5名）

概要
「外国人のための無料健康相談と検診
会」実行委員会、市医師会等と連携し、
外国人を対象に健康診断及び相談を行う

944,726 検査費889,570円、医療材料費55,156円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

外国人のための無料健康相談と検診会実行委員会、静岡市静岡医師会、静岡県弁護士会、静岡県国際交流
協会、静岡県立大学、静岡市保険年金課等

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

静岡済生会看護専門学校学生22名参加。外国人検診者15ヵ国。

外国人等健康診断・相談事業 健康診断・医療相談
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 9 9

実施延日数 1 従事者延数 6 支出総額(円) （内訳）

施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 13 15 20 48

実施延日数 2 従事者延数 46 支出総額(円) （内訳）

施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 309 235 544

実施延日数 13 従事者延数 62 支出総額(円) （内訳）

施設名 特別養護老人ホーム小鹿苑

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

概要
家族の介護放棄による虐待高齢者等を緊
急入所により受け入れる

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

要請がなかったため、未実施

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

病院：保護観察所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

病院：コロナ感染対策のため、従事者研修会1回、静岡市ケアマネっと協会実務者研修会、民生児童委員
協議会での周知活動が中止となった。
小鹿なでしこ苑：なでしこカフェにて広報

虐待高齢者緊急受入れ事業 そ　の　他 そ　の　他

啓蒙・周知活動 そ　の　他 研　　修

概要

施設利用者・家族・職員や地域住民、関
係機関を対象になでしこプラン、無料低
額診療事業等の済生会の活動について周
知する。また、地域住民、関係機関等と
連携し、講演会、情報交換会等を開催す
る

26,113

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

静岡済生会総合病院、特別養護老人ホーム小鹿苑、特別養護老人ホーム小鹿なでしこ苑

支部内各施設における無料健康相談会事業 健康診断・医療相談

概要
施設利用者・家族を対象に無料の相談会
を施設行事開催時に行う。施設利用者だ
けでなく幅広く参加を募る

104,924
（伊豆医療福祉センター）文具等15,761円、印刷
代31,876円、備品購入41,580円等

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

対象者延数：相談コーナー9名（済生会フェア）

静岡済生会総合病院、静岡医療福祉センター成人部、伊豆医療福祉センター

無料健康相談事業 健康診断・医療相談

概要

福祉事務所、民生委員、地域包括支援セ
ンター、社会福祉協議会等と連携し、生
活困窮者、社会的弱者を含む地域住民を
対象に健康診断及び相談支援を行う
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施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 17 17

実施延日数 10 従事者延数 17 支出総額(円) （内訳）

施設名 静岡県川奈臨海学園

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 12 12

実施延日数 2 従事者延数 2 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

概要
生活困窮のため健康診断を受けていない
退園生に対するアフターケア及び健康状
態のフォローを行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

令和元年度は対象となる退園生がいなかったため実施しなかった。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

静岡保護観察所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

施設退所者の健康診断補助事業 健康診断・医療相談

保護観察対象者の社会貢献活動受入れ事業 就労・社会参加支援

概要
静岡保護観察所、観察官と連携し、保護
観察対象者等の社会貢献活動を受け入れ
る

1,200 飲み物代

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

静岡市桜の園

少年院在院者奉仕活動実習受入れ事業 就労・社会参加支援

概要

短期間で改善・更正する可能性が高いと
された、概ね18歳未満の少年が入院する
「駿府学園」と連携し、在院者に対して
更正に向けた教育活動を実施する場とし
て、桜の園生活介護事業（通所）を実習
先として提供する

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

虐待緊急保護受入れの要請がなかったため、未実施

静岡市桜の園、静岡済生会総合病院

虐待障害者への緊急受入れ事業 そ　の　他 そ　の　他

概要
家族等による障害者への虐待の緊急保護
において、緊急を要するケースを静岡済
生会総合病院と連携し、受け入れていく
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施設名 静岡済生会療育センター令和

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 99 99

実施延日数 8 従事者延数 35 支出総額(円) （内訳）

施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 5 5

実施延日数 1 従事者延数 5 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

NPO法人POPOLOハウス

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

無料インフルエンザ予防接種事業 そ　の　他 そ　の　他

概要

ホームレスや生活困窮者を支援している
施設に入所中の保険証がない方、支払い
能力がまだない方などを対象にインフル
エンザ予防接種を実施し健康維持を図る

24,900 4,980円×5名

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

静岡済生会総合病院（令和元年度～）

障害児療育講座（健康医療相談） 健康診断・医療相談

概要
施設利用者及び家族を対象に無料の相談
会を療育セミナー開催時に行う。施設利
用者だけでなく、幅広く参加を募る

第三次なでしこプラン（平成30年度から5ヵ年計画）事業計画後に実施した事業　（１事業）
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支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
41 94 507 37 679

施設名 愛知県済生会リハビリテーション病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 26 26

実施延日数 3 従事者延数 3 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 36 36

実施延日数 4 従事者延数 4 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 32 32

実施延日数 4 従事者延数 4 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 144 144

実施延日数 2 従事者延数 5 支出総額(円) （内訳）

1,260 交通費1,260円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

名古屋市保護観察所（名古屋市中区）

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

愛知県済生会

特別調整対象者選定会議 そ　の　他 そ　の　他

概要
更生保護施設、保護観察所と連携し刑務
所入所者を対象に特別調整対象者の選定
を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

更生保護法人　岡崎自啓会（岡崎市）

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

更生保護施設訪問(豊田大徳塾) 健康診断・医療相談

更生保護施設訪問(岡崎自啓会) 健康診断・医療相談

概要
更生保護施設、保護観察所と連携し更生
保護施設内にて入所者を対象に健康・医
療相談を行う

20,360 交通費20,360円

概要
更生保護施設、保護観察所と連携し更生
保護施設内にて入所者を対象に健康・医
療相談を行う

20,172 交通費20,172円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

豊田大徳塾（豊田市）

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

イザキ・ニュートン校（岐阜県美濃加茂市）

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

他県で実施の為、臨時の診察所開設の事務手続き等が必要
新型コロナウイルス感染防止の為、健診第2日目は延期

在日外国人児童生徒への医療支援事業(美

濃加茂市、イザキニュートン校)
健康診断・医療相談

概要
イザキニュートン校と連携し、在日外国
人対象の自主運営学校に通学の児童を対
象に健康診断を行う

84,028 交通費16,028円、通訳料50,000円、申請手数料18,000円
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 41 41

実施延日数 3 従事者延数 6 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 32 32

実施延日数 1 従事者延数 15 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 5 5

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

生活保護施設入所者に対する健康保険と
運動指導(半田市、愛厚新生寮)

健康診断・医療相談

概要

生活保護施設(救護施設)と連携し、体力
の劣った入所者を対象に、健康相談と生
活機能の向上・維持のための運動指導を
行う

13,380 交通費13,380円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

愛厚新生寮（愛知県半田市）

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

ホームレス健診事業 健康診断・医療相談

「看護の日」健康相談 健康診断・医療相談

概要
地域住民及び患者家族に対し、健康相談
等を行う

概要
ホームレス保健サービス支援事業の一環
で県内のホームレスを対象に健康診断を
行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

※先方の都合によりキャンセル

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

日常生活品支給事業 そ　の　他 そ　の　他

概要
入院した生活困窮者を対象に日用品の支
給を行う

27,010 日用品支給27,010円
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 47 47

実施延日数 3 従事者延数 9 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 316 316

実施延日数 4 従事者延数 25 支出総額(円) （内訳）

在日外国人児童生徒への医療支援事業(豊

田市、エスコーラネクター校)
健康診断・医療相談

概要
エスコーラネクター校と連携し、在日外
国人対象の自主運営学校に通学の児童を
対象に健康診断を行う

32,937 交通費14,250円、健診費18,687円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

エスコーラネクター校（豊田市）

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

イーエーエス校（豊田市）

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

在日外国人児童生徒への医療支援事業(新

規学校、2～3校)
健康診断・医療相談

概要
新規に在日外国人対象の自主運営学校を
開拓して、通学の児童を対象に健康診断
を行う

119,820 交通費33,645円、健診費86,175円
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支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
452 14 177 643

施設名 松阪総合病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 117 117

実施延日数 3 従事者延数 59 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

保護観察中の人の社会貢献活動支援 就労・社会参加支援

概要

保護観察中の人の社会貢献活動の受け入
れを行う（院内の車椅子の清掃・タイヤ
の空気調整、病院周囲の草取り等の美化
活動)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

松阪地区医師会、松阪市保健部、松阪市飯高・飯南地域振興局、住民協議会、大台町健康ほけん課

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

地域住民の高齢化や、人口減少等の問題もあるが、今後も継続していきたい。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

津保護観察所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

今年度は関係機関からの依頼がありませんでした。

概要

三重県松阪保健福祉事務所、松阪市福祉
事務所と連携し、当院において、ＤＶ及
び児童虐待の被害者を対象に健康診断及
び診療を行う

概要
松阪市、松阪市医師会、近隣の市町村、
地域住民等と連携し、過疎地域の住民を
対象に健康診断、健康相談を行う

996,806 健診費のみ

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

松阪市役所保護課、松阪市地域包括支援センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

今年度は関係機関からの依頼がありませんでした。

三重県済生会

生活保護受給者家庭訪問
（健康、生活、医療相談）事業

健康診断・医療相談

概要
松阪市福祉事務所と連携し、生活保護受
給者を訪問して健康確認及び医療相談を
行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

学校、教育委員会、松阪市福祉事務所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

今年度は関係機関からの依頼がありませんでした。

辺地等過疎地域の健診・健康相談事業 健康診断・医療相談

ＤＶ及び児童虐待等被害者の健診事業 健康診断・医療相談

— 76 —



事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

施設名 明和病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

明和町役場福祉ほけん課

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

例年3月に実施しており、今年度はコロナウイルスの影響で連携先より辞退の申し出がありました。

障害者健診事業 健康診断・医療相談

概要
町と連携し、院内にて知的障害者を対象
に健康診断を行う

概要

町福祉事務所、町社協、民生委員と連携
し、高齢・外国人等の生活困窮者を対象
に戸別に訪問し入浴の援助と寝具の乾燥
を行い、看護師による健康相談も行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

明和町役場健康あゆみ課、明和町地域包括支援センター、明和町社会福祉協議会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

上記と連携を図っていますが、対象者はいませんでした。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

明和町役健康あゆみ課、明和町地域包括支援センター、明和町社会福祉協議会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

上記と連携を図っていますが、対象者はいませんでした。

訪問入浴・寝具乾燥事業 健康診断・医療相談

「明和町高齢者等見守りネットワーク事業」

同行・相談支援事業 健康診断・医療相談

概要

町、明和町高齢者等見守りネットワーク
関係機関、見守り連携員等と連携し、町
役場の職員に同行して町内の高齢者等生
活困窮者に対し相談支援を行う

概要

介護事業者による「介護相談窓口」の業
務拡張を行い、「生活相談支援窓口」と
して松阪市の「生活相談支援センター
（松阪ハローワークの出張窓口も併
設）」と連携をとり、就労、住まい、教
育等における支援業務を行う出張窓口的
な支援業務に携わり、生活困窮者の橋渡
し業務を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

山一グループ、株式会社Ｋ＆Ｋファミリー

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

2019年5月、事業所の撤退により相談窓口が閉鎖。それに伴い、当院の近隣に建設された市の社会福祉協
議会との連携を更に強化し、協同できる事業を模索していく。

生活困窮者への生活支援相談事業 就労・社会参加支援
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 452 452

実施延日数 37 従事者延数 37 支出総額(円) （内訳）

施設名 松阪総合病院、明和病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 2 従事者延数 16 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 14 14

実施延日数 1 従事者延数 7 支出総額(円) （内訳）

施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 60 60

実施延日数 25 従事者延数 30 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

松阪市社会福祉協議会、地域の介護施設・地域包括支援センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

地域包括ケアシステム構築の一環として、地域に貢献できる活動（実践、相談、指導）を行う

松阪総合病院（令和元年度～）

スペシャリスト看護師による出張出前講座事業 そ　の　他 研　　修

概要
専門性の高い看護師らが地域の介護施設
や公民館等に出向き、感染管理対策等の
指導や相談を行い能力を発揮する

概要
更生保護法人三重県保護会と連携し、更
生保護施設にて健康診断を行う

110,880 健診費のみ

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

三重県保護会、津保護観察所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特に問題なし

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

松阪市役所保護課、土木課、安全防災課、松阪警察署生活安全課

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

令和元年6月28日、令和2年2月13日　19：00～21：30　松阪市保護課等各8名、松阪警察署各2名同伴にて
公園や橋の下等、各日13カ所巡回しましたが、ホームレス等は確認できませんでした。

更生保護施設健診事業 健康診断・医療相談

ホームレス巡回相談(健康・生活・医療相談）事業 健康診断・医療相談

概要
松阪市、松阪警察署と連携し、公園等を
夜間巡回してホームレスを対象に生活相
談、健康状態の確認を行う

概要
明和町地域包括支援センターと連携し、
生活機能の低下がみられる方を対象に機
能向上維持の為に運動指導を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

明和町役場健康あゆみ課、明和町地域包括支援センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

対象者を生活困窮者のみとするのが難しい状況です。
3月はコロナウイルスの影響で連携先より中止との申し出がありました。

おとなチャレンジ教室 健康診断・医療相談

第三次なでしこプラン（平成30年度から5ヵ年計画）事業計画後に実施した事業　（１事業）
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支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
30 2,050 26 2,106

施設名 滋賀県病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 109 109

実施延日数 2 従事者延数 8 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 1,941 1,941

実施延日数 365 従事者延数 218 支出総額(円) （内訳）

概要

医療通訳（スペイン語）の対応、および
不在時通訳機器を使用し外国人患者のコ
ミュニケーションのハンディキャップを
軽減させる

2,377,613
通訳者1名給与2272362円、通訳アプリ用スマホ月額3296～3319円×12
か月＝39691円予定、ポケトーク2台購入65560円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

学校法人日本ラチーノ学院、滋賀県商工労働部観光交流局国際室

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

多言語医療通訳ネットワーク事業 そ　の　他 そ　の　他

外国人児童等健康診断事業 健康診断・医療相談

概要
県（国際交流課）と連携し、日系ブラジ
ル人学校（各種学校扱い）の児童を対象
に健康診断を行う

369,292 検診料3,388円×109名

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

更生保護施設　光風寮

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

1月～3月に実施調整行っていたが、感染症（インフルエンザ・コロナ）予防の関係で今年度は見合わせる
旨連絡があった。

滋賀県済生会

更生保護施設健康診断事業 健康診断・医療相談

概要
更生保護施設と連携し、入所者を対象に
健康診断を行う
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施設名 守山市民病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 26 26

実施延日数 1 従事者延数 12 支出総額(円) （内訳）

施設名 介護老人保健施設ケアポート栗東

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 30 30

実施延日数 12 従事者延数 19 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

概要

守山市が主催する「健康フェスティバ
ル」に共催して、市民への啓発活動とし
て、無料医療相談や健康相談、検査・測
定等を実施する

1,974 材料費

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

無料介護相談事業 健康診断・医療相談

概要
病院や当施設で無料介護相談を開催す
る。また、当施設で実施する家族会など
で無料相談会を開催する

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

未実施(健康診断について打診を行うが、すでに利用者自身のかかりつけ医で健康診断を受けていたた
め）

無料健康診断事業 健康診断・医療相談

障害者施設健康診断事業 健康診断・医療相談

概要

病院の一部に間借りして運営している、
障害者生活支援センター（湖南地域の知
的障害者及び身体障害者に創作活動や入
浴等の生活支援を提供）の利用者に対
し、健康診断を実施する
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支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
300 41 101 442

施設名 京都府病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 36 36

実施延日数 12 従事者延数 12 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 41 41

実施延日数 1 従事者延数 4 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 114 114

実施延日数 1 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

長岡京市健康医療推進室

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

長岡京市と初のコラボでの出展であったが、副市長にも参加いただき、協力して運営できた。

健診・医療・福祉相談支援事業（出前相談・講座） 健康診断・医療相談

概要
地域に出向き、地域住民の医療・保健・
福祉の推進を目的に健診・医療・福祉の
相談を行う

156,195 人件費、参加費、消耗品費

概要
更生保護施設入所者を対象に、診察及び
相談を行う。また、インフルエンザ予防
接種も行う

251,579 ワクチン代、シリンジ代、交通費、人件費他

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

京都保険観察所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

定例化しており、施設側は十分な理解を得て協力いただいて実施された。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

向日ヶ丘支援学校

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

事前に情報交換を十分に行っており、問題なく実施された

更生保護施設入所者に対する医療的支援事業 診　　療

支援学校寄宿舎児童への医療的支援事業 そ　の　他 そ　の　他

概要

向日が丘支援学級に短期入舎している医
療的ケアを必要とする児童対象に、医療
的支援を提供することで生徒の学校生活
の充実と医療を通して貢献する

108,300 人件費

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

大山崎町

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

行政より対象者が行方不明とのことで1月末に延期申し入れがあり、結果中止となった

京都府済生会

桂川河川敷地区ホームレス巡回健診事業 健康診断・医療相談

概要

京都府大山崎町と連携し、桂川河川敷地
地区のホームレスを対象に巡回して健康
相談及び健康診断（問診・血圧測定等）
を行う
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 150 101 251

実施延日数 2 従事者延数 35 支出総額(円) （内訳）

概要

主に地域住民を対象として、広く病気や
健康に対してテーマを設け当院医師等に
よる講演及び質疑応答を行う。来場者に
無料低額診療の広報啓発を行う。また、
必要に応じて相談コーナーを設け専門ス
タッフが対応する

670,261 人件費、会場費、広告費、備品費

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

乙訓医師会、乙訓保健所、長岡京市、向日市、大山崎町

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

乙訓地域で開催するにあたり、候補となる会場が少なく、行政にも協力を依頼しているが、確保に苦労し
ている。

市民公開講座 健康診断・医療相談
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支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
847 85 1,157 320 89 1,284 4,845 8,627

施設名 支部、中津病院、吹田病院、千里病院、野江病院、泉尾病院、富田林病院、茨木病院、新泉南病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 796 796

実施延日数 8 従事者延数 213 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 3,815 3,815

実施延日数 332 従事者延数 147 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 317 317

実施延日数 308 従事者延数  ― 支出総額(円) （内訳）

施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 1 4 1 13 19

実施延日数 312 従事者延数 37 支出総額(円) （内訳）

581,483 医療材料、検査費用、その他費用、交通費等

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

NPO釜ヶ崎支援機構

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

大阪府済生会

釜ヶ崎地区健診事業 健康診断・医療相談

概要

ＮＰＯ釜ヶ崎支援機構と連携し、高齢者
特別清掃事業事務所で、清掃に従事する
登録者を対象に健康診断、健診後の保健
指導、医療が必要な場合は医療施設への
紹介を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

ヒューマンライツ福祉協会、大阪市教育委員会、大阪府教育センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

更生保護施設医療支援事業 健康診断・医療相談

ハンセン病回復者支援事業 診　　療

概要

ハンセン病回復支援センターと連携し、
ハンセン病回復者に診療等の医療支援や
出張健康相談を行うほか、職員にハンセ
ン病に関する研修等を受講させ支援の質
の向上を図る

45,060 資料代、交通費、研修費

概要

大阪保護観察所、更生保護施設「和衷
会」「泉州寮」「愛正会」と連携し、入
所者を対象に健診、診療等の医療支援及
び健康相談を行う。また、大阪保護観察
所、地域定着支援センター、自立支援準
備ホームと連携し、入所者・地域生活の
刑余者に必要な医療支援と生活支援を協
働実施する

1,012,460 予防接種費用、健康診断料、検査代、洗濯代

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

更生保護施設「和衷会」「愛正会」「泉州寮」

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

Ｈ22年からの連携であり、更生保護施設との連携は大きな問題も生じずスムーズに事業推進が図れてい
る。

475,394 食費、家電費、光熱費、生活費

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

大阪府社会福祉協議会・富田林市役所・富田林社会福祉協議会・ここサポ・泉南市役所・泉南市社会福祉
協議会・保健センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特別養護老人ホーム喜久寿苑、高寿園、松風園、城東園、大正園、第二大正園、富美ヶ丘荘、なでし
こりんくう

社会貢献事業
（社協総合生活相談員派遣）

就労・社会参加支援

概要

市・社協等と連携し、管下老健・特養施
設に総合生活相談員を配置し、福祉・医
療を受けられない人を対象に、総合生活
相談・経済的援助を行う
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施設名 中津病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 41 41

実施延日数 41 従事者延数 ― 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 79 79

実施延日数 79 従事者延数 ― 支出総額(円) （内訳）

施設名 吹田病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 102 102

実施延日数 ＊ 従事者延数 ＊ 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 63 63

実施延日数 6 従事者延数 9 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

釜ヶ崎支援機構、大阪府保険医協会、ビッグイシュー基金、Homedoor、大阪市北区保健福祉センター（生
保担当）、大阪市野宿生活者巡回相談班

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

受診者はほぼ固定化している状況であり、数名は野宿およびホームレスを継続するのが厳しい心身状態で
あり、居宅設定の支援を受けて生活保護受給へ変更となっている。

外国人への医療支援 診　　療

ホームレスへの医療支援 診　　療

概要
ホームレス支援団と連携を図り、医療支
援および生活支援を随時実施する

848,450

概要
外国人支援団体との連携を強化し、医療
支援および生活支援を随時実施する

1,869,433

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

RINK、在日難民支援ネットワークRAFIQ

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

複数科および複数回受診をしている対象者が多く、入院加療も１名あり。在留資格取得への障壁は高く医
療以外の生活支援は限界が生じている。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

大阪府産婦人科医会、大阪府健康医療部会、大阪府福祉部、近隣自治体の子育て・母子保健担当及び子ど
も家庭センター等

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

＊通常の診療で対応しているので、実施延日数・従業者数は記載できない。

高次脳機能障害・家族支援事業 就労・社会参加支援

妊婦等の悩み相談事業 診　　療

概要

関係機関と連携し、未受診妊婦や子育て
にリスクがある「要養育支援者」に対し
て、出産後の子育てサポート体制を構築
する。関係機関から社会的リスクがある
妊婦の受け入れ要請があれば、受け入れ
て支援を行う

概要

吹田市内の関係機関と協力して、目に見
えにくい障がいと言われ、周囲からの理
解が得られにくく孤立しがちな高次脳機
能障害者の当事者とその家族を対象に交
流会を開催し支援する

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

吹田市障がい福祉室、吹田市社会福祉協議会、ヒューマン福祉会、吹田市民病院、協和会病院、大阪大学
医学部附属病院

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 77 3 4 1 85

実施延日数 ＊ 従事者延数 ＊ 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 5 5

実施延日数 1 従事者延数 ＊ 支出総額(円) （内訳）

施設名 千里病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 142 142

実施延日数 2 従事者延数 24 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 50 50

実施延日数 2 従事者延数 6 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

吹田市・東淀川区・摂津市の生活困窮者支援相談窓口・地域包括支援センター・保健所、吹田しあわせ
ネットワーク、大阪府社会福祉協議会、難民支援コーディネーターズ、RAFIQ

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

*通常の診療・窓口相談業務の中で対応しているものと関係機関との連携会議・研修会の実施等が混在し
ているため、実施日数・従業員は記載できない。

野宿生活者等インフルエンザ予防接種事業 そ　の　他 そ　の　他

地域セーフティネット事業 健康診断・医療相談

概要

地域で暮らす生活困窮者（含外国人）に
対して、随時医療支援・生活支援を行う
とともに、吹田市や東淀川区、摂津市な
ど近隣地区のコミュニティソーシャル
ワーカー、生活困窮者自立支援相談窓口
や支援団体等関係機関と連携し、セーフ
ティネットワークを構築する

概要

府社協、難民支援団体等と連携し、施設
内にて、ホームレス・難民申請中の外国
人等を対象にインフルエンザ予防接種を
行う

25,000 予防接種費用5,000円×5名分25,000円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

RAFIC

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

*一般の予防接種と同時に実施しているため、従事者数は把握していない

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

千里在宅医療・緩和を考える会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

なでしこ地域講座 健康診断・医療相談

なでしこプラン研修会 そ　の　他 研　　修

概要

在宅医療・ケアを担当する職種を対象
に、生活とは何か、困窮している状況を
早期に発見するために年３回研修会を実
施する

概要

地域の患者さんやその家族を対象に、院
内の各チームと連携して健康や生活につ
いて、看護師や社会福祉士が講座を開催
する。また、無料低額診療事業の利用の
仕方も説明する

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

吹田市立南千里図書館

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

施設名 野江病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 364 364

実施延日数 2 従事者延数 4 支出総額(円) （内訳）

施設名 泉尾病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 93 93

実施延日数 7 従事者延数 9 支出総額(円) （内訳）

施設名 富田林病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 5 5

実施延日数 3 従事者延数 10 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

未実施）プランは立てたが、他業務多忙、マンパワー不足により実施できなかった

いのちの授業 そ　の　他 研　　修

Ｓａｌｏｎ　ｄｅ　Ｓｅｎｒｉ 健康診断・医療相談

概要
一人暮らしの高齢者が多いため、各診療
科と連携し、健康や医療・介護・看取り
についてのグループワークを行う

概要

助産師・社会福祉士が、地域の学校へ出
向き、生命誕生の尊さを伝えると共に、
望まない若年・未婚妊娠を防ぐための正
しい知識を伝える出張授業を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

大阪市立茨田中学校、大阪市立横堤中学校

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

大正区北部地域包括支援センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

出張・訪問相談事業 就労・社会参加支援

出張相談等事業 健康診断・医療相談

概要

泉尾医療福祉センターの北部地域包括支
援センター等と連携し、地域の集会場等
に出向き、高齢者や地域住民へ出張相談
及び減免診療広報等を行う

15,500 人件費

概要

富田林市内の地域包括支援センター等の
関係機関と連携し、出張相談や自宅訪問
相談など、生活面で困難を抱えている
人々の相談・支援を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

ＵＲ都市機構（金剛住宅）、富田林市役所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)
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施設名 茨木病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 292 292

実施延日数 4 従事者延数 4 支出総額(円) （内訳）

施設名 茨木病院、介護老人保健施設ライフポート茨木

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 6 81 696 375 504 1,662

実施延日数 250 従事者延数 257 支出総額(円) （内訳）

施設名 新泉南病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 155 155

実施延日数 1 従事者延数 8 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 2 2

実施延日数 2 従事者延数 3 支出総額(円) （内訳）

概要
救護施設入所前に一部の健康診断を無料
で実施する

10,790 健康診断料

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

泉南市・阪南市・田尻町・イオンモールりんくう泉南店

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

一時宿泊支援事業 健康診断・医療相談

市民公開健康講座 健康診断・医療相談

概要
生活困窮者を含む地域住民を対象に、健
康増進、啓発活動として公開講座を主催
する

概要

地域で必要な医療や福祉サービスを利用
できない住民を対象に、総合生活相談等
を行い必要な場合は社会資源へのコー
ディネートをし支援する。２カ月に１
回、春日小学校区セーフティネットワー
ク会議で対象者の事例検討を行う

5,376,012
人件費4,954,182、事業費22,424、事務費
56,075、消費税等343,331

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

民生委員、地区福祉委員、自治会、包括、障害者相談支援事業所、社会福祉協議会、保健医療課、生活福
祉課、中学校、小学校、保育所、幼稚園、相談支援課、保健所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

年々民生委員の担い手不足が課題となっている。概ね中学校圏域で民生委員の4割が現在0代行で近隣の民生委員が担当
されているが、生活までは見えにくく以前のようなきめ細やかな見守り、発見機能が低下している。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

いのちの授業を市内の小中学校・支援学校で行っている

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

地域セーフティーネット事業 就労・社会参加支援

無料健康・医療相談会・講習会 就労・社会参加支援

概要

既存の健診事業等の形態に囚われず、教
育・健康増進・街づくりといった役割の
中で、近隣の福祉施設や教育機関と協働
し、新たな相談会・講習会・交流会を開
催する
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施設名 介護老人保健施設ライフケア中津

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 1 1

実施延日数 12 従事者延数 12 支出総額(円) （内訳）

施設名 介護老人保健施設ライフポート泉南

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 8 8

実施延日数 1 従事者延数 1 支出総額(円) （内訳）

施設名 障害児通所支援事業吹田療育園

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

よりそいサポートきた（生活困窮者支援事業）

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

月に1回打合せを行っている。ひと月だけ対象者が同席しての相談・サポートを行った。

出張相談窓口無低相談支援事業 健康診断・医療相談

生活困窮者支援事業 就労・社会参加支援

概要

支援相談員が大阪市北区の生活困窮者支
援事業（よりそいサポートきた）へ出向
き、行政と連携して介護関係での相談に
対して施設紹介や相談のサポートを行う

概要

地域包括支援センターの相談事業と連携
し、地域の公民館などにて出張相談窓口
を開設し、健康・福祉に関する相談全般
を行い、新たな生計困窮者の発掘・支援
を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

岡田区あんしんネットワーク　泉南市認知症と向き合う会　地域支え合い推進員　他

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

今回、岡田区の方の葬儀・告別式と重なり参加者の欠席が非常に多く予定の人数を大きく下回りました。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

公費等で療育支援を受けたため、対象者はいませんでした。

障害児・者への療育支援事業 就労・社会参加支援

概要
障害児・者の生活困窮者に対して療育支
援が提供できるように援助する
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施設名 吹田特別養護老人ホーム高寿園

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 59 59

実施延日数 3 従事者延数 27 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 62 62

実施延日数 8 従事者延数 24 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 4 4

実施延日数 4 従事者延数 4 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 10 10

実施延日数 22 従事者延数 44 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

開催するも利用者が無い時もあり、実施延数に比べて対象者延数が少なくなっている

暮らしの相談室 健康診断・医療相談

概要
併設の吹田訪問看護ステーションと共催
して、毎週水曜日13：30～15：30に健康
相談や介護相談等を実施する

概要

失業、虐待、ＤＶ、けが、病気などが原因で
生活に困っている人たちに対し、訪問・相談
を通じて必要な制度につなぐ。緊急を要する
場合は、食材の提供や家電製品などの経済的
援助（現物給付）も行う。また、２カ月に一
度、担当者会議を開催する

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

生活困窮者レスキュー事業
（吹田しあわせネットワーク）

就労・社会参加支援

認知症をもつ人の家族教室・交流会 就労・社会参加支援

概要

認知症の介護をしているご家族が、専門
職と一緒に関わり方や症状への気づきに
ついて考える。近隣大学、近隣介護老人
保健施設との共催にて年間５回実施

概要

併設の訪問看護ステーションや吹田病院
認定看護師も参加し、認知症に特化した
話題を中心に相談等にも対応する。概ね
年３回実施する

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

認知症カフェ 就労・社会参加支援
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施設名 特別養護老人ホーム松風園

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 33 33

実施延日数 12 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

施設名 泉南特別養護老人ホームなでしこりんくう

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 57 57

実施延日数 4 従事者延数 51 支出総額(円) （内訳）

刑余者支援事業 就労・社会参加支援

概要
大阪保護観察所と連携し、刑余者が行う
社会貢献活動の場を提供する

4,000 研修会参加費用

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

数年来依頼がないため、今年度で終了とする予定

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

ほくとクリニック病院（精神科）

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

実施は大正園のみ。大正園では精神科に通院する患者をボランティア（裁縫）として受け入れ、社会復帰
支援に協力している。

吹田特別養護老人ホーム高寿園、泉尾特別養護老人ホーム大正園、泉尾特別養護老人ホーム第二大正
園、障害者支援施設北村園、障害者支援施設ふくろうの杜

就労訓練支援 就労・社会参加支援

概要

大阪市が推進する就労訓練支援（大阪市
就労訓練推進事業）に協力し、長期離職
者、ニート・引きこもり、心身に課題が
あったり精神疾患を抱える方等に施設内
の就労体験から就労に結び付く支援を実
施する

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

泉南市役所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

ネグレクト被害者に対する食事提供と学習会の開催 就労・社会参加支援

概要
泉南市保育子育て支援課と協働し、ネグ
レクト被害者に対する食事提供と学習会
を開催する

24,668 食費
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施設名 軽費老人ホームケアハウスつつじ荘

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 92 92

実施延日数 92 従事者延数 92 支出総額(円) （内訳）

施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

地域包括支援センターへのバックアップ事業 就労・社会参加支援

概要
地域包括支援センターとサービス担当者
会議等を開催し、虐待ケースなどの受け
入れを積極的に実施する

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

該当する事例なし

15,570

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

対象者の保健所・保健センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

保健所・保健センターとの連携は支障なく行えている。訪問に従事する助産師は10年以上の経年者として
おり、訪問に従事するスタッフの安定した確保が課題である。

第三次なでしこプラン（平成30年度から5ヵ年計画）事業計画後に実施した事業　（５事業）

産後母子訪問看護 就労・社会参加支援

概要

産後ケアおよび養育困難者グレイゾーン
対象者への訪問指導を行い、家庭での状
況を把握して、必要に応じて地域の保健
師へケア継続を依頼する

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

開催方法が変更となったため今期は受入れなし

中国帰国者支援事業 就労・社会参加支援

概要

近畿中国帰国者支援・交流センターが実
施する「引きこもり防止プログラム」
（東淀川ランランクラブ）の企画・実施
に協力し、言葉や文化の違いから地域社
会で孤立しがちな中国残留邦人とその家
族への支援を行う

中津病院（平成30年度～）

吹田病院、特別養護老人ホーム松風園、東淀川訪問看護ステーション（平成30年度～）
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施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 1 4 4 1 5 15

実施延日数 15 従事者延数 15 支出総額(円) （内訳）

施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 197 197

実施延日数 4 従事者延数 10 支出総額(円) （内訳）

施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 2 2

実施延日数 4 従事者延数 7 支出総額(円) （内訳）

生活困窮者物品支援事業 就労・社会参加支援

野江病院、特別養護老人ホーム城東園、野江訪問看護ステーション、野江居宅支援事業所（令和元年
度～）

マグノリアワーク 健康相談・生活相談

概要

地域の医療・看護・介護福祉機関及び行
政機関と連携・協働して「日常生活また
は社会生活上の支援を必要とする地域住
民」に対して、健康相談を含めた生活相
談を実施し、地域住民の健康増進とＱＯ
Ｌの向上に寄与する

概要

大阪しあわせネットワーク・吹田市生活
困窮者自立支援センター及び吹田市社協
等と連携し、当園にて家電製品などの支
援物品を受け入れ、生活困窮者を対象に
物品支援を行う

7,672 物品廃棄費用

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

大阪しあわせネットワーク、吹田市生活困窮者自立支援センター、吹田市社会福祉協議会等

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

関係機関に周知されて提供される物資が増え、保管場所・方法に苦慮するようになってきたため、当園以
外の保管場所確保及び管理方法の検討が必要。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

菫・鯰江東地域包括支援センター、　菫地域活動協議会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

概要

失業、虐待、ＤＶ、けが、病気などが原
因で生活に困っている人たちに対し、訪
問・相談を通じて必要な制度につなぐ。
緊急を要する場合は、食材の提供や家電
製品などの経済援助（現物給付）も行
う。

中津特別養護老人ホーム喜久寿苑（令和元年度～）

特別養護老人ホーム松風園（平成30年度～）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

大阪府社会福祉協議会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

生活困窮レスキュー事業 就労・社会参加支援
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支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
50 6,637 1 32 794 7,514

施設名 兵庫県病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

施設名 特別養護老人ホームふじの里

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 1 1

実施延日数 1 従事者延数 10 支出総額(円) （内訳）

兵庫県済生会

社会復帰支援事業 診　　療

概要
保護司会、保護観察所、更生保護施設と
連携し、刑余者等に対して、診療費、就
労に要する健診費用を減免する

概要

地域見守り推進員等と連携し、医療的支
援の必要な高齢者を対象に必要時健康医
療相談を実施し、訪問看護や無料低額診
療事業につなげる

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

神戸市保護観察所、神戸市北区保護司会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

連携機関に広報し周知を図っているが、新規依頼がなかった。

社会貢献活動受入れ事業 就労・社会参加支援

高齢者住宅訪問相談事業 健康診断・医療相談

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

なでしこ暮楽部

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

対象者がいなかった。

概要

保護観察対象者の社会貢献活動を受け入
れ、利用者の介護補助業務を通じて、自
己有用感や規範意識を育み、立ち直りを
支える

2,420 昼食代2,420円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

神戸保護観察所、更生保護女性会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

施設側が受入れ準備をしていてもキャンセルになるケースがある。
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施設名 兵庫県病院、特別養護老人ホームふじの里、兵庫県訪問看護ステーション

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 50 50

実施延日数 1 従事者延数 12 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 6,637 32 794 7,463

実施延日数 241 従事者延数 452 支出総額(円) （内訳）

概要

ＮＰＯ法人神戸の冬を支える会と連携
し、小野浜公園（神戸市内）での炊き出
し会場において、ホームレスを対象に健
康相談及び健康チェックを行う

39,260 テント代27,360円、交通費10,080円、印刷費1,820円

有野台ブランチ相談室事業 就労・社会参加支援

小野浜公園健康相談事業 健康診断・医療相談

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

NPO法人　神戸の冬を支える会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

令和元年度は9月のみ実施（令和2年3月は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止）

概要

ＵＲ団地の1室に総合相談窓口を設置
し、地域に「安心」と「交流の場」を提
供する。また、相談・訪問・見守り、介
護・看護・健康相談会の開催、団地カ
フェ等の地域活動の立ち上げなど、コ
ミュニティづくりを推進する

6,341,724 人件費 5,698,892円、賃借料 379,162円、通信運搬費 109,907円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

UR、神戸市、神戸市北区社会福祉協議会、自治会、ふれあいのまちづくり協議会、民生委員児童委員協議
会、老人会、婦人会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特にありません
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支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
385 35 326 22 768

施設名 奈良病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 35 35

実施延日数 11 従事者延数 55 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

施設名 中和病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 166 166

実施延日数 4 従事者延数 12 支出総額(円) （内訳）

382,000

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

更生保護施設至徳会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

奈良県済生会

更生保護施設健康診断事業 健康診断・医療相談

概要

更生保護施設の入所者に対する、健康診
断事業を継続、拡大していく。連携施設
の利用者に対する認知症の把握、及び予
防策等を含めた研修を進めていく

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

保護観察所、保護司

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

保護観察所等からの雇用依頼がなかったため未実施

障害者支援事業 健康診断・医療相談

刑余者等支援推進事業 就労・社会参加支援

概要
保護観察所との連携を強化して刑余者支
援活動を進める

概要
連携施設の利用者に対する認知症の把
握、及び予防策等を含めた研修を進めて
いく

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

障害者デイサービス事業所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

障害者デイサービス事業所からの受入対象者がなかったため未実施

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

社会福祉法人　飛鳥学院

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

児童養護施設等健康相談・診断・診療事業 健康診断・医療相談

概要
児童養護施設飛鳥学院と連携し、施設内
にて児童養護施設の児童を対象に健康相
談、健康診断等の医療支援を行う

638,365 診療費638,365円
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 73 73

実施延日数 3 従事者延数 12 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 159 159

実施延日数 213 従事者延数 426 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 15 15

実施延日数 3 従事者延数 15 支出総額(円) （内訳）

施設名 御所病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 1 1

実施延日数 1 従事者延数 3 支出総額(円) （内訳）

授産施設通所者への健康診断事業 健康診断・医療相談

概要
授産施設と連携し、施設内にて通所者を
対象に健康相談、健康診断等の医療支援
を行う

324,000 診察代324,000円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

NPO法人・モノ・支援センター「畑楽」、桜井市手をつなぐ育成会「虹の郷双葉」、橿原ふれあいの里福
祉会「ひだまり」

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

桜井市

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

キャンセルが多いため、需要が満たせないことが多い。

障害者就労支援 就労・社会参加支援

病児保育事業 そ　の　他 そ　の　他

概要 桜井市と連携し、病児保育を行う

11,000,000 （人件費ほか）11,000,000円

概要
桜井市内の障害者施設と連携し、施設内
にて、清掃・院内美化の業務を委託し、
就労支援を行う

172,800 （作業費）172,800円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

株式会社　太陽

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

母子生活支援施設ヒューマンかつらぎ

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

母子生活支援施設健診事業 健康診断・医療相談

概要
母子生活支援施設ヒューマンかつらぎと
連携し、施設内にて入所者を対象に健康
診断を行う

14,927 健診費14,927円
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 270 270

実施延日数 2 従事者延数 23 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 22 22

実施延日数 1 従事者延数 5 支出総額(円) （内訳）

施設名 介護老人保健施設シルバーケアまほろば、桜井市地域包括支援センターきぼう

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 2 2

実施延日数 2 従事者延数 4 支出総額(円) （内訳）

施設名 介護老人保健施設シルバーケアまほろば

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 25 25

実施延日数 1 従事者延数 10 支出総額(円) （内訳）

健康教室 健康診断・医療相談

概要
地域の高齢者を対象とした健康教室を行
う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

社会福祉法人青垣園、御所市役所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

特別養護老人ホームせせらぎの園

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

生活困窮者治療紹介事業 健康診断・医療相談

介護教室 健康診断・医療相談

概要
要介護者の家族を対象にした介護研修会
や嚥下訓練の講習会を行う

概要

市、地域包括支援センター、市内の居宅
介護支援事業所と連携し、高齢者や障害
のある生活困窮者を対象に相談及び治療
先の紹介を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

桜井市内の地域包括支援センター4ヶ所及び居宅介護支援事業所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

阿部区自治会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

介護教室 健康診断・医療相談

概要
当施設入所者のご家族並びに生活困窮者
を含む地域住民を対象に、介護に対する
教育及び実技指導を行う
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支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
71 12 227 310

施設名 和歌山病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 12 12

実施延日数 1 従事者延数 3 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 90 90

実施延日数 2 従事者延数 58 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 1 1

実施延日数 1 従事者延数 2 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

実績には計上していないが、衣類の貸し出しを行っている。

生活困窮者等に対する支援 そ　の　他 そ　の　他

概要

無料低額診療事業対象者等の生活困窮者
を対象に、衣類・日用品の支給を行う。
また、交通手段がない場合の送迎や費用
負担する

概要

地域住民を対象（生活困窮者を含む）
に、テーマを設け講演と質疑応答を行
う。また、医師・看護・薬剤師・管理栄
養士等による健康相談や保健指導及び社
会福祉士による医療、介護相談を行う

341,000
会場費54,000円、雑費16,200円、機器ﾚﾝﾀﾙ費
81,000円、広告費189,800円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

和歌山県子ども・女性・障害者相談センター、NPOホームレス支援機構、更正保護施設端正会、和歌山市
生活支援課、和歌山県社会福祉協議会、和歌山県生活支援定着センター、和歌山市高齢者福祉課へ案内

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

生活困窮者の参加の把握。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

依頼が無かった。

市民公開講座・健康相談会 健康診断・医療相談

失業者や生活困窮者に対する就労支援 健康診断・医療相談

概要
地域生活定着支援センターや和歌山市生
活支援課等と連携し、就労の際に必要な
健康診断や診断書作成を無料で行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

更正保護施設端正会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

実施日数を増やすことを検討する。

和歌山県済生会

更正保護施設入所者に対する健康相談 健康診断・医療相談

概要
更正保護施設と連携し、入所者を対象に
健康相談等を行う
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施設名 有田病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 68 68

実施延日数 1 従事者延数 3 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 3 3

実施延日数 3 従事者延数 6 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 3 3

実施延日数 5 従事者延数 35 支出総額(円) （内訳）

施設名 有田病院、介護老人保健施設ライフケア有田

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 133 133

実施延日数 2 従事者延数 82 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

生活困窮者を対象として行うことが難しい

669,577 人件費156,000円、その他513,577円

概要

行政、社協、民生委員協議会、警察、消
防、ボランティア団体等と連携し、生活
支援が必要な方を対象とした緊急時訪問
受診支援体制を構築する

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

湯浅町、社会福祉協議会、消防、警察、民生児童委員協議会、ボランティア推進協議会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

情報共有が難しい

健康相談事業 健康診断・医療相談

概要

湯浅町、広川町、有田川町他の各行政関
係機関と連携し、生活困窮者等を対象に
施設内や公益施設等で無料健康相談を行
う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

安心安全ネットワーク活動 診　　療

生活困窮者等に対する支援活動 そ　の　他 そ　の　他

概要
ホームレス等の受診者を対象に、交通費
や日用品の援助、他施設への紹介などを
行う

概要
養護老人ホーム入所者他へのインフルエ
ンザワクチン無料接種を行う

151,980 接種料88,400円、医薬品費63,580円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

湯浅町

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

インフルエンザワクチン無料接種 そ　の　他 そ　の　他
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支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
14,898 14 96 90 15,098

施設名 境港総合病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 14,201 14,201

実施延日数 通年 従事者延数 14,201 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 90 90

実施延日数 16 従事者延数 28 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 357 357

実施延日数 32 従事者延数 104 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 14 14

実施延日数 2 従事者延数 11 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

市役所、保護観察所、保護司会、更生保護女性会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

病院全体としての取り組み

保護観察対象者が行う社会貢献活動の受入れ等支援事業 就労・社会参加支援

概要

保護観察所と連携し、保護観察中の刑余
者等が行う社会貢献活動について、施設
内を活動場所として提供し、活動の支援
も行う

概要
市民を対象にした健康講座の開催や、境
港市役所や地域の関係機関等のイベント
へ出向き、無料健康相談を実施する

123,999 時間外勤務手当

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

市役所、社会福祉協議会、障害者団体、水産振興協会、境港商工会議所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

マンパワー不足

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

市役所、消防署、医師協会、保護観察所、社会福祉協議会、民生児童委員協議会、障害者団体、水産振興
協会、福祉・介護施設、学校

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

無料健康相談・保健相談事業 健康診断・医療相談

生活困窮者支援のため、普及啓発事業 そ　の　他 そ　の　他

概要

市役所、境港市社会福祉協議会、警察
署、消防署、医師会、民生児童委員協議
会等と情報交換会等を行い、生活困窮者
支援のための無低事業を普及啓発し、連
携体制を構築する

15,034,908 10％未満減免15,034,908円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

市役所、社会福祉協議会、民生児童委員協議会、福祉・介護施設

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

減免実施率の低迷。10％未満の対象者は増加

鳥取県済生会

診療費等減免事業 診　　療

概要
関係機関と連携し、低所得者・刑余者・
福祉施設利用者、通院患者等を対象に診
療費の１０％基準に関わらず減免を行う
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施設名 介護老人保健施設はまかぜ

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 96 96

実施延日数 10 従事者延数 92 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 250 250

実施延日数 10 従事者延数 76 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 90 90

実施延日数 10 従事者延数 59 支出総額(円) （内訳）

概要
高齢者を介護されている方や介護に興味
を持っている地域住民を対象とした介護
教室を開催し、介護の理解を深める

170,786
賃借料50,000円、材料費37,690円、消耗品費
38,880円、保険料41,816円、通信費2,400円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特になし。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

境港市長寿社会課

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

市報等に広報しており、地域住民の参加数が増加している。施設内の１室で実施しているが、定員に達し
た時の対応で苦慮している。今後は別室に移転して定員数を増やし、対応する。

家庭介護教室 健康診断・医療相談

認知症カフェ／はまカフェ 就労・社会参加支援

概要

地域住民・医療職・介護職・認知症サ
ポーターなどの専門職と連携し、認知症
介護者の負担軽減や認知症についての正
しい知識や実態等情報を共有し、認知症
の人や家族を支え地域のつながりを深め
る

概要

一人親世帯等経済的な事情などにより家
庭で十分な食事がとれなくなった地域の
子どもを対象に食事を提供する。施設職
員やボランティアとコミュニケーション
をとりながら、食育や学習支援を通じて
子どもの心身の安定を図る

626,194
材料費185,436円、消耗品費29,696円、消耗器具
備品費327,430円、保険料83,632円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

境港市（福祉課・健康対策課・教育委員会）、境港市社会福祉協議会、境港市児童民生委員会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

児童扶養手当受給世帯を対象としているため、広報が困難であるため件数が減少。関係団体と連携して対
象者を市内児童クラブに広げたところ、利用者が急増。新規募集と定員のバランス確保が課題。

はまかぜこども食堂 就労・社会参加支援
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支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
404 40 444

施設名 江津総合病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 40 40

実施延日数 4 従事者延数 20 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

施設名 介護老人保健施設高砂ケアセンター

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 404 404

実施延日数 21 従事者延数 62 支出総額(円) （内訳）

施設名 特別養護老人ホーム白寿園

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

島根県保護観察所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

未実施理由：対象者が当園エリアで不在であったことから、受入れとならなかった。

概要

施設内で、認知症等の介護相談と健康機
器を使用した健康チェックを行う。ま
た、市の健康教室と連携し、各コミュニ
ティセンターで健康チェックを行う

1,826 事務消耗品費（コピー用紙他）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

江津市及び各自治会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

保護観察対象者が行う社会貢献活動 就労・社会参加支援

概要
保護観察所と連携し、保護観察対象者が
行う社会貢献活動を継続して受け入れ、
対象者の支援、援助の積極的推進を図る

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

H29年度は児童養護施設からの要請により“いのちの学習”を実施したが、H30年度に引き続きR1年度も要
請がなかったため実施できなかった。

認知症等の高齢者介護相談・健康相
談及び健康チェッ事業

健康診断・医療相談

いのちの学習 そ　の　他 研　　修

概要

児童養護施設を助産師が年１回訪問し、
児童、生徒に対して生命の尊厳について
学ぶことを目的とした『いのちの学習』
を実施する

484,060 健診料436,750円、交通費47,310円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

更生保護法人しらふじ

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

島根県済生会

島根更生保護会訪問健康診断 健康診断・医療相談

概要

刑務所出所者で、島根更生保護施設に入
居している寮生に対して、訪問健康診断
等を年４回実施し、健康増進・異常の早
期発見と退所後の生活促進の一端を担う

— 102 —



支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
43 889 31 62 101 2,186 3,312

施設名 岡山済生会総合病院、吉備病院、昭和町診療所

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 43 43

実施延日数 9 従事者延数 36 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 31 31

実施延日数 8 従事者延数 24 支出総額(円) （内訳）

施設名 岡山済生会総合病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 51 51

実施延日数 1 従事者延数 10 支出総額(円) （内訳）

概要
岡山ロータリークラブと連携し、外来セ
ンター併設の健診センターにて外国人を
対象に健診を行う

143,727 検査費用143,727円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

岡山旭川ロータリークラブ、岡山北西ロータリークラブ

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

岡山市保護観察所、更生保護施設古松園、更生保護施設美作自集会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

古松園が相談開始を18時からにしているが、相談予定の方が仕事帰りが遅くなり、相談者の人数が減少し
ている。美作自集会は遠方で時間がかかるため、回数を増やすことができない。

外国人への健診事業 健康診断・医療相談

更生保護施設健康相談事業 健康診断・医療相談

概要

岡山保護観察所、更生保護施設（古松
園、美作自修会）と連携し、それぞれの
施設で刑余者を対象に健康相談を行う。
医療が必要な方には、病院・診療所で診
療を行う

52,218
人件費47,575円、ガソリン代2,993円、交通費
1,150円、材料費500円

96,502
人件費92,623円、ガソリン代579円、交通費2,300
円、材料費1,000円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

岡山市福祉援護課、岡山市保健所、NPO法人岡山・ホームレス支援きずな

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

H31年3月にNPO法人岡山・ホームレス支援きずなの活動拠点が移転した。そのため、当院から距離が遠く
なり、相談者が減少傾向にある。また、3月にはコロナウイルスの感染の問題で中止となった。

岡山県済生会

ホームレス健康相談事業 健康診断・医療相談

概要

岡山市、ＮＰＯ法人岡山・ホームレス支
援きずなと連携し、安楽亭・奏（きずな
の活動拠点）にてホームレスを対象に健
康相談を行う。医療が必要な方には、病
院・診療所で診療を行う
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 11 11

実施延日数 11 従事者延数 11 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 138 138

実施延日数 1 従事者延数 15 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 1,925 1,925

実施延日数 49 従事者延数 243 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 14 14

実施延日数 18 従事者延数 38 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 87 87

実施延日数 132 従事者延数 306 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

岡山市内各地域子供支援センター、各保健センター、子ども相談所、河田病院、精神科医療センター、訪
問看護ステーション、相談支援事業所等

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

行政機関の育児に対する考え方が医療従事者と異なるため、出産前に育児視線体制を組むようにしてい
る。

出産・育児支援事業 健康診断・医療相談

概要

生活困窮者等の出産・育児にリスクのあ
る要養育支援者に対して関係機関と連携
し、出産前から出産後の子育てサポート
体制を取り、社会的リスクのある妊婦を
受け入れ、支援を行う

概要
岡山県児童相談所、岡山市子ども相談所
から受診相談を受けた児童を対象に必要
な医療を提供する

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

岡山市内各地域子ども支援センター､各保健センター、子ども相談所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

行政機関の虐待のとらえ方が医療従事者と異なるため連携が難しいことがある。
行政機関は医療従事者の意見よりも、親子関係を重視する傾向がある。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

岡山市、笠岡市、玉野市、備前市

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

被虐待児への医療支援事業 診　　療

済生丸事業 診　　療

概要
医療に恵まれない瀬戸内海島嶼部へ診
療・検診のため巡回し、医療相談、健康
教室等も計画的に実施する

9,407,102
人件費8,652,085円、診療材料費465,663円、
その他289,354円

概要
奉還町商店街・外来センター併設の健診
センターと連携し、奉還町商店街にて一
般市民を対象に健康相談を行う

31,708 人件費31,708円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

岡山市奉還町商店街

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

近隣商店街のお祭りのため、なでしこプランとしての特色を出しにくい。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

岡山県国際交流協会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

電話による医療通訳サービスや翻訳機能付きタブレット導入により利用回数が減少している。

奉還町祭（夏祭り）での健康相談事業 健康診断・医療相談

外国人への医療通訳事業 そ　の　他 そ　の　他

概要
日本語が不自由な患者のために医療通訳
を行う

— 104 —



施設名 吉備病院、介護老人保健施設備中荘

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 123 123

実施延日数 1 従事者延数 7 支出総額(円) （内訳）

施設名 昭和町診療所

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 61 61

実施延日数 1 従事者延数 14 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

施設名 岡山済生会ライフケアセンター

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 828 828

実施延日数 19 従事者延数 251 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

岡山市高齢者福祉課、岡山市地域包括支援センター、南方地区連合町内会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

コミュニティーカフェ健康・福祉相談事業 就労・社会参加支援

概要

毎月２回開催しているコミュニティーカ
フェで健康・福祉相談を実施する。ま
た、岡山市地域型認知症カフェとして、
認知症サポーター養成講座も開催する

108,243
消耗品費18,885円､ 食糧費86,808円､保険料2,550
円

概要

岡山済生会フィットネス＆カルチャーク
ラブと連携し、無料低額診療およびなで
しこプランを広く周知するため、一般市
民を対象とした無料の健康相談を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

新型コロナ感染予防のため開催中止

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

養護老人ホーム「報恩積善会」

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

一般市民対象の無料健康相談事業 健康診断・医療相談

老人福祉施設の無料健診事業 健康診断・医療相談

概要
養護老人ホーム報恩積善会の入所者に対
して、健康診断を実施する

217,000
人件費154,000円、交通費2,000円、材料費61,000
円

概要
高松地区地域振興事業実行委員会と連携
し、高松城址公園にて、地域住民を対象
に健康相談を行う

40,700
出店料3,000円、昼食代等5,000円、血流測定器レ
ンタル料32,400円、交通費300円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

高松地区地域振興事業実行委員会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

地域のイベント（まほろば祭）での健康相談事業 健康診断・医療相談
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支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
21 92 85 99 1,894 2,191

施設名 支部（呉病院、広島病院、介護老人保健施設はまな荘、特別養護老人ホームたかね荘）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 61 61

実施延日数 8 従事者延数 16 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 21 21

実施延日数 1 従事者延数 18 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 1,893 1,893

実施延日数 42 従事者延数 233 支出総額(円) （内訳）

概要
県内島嶼部沿岸部の無医地区である19地
区の住民に対して、定期的に無料診療を
実施する

7,828,077
診療人件費7,073,035円、診療材料費474,801円、
その他経費380,241円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

呉市、三原市、尾道市とがん検診の契約を結んでいる。

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

社団法人広島県社会福祉士会、広島市社会福祉協議会、広島大学大学院医歯薬保健学研究院成人看護開発
教室

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

各団体の協力を得て健診後の受診に繋がっているが、病院へのアクセスや病院の科目の問題で受診に繋が
らないケースもある。

済生丸巡回診療事業 診　　療

県社会福祉士会主催ホームレス支援における健診事業 健康診断・医療相談

概要
県社会福祉士会などと連携・協力し、市
社会福祉センターにてホームレスを対象
に健康診断を行う

308,504
健診費用157,700円、人件費147,411円、材料費
3,393円

－ －

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

(福）広島厚生事業協会　府中みくまり病院

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特になし

広島県済生会

済生丸心の健康相談事業 健康診断・医療相談

概要

（福）広島厚生事業協会「府中みくまり
病院」精神科医師と精神保健福祉士と連
携し、済生丸巡回診療時に島在住の認知
症患者･家族を対象に講話・相談・指導
を行う
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施設名 広島病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 78 78

実施延日数 78 従事者延数 312 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 99 99

実施延日数 8 従事者延数 23 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 － 従事者延数 － 支出総額(円) （内訳）

施設名 呉病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 － 従事者延数 － 支出総額(円) （内訳）

概要
広島保護観察所、更生保護施設呉清明園
と連携し、施設内にて、入所者を対象に
就職時などの健康診断を無料で行う

－ －

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

更生保護施設　呉清明園、広島保護観察所、協力雇用主

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

毎年開催される連絡会議で広報するも、実施に就職し自立に至るケースが少なく健康診断実施に至らな
い。健康診断を必要としない職の就き方をしている。当施設の場合は発病・受傷時は無料低額診療で対
応。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

広島市の各福祉事務所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

診療依頼に対してスムーズに受診に繋げている。しかし受診希望する科が当院にない場合は対応困難。

更生保護施設健診事業 健康診断・医療相談

ホームレス等診療事業 診　　療

概要
広島市の各福祉事務所からのホームレス
に対する診療依頼に基づき診療を行う

－ －

概要
更生保護施設の入所者を対象に施設内で
健康診断と保健指導を行う。また、更生
保護施設入所者を対象に診療支援も行う

716,298
健診費用506,880円、人件費156,118円、材料費
7,100円、予防接種46,200円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

更生保護施設Wiｔｈ広島

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

病院へのアクセス問題や、本人・施設職員の受診の必要性に対する認識不足から、健診後の受診に繋がり
にくかったが、高齢者や精神障害者の入所受け入れが増加し入所後すぐに内服が必要な方も増えたため、
受診に繋がるケースが増えた。（インフルエンザ予防接種を含む。）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

広島県西部こども家庭センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

小児科医が常駐ではないため、夜間休日や入院の対応が困難

更生保護施設での健診事業・保健指導・診療支援事業 健康診断・医療相談

ＤＶ被害者診療事業 診　　療

概要
一時保護施設入所中のＤＶ被害者へ診療
を行う

50,560 診療費50,560円
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 14 14

実施延日数 14 従事者延数 70 支出総額(円) （内訳）

施設名 介護老人保健施設はまな荘

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 24 24

実施延日数 12 従事者延数 12 支出総額(円) （内訳）

施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 1 1

実施延日数 1 従事者延数 5 支出総額(円) （内訳）11,946 11,946円×1名

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

呉市生活福祉課自立支援室

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

自立支援室によると「支援対象者が就職に至らない事案が少ない」とのこと。対象者の体調不良や継続受
診の必要性で無料低額診療に繋がる事案が目立った。

第三次なでしこプラン（平成30年度から5ヵ年計画）事業計画後に実施した事業　（１事業）

呉市就労準備支援事業、自立相談支
援事業対象者の健診事業

健康診断・医療相談

概要
呉市就労準備支援事業、自立相談支援事
業の対象者が就職される際、健康診断を
無料で行う

呉病院（平成30年度～）

概要

坂町地域包括支援センター及び坂町保健
センターと連携し、施設利用を求める要
支援・要介護認定者を対象に家庭訪問を
行い、生活支援や必要な入所・通所サー
ビスの利用を優先的に提供する

－ －

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

坂町地域包括支援センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

訪問して情報提供はできるが、すぐのサービス利用には至らない。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

（福）呉慈愛会　婦人保護施設　シャロン・ハウス

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

保健指導は施設側と協議中だが、休日夜間の開催を希望されていて実施できていない。

高齢者在宅支援巡回訪問 健康診断・医療相談

婦人保護施設健診・保健指導事業 健康診断・医療相談

概要

婦人保護施設呉慈愛寮と連携し、施設内
にて、入所者を対象に健康診断・インフ
ルエンザ予防接種を無料で行い、当該施
設にて保健指導、健康教室を行う

131,720
11,318円×5人（4～9月健診）、11,946円×5人（10～3
月健診）、3,850円×4人（インフルエンザ）
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支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
2 14 3,547 2,684 113 108 6,468

施設名 山口総合病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 7 3 10

実施延日数 7 従事者延数 28 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 1 8 13 22

実施延日数 15 従事者延数 45 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 29 29

実施延日数 6 従事者延数 25 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 95 95

実施延日数 1 従事者延数 3 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

山口総合支援学校

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

計画値に達しなかった理由：開催先が少なかったため

各施設での講習会の実施 健康診断・医療相談

概要
総合支援学校、障害者施設等と連携し、
職員・利用者等を対象に感染予防や救命
救急の講習会、健康講座を行う

概要

市内の養護老人ホーム、軽費老人ホーム
の入居者に対し、下肢血管疾患及び頸動
脈エコー検診を行う。症状ありの方には
弾性ストッキングの無料配布、精査が必
要な方は当院へ受診してもらう

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

山口温泉ホーム

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

計画値に達しなかった理由：検診希望者が少なかったため

特記事項

連携している
団体・機関名

パーソナルサポートセンターやまぐち、男女共同参画相談センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

下肢血管疾患及び頸動脈エコー訪問検診 健康診断・医療相談

生活困窮者に対するインフルエンザ予防接種の無料実施 そ　の　他 そ　の　他

概要

保護観察所、更生保護会、県社協等と連
携し、更生保護施設または院内にて、入
所者・地域の生活困窮者を対象にインフ
ルエンザ予防接種を行う

81,220 予防接種費用

101,095 健診費用

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

パーソナルサポートセンターやまぐち、男女共同参画相談センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

計画値に達しなかった理由：健診希望者が少なかったため

山口県済生会

生活困窮者への健康診断・健康相談の実施 健康診断・医療相談

概要

更生保護施設、ハローワーク、パーソナ
ルサポートセンターやまぐち等と連携
し、就労活動中の生活困窮者を対象に就
職のための健康診断及び健康相談を行う
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 45 30 75

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 213 213

実施延日数 49 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

施設名 山口地域ケアセンター

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 3 10 14 6 33

実施延日数 33 従事者延数 40 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 94 94

実施延日数 94 従事者延数 232 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

更生保護会（ひまわり寮）、自立準備ホーム（なでしこ女子寮）、保護観察所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

内科系疾患に関わらず、精神疾患を抱えている入所者も多く、当院だけでは対応が難しい方も多くなり、
年々その背景も多様化している状況。

更生保護施設医療支援事業 診　　療

概要
更生保護施設と連携し、当該施設及び施
設内において更生保護施設入所者を対象
に診療等の医療支援を行う

419,830 ひまわり寮71件309,540円、準備ホーム23件110,290円

概要

生活困窮者への相談支援を行うパーソナ
ルサポートセンターやまぐちの利用者を
対象に、同センターにおいて健康相談を
実施する

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

山口圏域生活支援協議会と同様のネットワーク

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

対象者の増加や複雑化するニーズへの対応に備え、関係機関との連携により支援体制の強化が必要であ
る。

特記事項

連携している
団体・機関名

鳴滝園

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

生活支援協議会ネットワーク事業 健康診断・医療相談

就労サポート事業 就労・社会参加支援

概要

ハローワーク、パーソナルサポートセン
ターやまぐち、障害者施設等と連携し、
病院内の清掃、パンや作品の販売等、就
労の機会を提供する

概要
入院した生活困窮者を対象に、歯ブラシ
やティッシュ等の日常生活品を支給する

204,780

特記事項

連携している
団体・機関名

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

日常生活品の支給 そ　の　他 そ　の　他
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 736 736

実施延日数 92 従事者延数 132 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 11 11

実施延日数 11 従事者延数 17 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 2 2

実施延日数 1 従事者延数 3 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 1,732 1,732

実施延日数 通年 従事者延数 433 支出総額(円) （内訳）

概要

山口保護観察所と連携し、刑務所や少年
院等を出所した後、帰る家のない保護観
察対象者に宿泊場所、食事の提供、生活
指導を行いながら自立の支援を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

山口保護観察所、ハローワーク山口

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

観察所からの依頼がない場合は空室となるが、定員２名１室での生活空間であるため、生活の不一致や過
干渉等のトラブルが発生している。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

山口保護観察所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

年間通じて各施設での受入体制を整えているが、依頼がない場合は実施できない

自立準備ホーム 就労・社会参加支援

保護観察対象者の社会貢献活動受け入れ 就労・社会参加支援

概要
保護観察対象者による介護業務補助等の
ボランティア活動の受け入れを行う

概要

山口刑務所の理容師資格を有する受刑者
が、高齢者施設入所者等に理髪を実施す
る。受刑者の技術の維持・向上および実
社会での体験を通じた改善更生および社
会復帰支援を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

山口刑務所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

年間計画的に受け入れる体制が整っているが、インフルエンザ流行時期は中止している。防犯の視点から
受入は２施設に留まっている。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

山口刑務所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

勤務時間帯に講義を行うため、現場への負担を最小限にするため派遣人数が限られる。そのため受講希望
者が増加すると実技等での対応は困難である。

受刑者の社会貢献活動受け入れ 就労・社会参加支援

やまぐち再犯防止プロジェクト 就労・社会参加支援

概要

山口刑務所内にて受刑者を対象に行われ
る介護職員初任者研修への講師を派遣す
る。また、介護現場実習場所の提供や資
格取得後の就労支援をする

概要

職員、ＯＢ等で組織して、市、社協等と
連携しながら自然災害による被災地救
援、復興活動や、高齢者・外国人等の生
活支援を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

各市町社会福祉協議会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

元年度は山口県内で災害が発生しなかったため支援活動を行っていない

山口圏域ボランティアネット（ＳＹＶＮ） そ　の　他 そ　の　他
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施設名 山口総合病院、山口地域ケアセンター

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 2 3 44 55 26 130

実施延日数 12 従事者延数 177 支出総額(円) （内訳）

施設名 下関総合病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 9 9

実施延日数 9 従事者延数 27 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 25 25

実施延日数 22 従事者延数 101 支出総額(円) （内訳）

概要
美祢社会復帰促進センターと連携し、被
収容者を対象に施設内にて診療を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

美祢社会復帰促進センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

原則的には事前にセンターと情報共有の上、一般患者と重ならないよう診療時間を夕刻に設定している
が、病状によっては救急搬送されるケースあり。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

下関拘置所よりの診療依頼がなかったため。

美祢社会復帰促進センター医療支援事業 診　　療

拘置所入所者医療支援事業 診　　療

概要
下関拘置所と連携し、当該拘置所の入所
者を対象に施設内にて診療を行う

概要
障害福祉サービス事業所 安岡苑と連携
し、施設内にて当該施設利用者（女性）
を対象に婦人科検診を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

安岡苑

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

知的障害者であるため、検診の必要性の理解に乏しく、医師・看護師の労力を費やす。
計画値に達しなかった理由：安岡苑よりの検診依頼が少なかったため。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

山口更生保護会、山口保護観察所、山口刑務所、山口市社会課、山口市地域包括支援センター、山口県障
害支援課、山口市社会福祉協議会　等全１３機関

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

生活困窮者のニーズの多様化、複雑化する中、住居確保支援では、保証人なしでの契約はより困難な状況
となる事例もあり、引き続き関連機関へのはたらきかけや、連携の強化に向けた取り組みが必要である。

障害福祉サービス事業所 安岡苑 利用者婦人科検診事業 健康診断・医療相談

山口圏域生活支援協議会 そ　の　他 そ　の　他

概要

市、県、社協、保護観察所、刑務所、地
域生活定着支援センター等と協議会を開
き、地域の生活困窮者等の医療・福祉・
介護サービス等の支援内容について事例
検討を行い、情報の共有及び連携を図る
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 12 12

実施延日数 1 従事者延数 48 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 12 4 16

実施延日数 5 従事者延数 18 支出総額(円) （内訳）

施設名 下関総合病院、豊浦病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 2 2

実施延日数 1 従事者延数 3 支出総額(円) （内訳）

概要
更生保護施設と連携し、入所者を対象に
更生保護施設内にて、健康・福祉相談、
支援を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

更生保護法人たちばな会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

計画値に達しなかった理由：入所者の減少により、健康福祉相談会の開催回数が減少したため。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

ゆめシティ新下関

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

相談者の対象者が幅広く、経済困窮者からの相談は少ない。
計画値に達しなかった理由：周知を行ったが、相談者が少なかった。

更生保護施設入所者に対する健康・福祉相談事業 健康診断・医療相談

まちなか健康福祉相談会 健康診断・医療相談

概要
近隣のショッピングセンターにて、健康
福祉相談会を定期開催する

概要
保護観察所と連携し、保護観察対象者が
行う社会貢献活動を受け入れ、対象者の
支援に取り組む

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

保護観察所からの依頼がなく、未実施。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

更生保護法人たちばな会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

計画値に達しなかった理由：入所者の減少のため。

保護観察対象者が行う社会貢献活動受入事業 就労・社会参加支援

更生保護施設医療支援事業 そ　の　他 そ　の　他

概要
更生保護施設と連携し、入所者を対象に
当該施設内にてインフルエンザ予防接種
を行う

73,451 人件費、インフルエンザワクチン代
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施設名 下関総合病院、豊浦病院、特別養護老人ホーム貴船園、下関市豊浦地域ケアセンター

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 2 1 3

実施延日数 12 従事者延数 45 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 80 113 193

実施延日数 3 従事者延数 7 支出総額(円) （内訳）

施設名 豊浦病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

施設名 豊浦病院、下関市豊浦地域ケアセンター

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 10 10

実施延日数 3 従事者延数 11 支出総額(円) （内訳）

概要

町内のスーパーマーケットや地域の行事
に出向いて、高齢者等地域住民を対象と
した健康相談・介護相談コーナーを設置
する等、地域の実情に合わせた福祉相談
を開催する

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

行政

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

町内のイベントに「まちの保健室」として参加、その中で相談ブースを設けたが上記人数に留まった。
（まちの保健室には多数の訪問者あり）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

美祢社会復帰促進センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

5月に事務長、MSWがセンター訪問し、連携について協議を行ったが、診療依頼には繋がらなかった。

とようら健康福祉相談 健康診断・医療相談

美祢社会復帰促進センター医療支援事業 診　　療

概要
美祢社会復帰促進センターと連携し、治
療を要する被収容者に対し、院内で診療
を行う

概要
市内の養護老人ホーム・救護施設等の入
所者に対し、入所者のニーズに合わせた
健康教室・相談を開催する

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

養護老人ホーム、児童養護施設、総合支援学校

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特になし

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

下関市福祉政策課、地域生活定着支援センター、公共職業安定所、社会福祉協議会、更生保護法人たちば
な会、保護観察所、保護司会、フードバンク下関、なごみの里障害者就業・生活支援センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

生活困窮者に対する直接的な支援には至っていない。

福祉施設への健康教室 健康診断・医療相談

下関圏域生活支援協議会 そ　の　他 研　　修

概要

市、社会福祉協議会、保護観察所、保護
司会、公共職業安定所等と協議会を開催
し、地域の生活困窮者等に対する支援を
検討する

9,764 会議費
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施設名 下関市豊浦地域ケアセンター

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 2,716 2,716

実施延日数 ― 従事者延数 ― 支出総額(円) （内訳）

施設名 特別養護老人ホーム貴船園

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 51 51

実施延日数 51 従事者延数 ― 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 1 1

実施延日数 1 従事者延数 1 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

山口市中央地域包括支援センター、やすらぎ居宅介護支援事業所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

生活困窮者宅への訪問 そ　の　他 そ　の　他

概要
生活困窮者や一人暮らしの高齢者宅を訪
問し、生活状況の確認や環境整備・サー
ビス調整等を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

山口総合支援学校、山口南総合支援学校、山口大学教育学部附属特別支援学校、ステップあそかの園

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特別支援学校、障害者施設からの実習・見学の受け入れ 就労・社会参加支援

概要
特別支援学校や障害者施設と連携し、実
習の場の提供や見学の受け入れを積極的
に行い就労支援に貢献する

第三次なでしこプラン（平成30年度から5ヵ年計画）事業計画後に実施した事業　（４事業）

山口総合病院（令和元年度～）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

福祉生活ＳＯＳ事業等 就労・社会参加支援

概要

市内有志による社会福祉法人が連携し、
各事業者内に設立した相談窓口で、生活
に課題を抱える地域住民に一時入居支
援・食糧支援等の相談・支援を行う。ま
た、引き続き刑余者に対するホームヘル
パー訪問事業も継続して実施する

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

下関市社会福祉協議会他

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため「ふくし生活SOS出張相談会」中止となる。
刑余者については要望なし。

日用生活品費の減免事業 そ　の　他 そ　の　他

概要
入所利用者の内、住民税非課税対象者の
日用生活品費について減免を行う

58,160
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施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 26 26

実施延日数 1 従事者延数 2 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 222 222

実施延日数 5 従事者延数 10 支出総額(円) （内訳）

健康講話 健康診断・医療相談

概要
地域住民の高齢者等に対し、健康生活の
保持増進のため講話を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

高齢社会をよくする下関女性の会（ホーモイ）

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

下関総合病院（令和元年度～）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

下関市教育委員会生涯学習課

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

出前講座 健康診断・医療相談

概要
下関市と連携し、地域住民に対し、健
康・福祉に関するテーマにて出前講座を
行う
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支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
829 36 1,789 2,654

施設名 香川県済生会病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 1,671 1,671

実施延日数 38 従事者延数 202 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 596 116 712

実施延日数 21 従事者延数 32 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 17 36 2 55

実施延日数 9 従事者延数 16 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

更生保護施設　讃岐修斉会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

対象者がおらず、未実施。

更生保護施設健診事業 健康診断・医療相談

概要
保護観察所、更生保護施設と連携し、院
内にて入所者を対象に一般健診を行う

概要
市福祉事務所や市社協、各自治体と連携
し、関係各方面へ普及啓発活動と本事業
への協力依頼を行う

0円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

法テラス、高松大学、特養あじの里、特養はなぞの園　等

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

なし

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

高松市社会福祉協議会国分寺、男木コミュニティセンター、女木コミュニティセンター、みちしるべ　等

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

なし

関係機関に対する生活困窮者支援事業普及啓発活動 そ　の　他 広　　報

生活困窮者健康相談事業 健康診断・医療相談

概要

民生委員、市保健師、保健委員等と連携
し、公共施設にて生活困窮者を含む高齢
者及び地域住民を対象に健康相談教室及
び無料低額診療事業の周知広報活動及び
相談を行う

5,520 船代、駐車場代

8,613,356 人件費7,667,537円、材料費426,074円、経費519,745円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

高松市、観音寺市、三豊市、丸亀市、坂出市、直島町、多度津町、土庄町、小豆島町

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

なし

香川県済生会

済生丸による健診事業 健康診断・医療相談

概要

医療体制が不十分な瀬戸内海の離島の
人々へ健診(検診)を主体に巡回する
（岡山・広島・香川・愛媛の４県済生会
支部が持ち回り）
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 97 97

実施延日数 9 従事者延数 31 支出総額(円) （内訳）

施設名 特別養護老人ホームなでしこ香川

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 119 119

実施延日数 8 従事者延数 16 支出総額(円) （内訳）

概要
介護予防や健康に関すること、福祉制度
についての啓発活動を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

同じ利用者様が定期的に参加していただいているが、なかなか利用者様のすそ野が広がっていかない。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

高松市地域包括支援センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

事業を実施するための準備が不十分であった。今後は区画し、事業が展開できるようにしたい。

高齢者支援推進事業 健康診断・医療相談

コミュニティカフェ 就労・社会参加支援

概要

地域の高齢者や児童が気軽に集まり交流
ができる居場所を作り、利用者が抱えて
いる生活課題に気付き、適切な支援につ
なげる

概要
障害者施設と連携し、当該施設にて利用
者を対象に健康診断を行う

980,220円 診療費

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

地域活動支援センターわかたけ、多機能型事業所野の花

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

なし

障害者施設健診事業 健康診断・医療相談
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支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
3,557 291 4,979 8,827

施設名 松山病院、今治病院、西条病院、今治第二病院　他

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 1,912 1,912

実施延日数 26 従事者延数 350 支出総額(円) （内訳）

施設名 松山病院、今治病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 291 291

実施延日数 1 従事者延数 6 支出総額(円) （内訳）

施設名 松山病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

概要
松山市役所生活福祉課と連携し、松山市
内にて、ホームレスを対象に、健康診断
を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

松山市役所生活福祉課

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

当該期間において、市内にホームレスがいなかった。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

味生地区社会福祉協議会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

ホームレス健診事業 健康診断・医療相談

更生保護施設健診事業 健康診断・医療相談

概要
松山保護観察所と連携し、更生保護会雄
郡寮にて、入所者を対象に、健康診断を
行う

検査技師1名、看護師3名、事務6名

14,818,054 人件費8,764,414円、診療材料費895,226円、他経費5,158,414円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

宇和島市、八幡浜市、愛媛大学、今治市、上島町、松山市、大洲市、厚生連

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

愛媛県済生会

済生丸健診事業 健康診断・医療相談

概要

行政、地元保健師、厚生連等と連携し、
瀬戸内海及び宇和海の島嶼にて、受診機
会に不自由している島民を対象に、健康
診断、巡回診療を行う
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 2,529 2,529

実施延日数 290 従事者延数 2 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 291 291

実施延日数 1 従事者延数 6 支出総額(円) （内訳）

施設名 松山病院、ワークステーションなでしこ

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 3,170 3,170

実施延日数 221 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

施設名 介護老人保健施設にぎたつ苑

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

概要
松山保護観察所と連携し、にぎたつ苑に
て、保護観察対象者を対象に、社会貢献
活動を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

松山保護観察所により今年は該当者がいないため実施を見送るとの連絡あったため、令和元年度は実績な
し（未実施）。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

保護観察対象者社会貢献活動事業 就労・社会参加支援

働き場所提供 就労・社会参加支援

概要

ワークステーションなでしこ利用者を対
象に、医事課、売店にて、シュレッ
ダー・受付ファイル拭き等の売店業務の
提供を行う

概要
味生地区社会福祉協議会と連携し、味生
小学校にて、味生地区住民を対象に、健
康測定を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

味生地区社会福祉協議会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

検査技師1名、看護師3名、事務6名

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

従事者延数は実数。運転手1名、介護員1名。

地域フォーラムの無料健康相談事業 健康診断・医療相談

患者送迎事業 そ　の　他 そ　の　他

概要 透析患者を対象にバスでの送迎を行う
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施設名 今治病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 143 143

実施延日数 4 従事者延数 32 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 27 27

実施延日数 2 従事者延数 4 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 5 5

実施延日数 12 従事者延数 12 支出総額(円) （内訳）

施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 8 8

実施延日数 1 従事者延数 2 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

今治育成園

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

障害者施設リハビリ訪問事業 健康診断・医療相談

概要
市内の障害者施設と連携し、当該施設に
て、当該施設入所者を対象に、リハビリ
スタッフが訪問し支援行う

特記事項

連携している
団体・機関名

NPO法人愛媛がんサポートおれんじの会、社労士越智事務所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

相談希望者が少なく、周知方法など今後の課題となる。

今治第二病院

がん患者、家族への就労支援事業 就労・社会参加支援

概要
キャリアコンサルタントや社会保険労務
士と連携し、当院にて、がん患者と家族
を対象に、就労相談を行う

293,928 報酬267,288円、交通費26,640円 

概要

身体障害者通所授産施設（朝倉作業所）
と連携し、当院健診センターにて、身体
障害者を対象に、検尿、血液検査、心電
図、胸部Ｘ線等を行う

11,055 検査費8,127円、材料費2,928円

特記事項

連携している
団体・機関名

身体障害者通所授産施設朝倉作業所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している
団体・機関名

今治市朝倉支所、今治市菊間支所、今治商店街、地域活動支援センターときめき

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

障害者施設健康診断事業 健康診断・医療相談

健康相談事業 健康診断・医療相談

概要

行政や商店街と連携し、地域のイベント
会場や商店街にて、高齢者、障害者、及
び若年層を対象に、動脈硬化、貧血等の
測定と健康医療相談を行う
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施設名 西条病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 54 54

実施延日数 3 従事者延数 6 支出総額(円) （内訳）

施設名 西条病院、介護老人保健施設いしづち苑

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 12 12

実施延日数 1 従事者延数 4 支出総額(円) （内訳）

施設名 西条病院、介護老人保健施設いしづち苑、西条特別養護老人ホーム

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 35 35

実施延日数 8 従事者延数 24 支出総額(円) （内訳）

概要

西条・新居浜のハローワークと連携し、
西条・新居浜のハローワークにて、求職
者、相談来訪者を対象に、健康・医療相
談を行う

なし （人件費・車両経費以外費用はなし）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

ハローワーク新居浜、ハローワーク西条

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特になし。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

愛媛県立新居浜産業技術専門校

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

毎年の健康診断結果に基づく健康相談を実施した。今年度は2年に1回のBLS（AED）講習会はなく、健康相
談のみの開催だった。

求職者等対象健康相談事業 健康診断・医療相談

職業訓練生対象健康相談・ＢＬＳ講習会事業 健康診断・医療相談

概要

愛媛県立新居浜高等技術専門学校、西条
消防署と連携し、愛媛県立新居浜高等技
術専門学校にて、健康診断結果に基づく
健康相談を行う。また、訓練生・職員を
対象に、健康相談ＢＬＳ（ＡＥＤ）講習
会を行う

なし （人件費・車両経費以外費用はなし）

概要
地域公民館、老人会と連携し、山間部の
限界集落公民館にて、高齢者等を対象
に、健康教室を行う

なし （人件費・車両経費以外費用はなし）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

地域公民館、老人会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

今年度は限界集落地区1ヶ所で3回健康教室を実施した。3月19日に他の公民館で予定人数が30名で健康教
室を予定していたが、新型コロナウイルスの関係で3月初旬に公民館から中止依頼があり実施できなかっ
た。

無料健康教室事業 健康診断・医療相談

— 122 —



施設名 介護老人保健施設いしづち苑

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 33 33

実施延日数 3 従事者延数 3 支出総額(円) （内訳）

施設名 小田診療所

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 10 10

実施延日数 2 従事者延数 2 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 116 116

実施延日数 62 従事者延数 3 支出総額(円) （内訳）

施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 122 69 191

実施延日数 1 従事者延数 22 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

済生会フェアでの無料健康相談事業 健康診断・医療相談

概要

自院で開催する済生会フェアにて、地域
住民を対象に、内臓脂肪測定・お薬相
談・食事療法相談・糖尿病教室・医療費
緩・和相談など、健康相談・健康チェッ
クを無料で行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

今治病院（令和元年度～）

患者送迎事業 そ　の　他 そ　の　他

概要
行政、院外の各種団体と連携し、交通弱
者を対象に、無料で患者送迎を行う

40,668 ガソリン代40,668円

第三次なでしこプラン（平成30年度から5ヵ年計画）事業計画後に実施した事業　（１事業）

概要
行政、院外の各種団体と連携し、生活困
窮者を対象に、無料で予防接種を行う

10,000 予防接種10,000円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

公民館等

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

生活困窮者診療事業 そ　の　他 そ　の　他

高齢者世帯実態把握事業 就労・社会参加支援

概要

市、民生員と連携し、高齢者世帯（自宅
等）にて、独居世帯及び認知症者を対象
に、自宅等を訪問のうえ生活実態を把握
し行政機関及び地域住民と共に徘徊防
止、見守り等の適切な支援を行う

— 123 —



支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
151 30 1,921 310 6 651 3,069

施設名 福岡総合病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 60 60

実施延日数 16 従事者延数 52 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 20 20

実施延日数 1 従事者延数 13 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 75 75

実施延日数 6 従事者延数 48 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 71 119 190

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

576,656 人件費575,106円、駐車場代1,550円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

福岡市、福岡県社会福祉士会、巡回ふくおか、NPO法人美野島めぐみの家、都市造園（公園管理事務所）

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

訪問箇所延べ60件の健康相談を行った。ホームレス数が減少しており、関係機関と連携を図る必要があ
る。

福岡県済生会

ホームレス巡回健康相談 健康診断・医療相談

概要
福岡市・福岡県社会福祉士会・市社協・
ＮＰＯと連携し、市内ホームレスを対象
に巡回して健康相談を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

福岡市、福岡県社会福祉士会、巡回ふくおか、NPO法人美野島めぐみの家、都市造園（公園管理事務所）

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

毎年、予防接種希望者を募ることに難渋している。今後も関係機関、特にNPOとの連携を強化し実情の把
握に努める。

更生保護施設健康診断事業 健康診断・医療相談

ホームレスインフルエンザ予防接種事業 健康診断・医療相談

概要

福岡市・福岡県社会福祉士会・市社協・
ＮＰＯと連携し、市内ホームレスを対象
に公園でインフルエンザ予防接種および
健康相談を行う

90,109 ワクチン29,160円おにぎり4,488円お茶1,881円靴下3,240円注射器・注射針セット
210円衛生用品セット2,001円人件費47,244円公園使用料1,885円

概要
福岡保護観察所・福岡市内の更生保護施
設(３施設)と連携し、当該施設にて入所
者の無料集団健診を年３回行う

1,157,784 人件費409,284円、健診代748,500円(@9,980×75)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

福岡市、福岡保護観察所、福岡弥生寮、福正会、福岡梅香寮

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

対象者への無料低額診療事業にもつながっているが、仕事などの関係で健診に参加ができない入寮者がお
られる。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

福岡市、福岡市社会福祉協議会、NPO法人美野島めぐみの家、福岡県社会福祉士会、巡回ふくおか

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

院内作成のチラシ・ポスターを福岡市の保護課現任者研修やNPO法人でのイベント時等に積極的に配布し
ており、今のところ大きな問題はない。

健康相談事業の広報 そ　の　他 広　　報

概要

福岡市生活保護課・居宅介護支援事業と
連携し、市内低所得者へ広報誌掲載・窓
口などでのチラシ配布を行い、健康相談
事業の周知を図る

ホームレス巡回:71件、ケアマネージャー:96件、救急隊23件
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施設名 八幡総合病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 177 118 295

実施延日数 365 従事者延数 365 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 6 6

実施延日数 6 従事者延数 6 支出総額(円) （内訳）

施設名 介護老人保健施設済生会くれたけ荘

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 30 35 65

実施延日数 65 従事者延数 65 支出総額(円) （内訳）

施設名 大牟田病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 48 48

実施延日数 9 従事者延数 9 支出総額(円) （内訳）

地域住民への支援事業 診　　療

概要

行政機関（地域包括支援センター、市民
生活相談センター）、自立更生促進セン
ターと連携し、生活困窮の地域住民等に
援助や支援をする

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

北九州自立更生促進センター、湧金寮、北九州市役所、中間市役所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

北九州国際交流協会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

英語・中国語・韓国語以外の言語に対して通訳派遣の対応ができない。

なでしこプランに基づく支援事業 就労・社会参加支援

外国人ことばのカベ解消支援事業 そ　の　他 そ　の　他

概要
国際交流協会と連携し、医療提供に伴う
言葉の壁を解消する医療通訳派遣事業を
推進する

概要

済生会八幡総合病院、行政、各関係機関
からの紹介により、経済的・家族構成等
に問題があり、他施設では利用が困難で
あると思われる方を対象に入所を受け入
れ、病院からのリハビリの継続や在宅復
帰に向けた支援を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

社会福祉協議会、地域包括支援センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

家族の支援を受けられない案件が多く、退所後の生活の場が決まらない。入所期間が長期化する。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

大牟田市役所、大牟田市社会福祉協議会、みやま市社会福祉協議会、南関町社会福祉協議会、各地域包括
支援センター、居宅介護支援事業所　等

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

生活困窮者支援事業周知活動 そ　の　他 広　　報

概要
市社協、民生委員と連携し、民生委員等
を対象に生活困窮者支援事業等の周知を
行う
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 89 22 111

実施延日数 2 従事者延数 22 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 130 130

実施延日数 5 従事者延数 56 支出総額(円) （内訳）

施設名 介護老人保健施設大牟田ライフケア院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 1 1

実施延日数 1 従事者延数 1 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 40 40

実施延日数 2 従事者延数 3 支出総額(円) （内訳）

出張健康相談・無低周知事業 健康診断・医療相談

概要

市社協、民生委員、地域包括支援セン
ターと連携し、障害者就労支援セン
ター、社協サロンや公民館へ出向き、健
康、介護、栄養相談等を行うとともに無
料低額診療事業の周知を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

障害者支援施設恵愛園、障害者就労自立センターたんぽぽ

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

独居高齢者居宅の清掃活動 就労・社会参加支援

健康・栄養・生活相談事業 健康診断・医療相談

概要
看護週間の期間中、病院内において生活
困窮者を含む地域住民に対して健康相
談・栄養相談・生活相談等を行う

概要
大牟田市社会福祉法人公益活動協議会に
加盟し、独居高齢者の居宅の清掃など環
境整備を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

大牟田市社会福祉法人公益活動協議会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

地域包括支援センター、まちづくり協議会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

健康相談 健康診断・医療相談

概要

地域包括支援センターや当該地区のまち
づくり協議会と連携し、高齢者情報を入
手し公民館や地域支援センター等で健康
相談を実施する
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 132 132

実施延日数 7 従事者延数 13 支出総額(円) （内訳）

施設名 二日市医療センター（二日市病院）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 4 4

実施延日数 1 従事者延数 4 支出総額(円) （内訳）

施設名 二日市医療センター（二日市病院、特別養護老人ホームむさし苑）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 1,046 1,046

実施延日数 49 従事者延数 58 支出総額(円) （内訳）

施設名 飯塚嘉穂病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 7 7

実施延日数 2 従事者延数 4 支出総額(円) （内訳）

体力測定 健康診断・医療相談

概要
校区の社会福祉協議会と連携し、介護予
防教室の一環として高齢者の体力測定を
行い健康維持に努める

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

社会福祉協議会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

更生保護施設恵辰会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

行政等主催の高齢者・障がい者の集いにおける検診事業 健康診断・医療相談

更生保護施設、自立準備ホームへの医療支援事業 健康診断・医療相談

概要

更生保護施設恵辰会、自立準備ホームま
つしん等の入所者にしインフルエンザの
予防接種及び健康相談、受診・入院の受
け入れを行う

20,000 インフルエンザ予防注射代(@5,000×4)

概要
筑紫野市と連携を図り、地域の高齢者や
障がい者等に対する検診・健康相談・健
康体操・講話等を実施する

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

筑紫野市の通達（新型コロナウィルスの影響）により、R2年3月の実施を見合わせた。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

さくら園、すみれ園、筑豊園、グループホームさくら等

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

生活困窮者に対する支援窓口の充実 健康診断・医療相談

概要

施設嘱託医のいないケアハウスや有料老
人ホームを中心に施設訪問を行い、そこ
で暮らす生活困窮者の実態把握と問題の
掘り起しを行いつつ、無料低額診療事業
を活用した医療支援につなげる
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 16 16

実施延日数 5 従事者延数 32 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 571 571

実施延日数 20 従事者延数 223 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 54 54

実施延日数 38 従事者延数 5 支出総額(円) （内訳）

施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 198 198

実施延日数 43 従事者延数 61 支出総額(円) （内訳）

無料低額診療事業出張相談 健康診断・医療相談

概要

市町村の保健師等と共同し、来院できな
い方の「無料低額診療事業相談窓口」を
開設、アウトリーチ型支援の取り組みを
行う。来院相談が難しい方を対象とする
ことで、相談対象者の拡充を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

飯塚市、桂川町、嘉麻市

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

飯塚市の各自治会、桂川町の核自治会、桂川町役場、桂川町社会福祉協議会、穂波福祉センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

更生保護施設入所者医療支援事業 診　　療

訪問診療事業・健康相談 健康診断・医療相談

概要

行政区、公民館、福祉総合センター等と
連携し、公民館等にて高齢者・生活困窮
者を含む地域住民を対象に健康測定及び
医療相談、栄養相談等を行う

概要

福岡保護観察所と連携し、更生保護施設
宏済会入所者の健診の実施と急病人の受
け入れ、ＮＰＯ法人田川ふれあい義塾の
入所者の健診の実施とインフルエンザ予
防接種を行う

332,710
筑豊宏済会医療費減免257,910円、田川ふれあい
義塾インフルエンザ費用74,800円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

自治体（筑紫野、太宰府、大野城、春日、那珂川 、小郡、鳥栖、筑前町、基山町）、社会福祉協議会
（筑紫野、太宰府、大野城、春日、筑前町）、更生保護施設恵辰会、自立準備ホームまつしん・にこ

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

新型コロナウィルスの影響で、R2年3月実施予定であった研修会の開催及び訪問活動が中止となった。

第三次なでしこプラン（平成30年度から5ヵ年計画）事業計画後に実施した事業　（１事業）

無料低額診療事業・なでしこプラン
の広報活動

そ　の　他 広　　報

概要

近隣市町村、社会福祉協議会、民生委
員、自立準備ホームなどに対し無低事業
及びなでしこプランについて説明し、相
談券を配布する

二日市病院（平成30年度～）
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支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
3 1 736 29 20 24 22 835

施設名 唐津病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 3 1 5 8 17

実施延日数 17 従事者延数 17 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 23 23

実施延日数 4 従事者延数 12 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 3 3

実施延日数 1 従事者延数 2 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 20 20

実施延日数 3 従事者延数 7 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

唐津市生活保護課、唐津市生活自立支援センター、玄海町地域包括支援センター、玄海町社会福祉協議
会、佐賀県生活自立支援センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

佐賀県済生会

ホームレス等生活困窮者医療相談事業 健康診断・医療相談

概要

市社協、市、ハローワーク等と連携し、
佐賀県北部医療圏（離島も含む）におけ
るホームレス等生活困窮者を対象に、対
象者宅を訪問して医療相談を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

佐賀保護観察所、更生保護施設佐賀県恒産会、佐賀県地域定着支援センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

社会貢献活動協力事業 就労・社会参加支援

更生保護施設健康相談事業 健康診断・医療相談

概要

保護観察所、更生保護施設佐賀県恒産
会、地域生活定着支援センターと連携
し、更生保護施設にて当該施設の入所者
を対象に健康相談を行う

概要

保護観察所が実施する社会貢献活動（保
護観察対象者に地域社会の利益の増進に
寄与する社会的活動を行わせる）受入れ
等の協力を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

佐賀保護観察所、唐津地区保護司会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

財団法人佐賀県国際交流協会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

在留外国人に対する健康相談事業 健康診断・医療相談

概要
佐賀県国際交流協会と協働し、在留外国
人を対象として看護師・医療ソーシャル
ワーカーが健康相談を行う
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 16 16

実施延日数 2 従事者延数 4 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 1 従事者延数 1 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 3 3

実施延日数 1 従事者延数 5 支出総額(円) （内訳）

ＤＶ被害者に対する健康教育事業 健康診断・医療相談

概要

唐津市母子生活支援施設双光園入居者に
対し、看護師・医療ソーシャルワー
カー・コメディカル職員を派遣し、出張
健康教室を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

唐津市母子相談室、唐津市母子生活支援施設双光園

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

市内主要な公園を巡回したが、対象者不在であった

刑余者等の雇用受入事業 就労・社会参加支援

唐津市近郊の公園等巡回事業 健康診断・医療相談

概要
看護師・医療ソーシャルワーカーが、唐
津市近郊の公園を巡回しホームレスの実
情把握を行う

概要

麓刑務所、佐賀少年刑務所、佐賀保護観
察所等と連携し、センター内施設におい
て刑余者等の雇用の受入れ体制の整備を
行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

麓刑務所・佐賀保護観察所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

雇用受け入れに向け、刑務所内で行われる介護従事者現認者研修のフォローアップ研修を２日に渡り実施
予定であったが、今年度は新型コロナ感染症に流行に伴い中止となった。

3,927 お茶菓子・備品購入費　3,927円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

保護観察所、保護司、更生保護女性連盟

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特別養護老人ホームめずら荘、ケアハウスめずら荘

社会貢献活動協力事業 就労・社会参加支援

概要

保護観察所が実施する社会貢献活動（保
護観察対象者に地域社会の利益の増進に
寄与する社会的活動を行わせる）受入れ
等の協力を行う
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 140 140

実施延日数 4 従事者延数 26 支出総額(円) （内訳）

施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 99 22 121

実施延日数 3 従事者延数 20 支出総額(円) （内訳）

施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 366 366

実施延日数 366 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 6 6

実施延日数 1 従事者延数 2 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

駐在員、民生委員、福祉推進協議会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

介護老人保健施設まつら荘

障がい者・高齢者及び家族支援事業 就労・社会参加支援

概要

特別支援学校や地域（駐在員、民生委員
等）と連携し、障がい者や独居・認知症
高齢者や支える家族に対して、カフェ開
催やリフレッシュできる機会の提供を行
う

62,192 お茶菓子・備品購入費　62,192円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

唐津市消防本部、民生委員、駐在員

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

ケアハウス寿楽荘

まつら荘健康カフェ事業 就労・社会参加支援

概要

「まつら荘健康カフェ」と称し、生活困
窮者を含む高齢者や地域住民に対して、
年２回施設内、又は公営住宅の集会所等
を訪問し、健康に関する講座や座談会を
開催する

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

医療法人優なぎ会 森本病院

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

知的障害者等支援事業 健康診断・医療相談

寿楽荘生活困窮者支援事業 就労・社会参加支援

概要

病院・地域包括支援センター・福祉事務
所等の関係機関と連携し、生活に困窮す
る高齢者や障害（知的・精神等）のある
高齢者の入居受入れ、経済に困窮するケ
アハウス入居者に対する利用料（管理
費）の減免、またデイサービスや配食
サービスを活用した支援事業を行う

概要

特定非営利法人等と連携し、在宅の知的
障害者（児）と家族が集う事業所へ看護
師及び生活相談員等を派遣し、健康教室
を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

特定非営利活動法人 フレンドハウス

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 55 55

実施延日数 2 従事者延数 14 支出総額(円) （内訳）

施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 65 65

実施延日数 1 従事者延数 12 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

唐津病院、特別養護老人ホームめずら荘、介護老人保健施設まつら荘、ケアハウス寿楽荘、訪問看護
ステーションなでしこ

健康・福祉相談事業 健康診断・医療相談

概要
年２回「寿楽荘いきいき健康サロン」を
開催し、生活困窮者を含む高齢者や地域
住民を対象に健康・福祉相談等を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

唐津市、唐津市社会福祉協議会、唐津市すこやか健康ふれあいまつり実行委員

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

社協主催の集いにおける健康相談事業 健康診断・医療相談

概要

社協等と連携して、社協主催の「唐津市
すこやか健康ふれあい福祉まつり」に
て、生活困窮者を含む高齢者や地域住民
を対象に、健康相談及び無料低額診療事
業の周知広報を行う
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支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
52 1,881 69 9,355 103 11,460

施設名 済生会長崎病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 52 52

実施延日数 52 従事者延数 260 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 48 48

実施延日数 3 従事者延数 17 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 21 21

実施延日数 1 従事者延数 6 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 9,355 76 9,431

実施延日数 多数 従事者延数 多数 支出総額(円) （内訳）

31,899 診療費31,899円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

長崎県こども女性障害者支援センター、長崎県

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特に問題なし

長崎県済生会

ＤＶ・ネグレクト被害者等支援事業 診　　療

概要

長崎県こども女性障害者支援センター、
長崎県等と連携し、女性一時保護施設の
入所者、児童福祉施設の入所者を対象に
診療・健診・健康相談を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

更生保護施設雲仙虹、更生保護施設佐世保白雲

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特に問題なし

インフルエンザ訪問予防接種事業 そ　の　他 そ　の　他

更生保護施設診療・健診・相談事業 健康診断・医療相談

概要
保護観察所、更生保護施設と連携し、更
生保護施設入所者を対象に訪問健診、健
康相談を行う

484,500 健康診断費48,000円、交通費400円

概要
更生保護施設入所者、その他福祉施設の
入所者を対象に各施設においてインフル
エンザ予防接種を行う

31,500 インフルエンザワクチン費31,500円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

更生保護施設雲仙虹、更生保護施設佐世保白雲

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特に問題なし

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

長崎市生活福祉課、生活相談支援センター、長崎県・市社会福祉協議会、長崎県管下教育委員会、地域定
着生活支援センター、各地域包括支援センター、多機関型地域包括支援センター、地区ふれあいセン
ター、居宅介護支援事業所、長崎市内私立中学校

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特に問題なし

生活困窮者地域連携事業 健康診断・医療相談

概要

長崎市生活福祉課、生活相談支援セン
ター、長崎県・市社会福祉協議会、長崎
県管下教育委員会等を訪問する等して連
携をとり、なでしこプラン事業のＰＲ活
動を行い、地域の生活困窮者に対する受
診支援体制を構築する

32,000 リーフレット費約32,000円
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 778 778

実施延日数 24 従事者延数 24 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 960 960

実施延日数 24 従事者延数 24 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 143 143

実施延日数 2 従事者延数 19 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 27 27

実施延日数 27 従事者延数 27 支出総額(円) （内訳）

健康講座・相談会事業 健康診断・医療相談

概要
公民館等にて、長崎市が行う高齢者・生
活困窮者を含む市民対象の公開講座を利
用し、健康講座や健康相談会を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

長崎市、地域包括支援センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特に問題なし

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

地域包括支援センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

H29年9月より開催場所が変更となり、地域商店街から地域公民館での開催となっている

保健指導・健康相談事業 健康診断・医療相談

地域商店街でのミニ講話、相談事業 健康診断・医療相談

概要

当院近隣の地域包括支援センター、地域
の医療機関と連携し、高齢者・生活困窮
者を含む地域住民を対象に、地域商店街
でミニ講話、健康相談会を行う

概要

商業施設や公共の広場等において、ホー
ムレス、高齢者、生活困窮者を含む市民
に対して身体測定、血糖測定を実施し、
健康相談や保健指導を行う

2,347
風船（100個）1699円、風船用ﾘﾝｸﾞｽﾃｨｯｸ（100
個)648円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

上長崎ふれあいセンター、片淵地域包括支援センター、桜馬場地域包括支援センター、桜馬場町自治会等

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特に問題なし

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

長崎公共職業安定所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特に問題なし

長期療養者就労支援事業 就労・社会参加支援

概要
長崎公共職業安定所と連携し、就労支援
の窓口を院内に設け、長期療養者を対象
に就労相談・支援を行う
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施設名 特別養護老人ホームなでしこ荘

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

生計困難者レスキュー事業
（長崎県社会福祉法人経営者協議会社会貢献事業）

就労・社会参加支援

概要

年齢・性別・世帯状況等関係なく、生計
困難者に対し、総合生活相談・経済的援
助を行いながら心理的不安の軽減や、
市・社協等と連携し公的なサービス等へ
の橋渡しを行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

職員不足の為、実施できなかった。
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支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
5 10 12,920 1,535 5 446 22 14,943

施設名 熊本病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 5 10 30 50 5 100

実施延日数 240 従事者延数 1,900 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 1,640 1,640

実施延日数 28 従事者延数 86 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

NPO法人くまもと支援の会、グリーンコープ

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

昨年同様、熊本市の路上生活者が減少しており、NPO法人等の介入依頼がなかった。必要時の受診相談
は都度受けている。

熊本県済生会

ホームレス支援巡回診療 診　　療

概要

ＮＰＯ法人くまもと支援の会、グリー
ンコープ、更生保護施設と連携し、熊
本市近郊のホームレス及び刑余者を対
象に診療を行う

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

熊本県、熊本市、NPO法人くまもと支援の会、グリーンコープ、更生保護施設

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

熊本県、熊本市と協働し開催していたホームレス健診事業は2015年度で終了している。開催要望の有
無は今後も支援団体や行政に確認をしていく。

ホームレス生活支援物資の提供及び募金活動 就労・社会参加支援

ホームレス健診事業 健康診断・医療相談

概要

県、市、ＮＰＯ法人くまもと支援の会
と連携し、公的施設を活用し、シェル
ター利用者と近郊のホームレス及び刑
余者を対象に、健康診断を行う

概要

ＮＰＯ法人くまもと支援の会、グリー
ンコープ、更生保護施設と連携し、支
援の会事務所等にて生活支援物資（食
糧、衣類、日常生活用品）を配布、及
び施設内に募金箱を設置し、ホームレ
ス支援に活用する

79,619

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

NPO法人くまもと支援の会、グリーンコープ、熊本どんぐり、NPO法人でんでん虫の会、更生保護施
設、地域生活定着支援センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

衣類等の物資や災害備蓄食をNPO法人、自立準備ホーム、更生保護施設、定着センター等へお渡しし
た。募金については、コロナウィルス流行が終息した後に各団体へお渡しする予定。

特記事項

連携している
団体・機関名

高齢者施設、障がい者施設

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

2019年度を以てバス健診事業撤退のため他施設に出向いての健診事業が困難となる。済生会熊本福祉
センター就労継続支援B型利用者の健診は、済生会熊本病院患者相談支援室、看護部、予防医療セン
ターで連携し対応する。

障がい者・高齢者施設入所者巡回健診事業 健康診断・医療相談

概要

熊本市及びその周辺の障がい者施設や
高齢者施設と連携し、当該施設にて健
康診断（結核健診の場合は胸部Ｘ線撮
影）を行う

3,597,150
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 8,677 8,677

実施延日数 269 従事者延数 2,152 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

施設名 熊本病院、みすみ病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

施設名 みすみ病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 346 59 405

実施延日数 10 従事者延数 30 支出総額(円) （内訳）

障がい者支援働く機会の提供 就労・社会参加支援

概要

済生会熊本福祉センターを利用する障
害者を対象に、病院内の清掃・レスト
ラン・カフェテリアでの作業等、働く
機会を提供する

14,900,400

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

年度末（3/25）開催予定で計画調整していたが、コロナウィルス流行に伴う集合研修中止・延期のた
め、年度内の開催は断念した。

無料低額診療事業関係機関事務連絡協議会の開催 そ　の　他 研　　修

社会福祉事業研修会 そ　の　他 研　　修

概要
済生会熊本県支部職員を対象に社会福
祉法人の役割や福祉に関しての理解を
深める研修を開催する

概要

県内の無料低額診療事業を行う医療施
設及び行政機関と連携し、施設内にて
無料低額診療事業の事務連絡協議会を
開催し、情報交換を行う

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

天草ふれあいクリニック、イエズスの聖心病院、菊陽病院、協立クリニック、くすのきクリニック、
くわみず病院、平和クリニック、水俣協立病院、八代中央クリニック

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

年度末（3/27）開催予定で関係機関と計画調整していたが、コロナウィルス流行に伴う集合研修中
止・延期のため、年度内の開催は断念した。

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

実施施設（社会福祉法人 東庚会、ワークセンターみすみ）

福祉サービス利用者に対する予防接種一部減免事業 そ　の　他 そ　の　他

概要

近隣の障害者、高齢者、児童養護施設
等と連携し、当該施設にて、当該施設
の利用者を対象に、一部減免したイン
フルエンザ予防接種を行う

810,000 インフルエンザ予防接種費用減額（810,000円）
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 120 120

実施延日数 120 従事者延数 134 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 752 752

実施延日数 30 従事者延数 70 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 22 22

実施延日数 2 従事者延数 24 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 102 102

実施延日数 51 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

過疎地域の受診支援事業（自家用旅客輸送） そ　の　他 そ　の　他

概要
要介護かつ生活困窮状態で、家族の支
援が困難な患者を対象に通院移送を行
う

113,987 人件費（23,183円）＋ガソリン代（90,804円）

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

なし

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

宇城市社会福祉協議会、上天草市社会福祉協議会、宇城市地域包括支援センター、上天草市地域包括
支援センター、宇城市民生委員児童委員協議会、上天草市民生委員児童委員協議会、老人会、婦人
会、シルバーボランティア、中学校、特別養護老人ホーム

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

生活支援連携協議会 そ　の　他 研　　修

訪問健康相談事業 健康診断・医療相談

概要

社協、民生委員、老人会等と連携し、
地区の公民館等にて無医地区等の生活
困窮者を含む住民を対象に健康講座を
行い、希望者には健康相談も行う

205,680 人件費（205,680円）

概要

市、社協、民生委員協議会、地域包括
支援センターと連携し、施設内にて実
務担当者間での生活困窮者支援の情報
交換及び支援の協議を行う

9,200 会議費（9,200円）

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

宇城市役所、上天草市役所、宇城市地域包括支援センター、上天草市地域包括支援センター、宇城市
社会福祉協議会、上天草市社会福祉協議会、宇城市民生委員児童委員協議会、上天草市民生委員児童
委員協議会、宇城市生活自立支援センター、かみあまくさ生活相談支援センター、上天草市大矢野在
宅介護支援センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

院内にパンを販売する場所を提供している。

障がい者支援　働く機会の提供 就労・社会参加支援

概要
済生会熊本福祉センターを利用する障
がい者を対象に、パンの販売など、働
く機会を提供する
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施設名 熊本県地域生活定着支援センター

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 1,484 1,484

実施延日数 258 従事者延数 1,806 支出総額(円) （内訳）

施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 1 1

実施延日数 1 従事者延数 3 支出総額(円) （内訳）

施設名

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 1,253 1,253

実施延日数 68 従事者延数 84 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 387 387

実施延日数 10 従事者延数 20 支出総額(円) （内訳）

第三次なでしこプラン（平成30年度から5ヵ年計画）事業計画後に実施した事業　（３事業）

地域生活定着促進事業 就労・社会参加支援

概要

県、保護観察所、矯正施設他関係機関
と連携し、矯正施設を退所した高齢
者、障がい者で帰住予定地がない人を
対象にして福祉サービス等を利用でき
るように支援を行う

31,491,261 人件費、旅費、燃料費、賃借費、研修費

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

熊本観察所、各県地域生活定着支援センター、各矯正施設、更生保護施設、自立準備ホーム、地方自
治体、医療機関、福祉施設、相談支援事業所、検察庁、警察署など

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

矯正施設、拘禁施設からの釈放後の受け入れ先の確保、最終帰住先の確保。日中活動の確保。事業の
理解促進の啓発活動を行うが周知と理解は中々進まない。（今年度はモデル事業を行ったため対象者
数、事業費等が伸びた）

8,100 法定健診費（8,100円）

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)
事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

みすみ病院（令和元年度～）

刑余者出所時の無料健診事業 健康診断・医療相談

概要
熊本県地域生活定着支援センターと連
携し、刑務所からの出所者を対象に法
定健診を提供する

970,000 人件費、ガソリン代

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

（株）ローソン、（株）肥後銀行、宇城市

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

現時点では物品販売収益で仕入費、人件費等をまかなうことができていない。移動販売の拠点まで来
るのも大変な住民がいるため、よりニーズにあった販売場所と品揃えにする。

支部事務局（令和元年度～）

病院周辺地域への車両移動販売 就労・社会参加支援

概要

ローソン済生会みすみ病院店から、周
辺地域、学校、施設等で車両移動販売
を行い買い物支援を行う。一部地域で
は肥後銀行の移動店舗車に同行、みす
み病院の巡回診療に同行し住民の利便
性を高める

特記事項

連携している団体・
機関名(済生会以外)

日吉東校区社会福祉協議会、フードバンク熊本

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

子ども食堂支援 就労・社会参加支援

概要

熊本病院周辺校区社協が主催する子ど
も食堂へ、支部事務局の職員（熊本病
院内レストラン）が調理、食育等の支
援を行う

60,000 人件費
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支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
7,418 1,056 8,474

施設名 日田病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 41 41

実施延日数 21 従事者延数 22 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 2,816 2,816

実施延日数 266 従事者延数 436 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 255 255

実施延日数 2 従事者延数 16 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

大分国際交流プラザ

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

大分県国際交流プラザと連携し、県内在住外国人からの要請を受け、日程調整後赴くことになっている
が、今年度要請がなかった。

生活困窮者(県内在住外国人)医療相談事業 健康診断・医療相談

概要

県内在住外国人で生活に困窮している者
からの要請を受け、日程等の調整後、お
おいた国際交流プラザに医療相談員等を
派遣し、該当者の医療相談に応じる

概要

日田市健康保険課及び日田市社会福祉課
等の協力を得て、パトリア日田及び院内
待合ホールにて、生計困難者及び地域住
民を対象に健康相談を行う

支出なし

特記事項

連携している
団体・機関名

日田市健康保険課、日田市社会福祉課及び地元公民館

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

健康相談を受けやすい開催時期や場所の確保を今後検討の上、対象者の増加に努める。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

保護観察所，保護司会，更生保護女性会，協力雇用主，刑事施設，ハローワーク，年金事務所，地方自治体，医療機
関，障害者・高齢者に関係する事業所や団体，居住支援法人，不動産事業者，地域生活定着支援センター等

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

高齢や障害に該当しないが，何らかの配慮を要する入寮者の就労先や日中活動の場の確保。

健康相談事業 健康診断・医療相談

更生保護施設での福祉的支援事業 就労・社会参加支援

概要
更生保護施設あけぼの寮に当院から職員
２名を派遣し、入寮者に対して福祉サー
ビス等が利用できるよう支援を行う

4,078,400 派遣に伴う人件費負担額

658,644 診療費650,284円、高速バス運賃8,360円（1/30，2名分））

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

大分保護観察所，更生保護施設あけぼの寮

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

当院への移動に係る費用について，バスを利用した場合は，その一部を当院が負担しているが，利便性を考慮して主にあけぼの寮の
車輌を使用しているため，あけぼの寮の負担が大きい。今年度，あけぼの寮が負担した金額は，おおよそ「１４４，１００円」。各
種助成金の活用について検討したが，現在のところ，承認が得られる助成金はない。

大分県済生会

更生保護施設 健康診断・診療事業 健康診断・医療相談

概要
大分保護観察所、更生保護施設あけぼの
寮と連携し、当院にて、入寮者を対象に
就労目的の健康診断並びに診療を行う
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 4,377 4,377

実施延日数 244 従事者延数 1,464 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 184 184

実施延日数 90 従事者延数 86 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 801 801

実施延日数 16 従事者延数 48 支出総額(円) （内訳）

概要
なでしこプランの広報のため、ポケット
ティシュの製作と配布を行う

19,661 ポケットティシュの制作費

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

九重町民生児童委員協議会、日田地区「社会を明るくする運動」推進委員会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

各地区の民生委員児童委員協議会と連携し、広報活動を積極的に展開していく必要がある。

特記事項

連携している
団体・機関名

医療法人河村クリニック（河村クリニック），そのだ内科・外科クリニック，有限会社コスモス（金池薬局），医療法人ICC（大分
春日内科循環器・エコークリニック），株式会社ファンメディカル（ファン薬局春日店），医療法人明和会（佐藤病院）

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

上記した医療機関の利用は，派遣職員若しくはあけぼの寮職員が同行することを前提としており，これらの職員が対応できる月曜日
から金曜日の平日に限られる。よって，就労する入寮者においては，休暇を取得して利用しなければならない状況である。

普及啓発用品の製作及び配布事業 そ　の　他 広　　報

更生保護施設 入寮者の医療機関受診支援事業 診　　療

概要

更生保護施設あけぼの寮に当院から職員
２名を派遣し、入寮者の医療機関受診支
援と当該診療費の本人負担を免除し、当
院が代わって支払いを行う

333,130 診療費本人負担額

概要

大分保護観察所と協働し、矯正施設の入
所者で自立した生活を営むことが困難な
者を対象に退所後直ちに福祉サービス等
が利用できるように調整業務等を行う

40,456,424
人件費33,256千円、事業費625千円、事務費6,317
千円、減価償却費258千円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

大分保護観察所、大分県福祉保健企画課、各矯正施設、他県地域生活定着支援センター、弁護士等

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

矯正施設出所後の受け入れ先、日中活動の場、入院先医療機関の確保、事業内容の周知。
被疑者・被告人段階の支援に向けた検察庁、弁護士等との新たなシステムの確立。

地域生活定着支援事業 就労・社会参加支援
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支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
564 100 198 862

施設名 日向病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 564 198 762

実施延日数 285 従事者延数 1,241 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 98 98

実施延日数 11 従事者延数 40 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 2 2

実施延日数 1 従事者延数 14 支出総額(円) （内訳）

概要
保護観察対象者を受け入れ、当院敷地内
の清掃および車椅子の清掃作業等で社会
貢献活動を支援する

2400 当日の参加者飲料代

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

宮崎保護観察所、日向地区保護司会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

宮崎県北部に社会貢献活動受入の登録施設が当院あわせて３ヶ所あり。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

宮崎保護観察所、更生保護施設みやざき青雲

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

施設入所定員20名（平均入所者数15.2名）当日就労などの外出等により受診率は59％に留まった。地理的
に遠方のため診療支援につながらず。施設退所後の社会復帰された方（10名）の事業活用がみられた。

社会貢献活動の受け入れ 就労・社会参加支援

更生保護施設における健康相談 健康診断・医療相談

概要
保護観察所、更生保護施設みやざき青雲
と連携し、更生保護施設にて健康相談を
行う

48,600 ガソリン代、資料印刷代、スタッフ昼食費用

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

門川町地域包括支援センター、民児協、門川町役場福祉課・社会福祉協議会、宮崎県北部福祉こどもセン
ターおよび日向市社会福祉協議会（生活困窮者自立支援事業）、日向市役所保護係・高齢あんしん課・健
康管理課、等

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

連携機関からの相談および自宅への訪問相談も増加傾向。今後も事業継続における連携強化や周知活動を
図る必要あり。

宮崎県済生会

訪問健康相談 健康診断・医療相談

概要

行政、市町村社協、民生委員等と連携
し、医療機関の受診が困難な状況にある
人を対象に施設内又は対象者宅にて相談
支援及び療養指導を行う
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支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
5 263 2 656 2 276 1,204

施設名 鹿児島病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 442 442

実施延日数 366 従事者延数 227 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 5 5

実施延日数 4 従事者延数 17 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 49 49

実施延日数 40 従事者延数 151 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

276,585
外来診療費 266,704円、保健外保養 3,105円
健康診断料 6,776円

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

鹿児島県保護観察所・更生保護施設「草牟田療」

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

鹿児島県済生会

更生保護施設入寮者診療事業 診　　療

概要
保護観察所、更生保護施設草牟田寮と連
携し、入所者を対象に診療を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

鹿児島福祉事務所、ＮＰＯ法人かごしま支えあう会、鹿児島市役所障害福祉課

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

女性相談センター健康診断・診療事業 健康診断・医療相談

ホームレス生活者支援事業 診　　療

概要
ＮＰＯ法人かごしまホームレス生活者支
えあう会と連携し、ホームレスを対象に
診療を行う

23,640 外来診療費

概要
鹿児島県女性相談センターと連携し、Ｄ
Ｖ被害者や家族を対象に健康診断及び診
療を行う

84,537
外来診療費 84,537円､健康診断料(170,675円)について
は県予算内のうちは入金対応のため支出なし。

特記事項

連携している
団体・機関名

鹿児島県女性相談センター

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

依頼なし

聴覚障害者健康講座 健康診断・医療相談

概要
鹿児島県聴覚障害者協会他３団体主催の
学習会に参加し、聴覚障害者や関係者の
方を対象に健康講座を行う
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

施設名 川内病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 37 37

実施延日数 2 従事者延数 13 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 28 28

実施延日数 2 従事者延数 13 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 120 120

実施延日数 4 従事者延数 5 支出総額(円) （内訳）

ＤＶ被害者インフルエンザワクチン接種事業 そ　の　他 そ　の　他

概要
ＤＶ被害者収容施設と連携し、ＤＶ被害
者を対象にインフルエンザワクチン接種
を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

依頼なし

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

鹿児島県保護観察所・更生保護施設「草牟田療」

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

R2.3月に予定していた健康教室・健康相談は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。

更生保護施設訪問健康診断事業 健康診断・医療相談

更生保護施設訪問健康教室・健康相談事業 健康診断・医療相談

概要
保護観察所、更生保護施設草牟田寮と連
携し、当該施設内にて入所者を対象に訪
問健康相談及び健康教室を行う

24,720 人件費 20,000円、交通費 4,720円

概要
保護観察所、更生保護施設草牟田寮と連
携し、当該施設内にて入所者を対象に健
康診断を行う

257,777 健康診断料

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

鹿児島県保護観察所・更生保護施設「草牟田療」

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

R2.3月に予定していた健康診断は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

鹿児島県保護観察所・更生保護施設「草牟田療」

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

更生保護施設への生活物資支援 就労・社会参加支援

概要
保護観察所、更生保護施設草牟田寮と連
携し、当該施設の入所者へ食料品や日用
生活品・衣類等の物資の支援を行う

63,146 衣類 58,146円、食料品 5,000円
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事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 2 15 17

実施延日数 3 従事者延数 3 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 261 261

実施延日数 17 従事者延数 17 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

施設名 鹿児島病院、川内病院

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 29 29

実施延日数 9 従事者延数 33 支出総額(円) （内訳）

知的障害児通園施設訪問相談事業 健康診断・医療相談

概要

社会福祉協議会、知的障害児通園施設つ
くし園と連携し、施設利用者の保護者に
対して訪問相談を行うほか、施設職員に
対して教育・研修を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

薩摩川内市社会福祉協議会・知的障害者通園施設「つくし園」

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

薩摩川内市

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

へき地への医療支援事業 診　　療

離島診療所への支援 診　　療

概要
市と連携し、離島診療所の医師が不在時
に当院の医師を派遣し代診を行うなどの
支援を行う

概要
市や医師会と連携し、へき地へ医師を派
遣し、地区住民に対し診療など医療支援
を行う

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

薩摩川内市・川内市医師会

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

未実施：薩摩川内市の委託で､へき地への医療支援事業を行っていたが､委託がH30年度で終了したため。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

鹿児島県保護観察所・更生保護施設「草牟田療」

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

対象者：鹿児島病院 15名、川内病院 14名

更生保護施設インフルエンザ予防接種事業 そ　の　他 そ　の　他

概要
保護観察所、更生保護施設草牟田寮と連
携し、更生保護施設及び病院にて入所者
を対象にインフルエンザ予防接種を行う

109,400 予防接種料

— 145 —



施設名 鹿児島地域福祉センター

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 214 214

実施延日数 214 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 2 2

実施延日数 2 従事者延数 3 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数

実施延日数 24 従事者延数 24 支出総額(円) （内訳）

虐待等利用者救済事業 就労・社会参加支援

概要
虐待等支援困難なケースの入所者・利用
者を積極的に受け入れる

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

長寿あんしん相談センター、鹿児島西警察署、居宅介護支援事業所、鹿児島市保健所

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

医療機関及び自居宅介護支援事業所からの事例であった。

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

明和地区で実施しているシルバーハウジング事業において、｢出張相談所｣を年2回実施。事務所に日替わ
りで常駐している生活援助員を通して独居高齢者及び障碍者等の相談を募った。

福祉相談所における高齢者・相談者健康相談等事業 健康診断・医療相談

シルバーハウジングにおける高齢者・相談者健康相談等事業 就労・社会参加支援

概要

生活援助員派遣事業（シルバーハウジン
グ）を通して、独居高齢者、障害者等の
日常抱えている問題点の把握に努め支援
を行う

概要
福祉相談所において、高齢者及び障害者
の健康相談を継続して実施する

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

武岡調剤薬局

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

グループホーム武岡五丁目で隔週火曜日に｢福祉相談所｣、武岡地区の調剤薬局内で｢出張相談所｣を年2回
実施している。今年度は相談が無かった。
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支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

支部名
対象者延数

（合計）
15,555 15,555

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 12,555 12,555

実施延日数 37 従事者延数 37 支出総額(円) （内訳）

事業名 内容 （ ）

支援対象 ホームレス ＤＶ被害者
障害者
高齢者

刑余者等 外国人 母子児童 その他 計

対象者延数 3,000 3,000

実施延日数 従事者延数 支出総額(円) （内訳）

本　部

広報活動 そ　の　他 広　　報

概要
理事長が講演時に、本会として果たすべ
き役割の生活困窮者への援助の積極的推
進等、なでしこプランの広報を行う

224,400 クリアファイル製作費

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)

普及啓発用品の製作 そ　の　他 広　　報

概要

なでしこプランを広く広報するために、
広報グッズを製作し、ホームレス健診
時、各施設での相談事業時等に利用者に
配布する

特記事項

連携している団体・機
関名(済生会以外)

事業実施上の問題点等
(未実施の場合は理由)
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済生会理事長の炭谷でございます。本日は第 8 回の生
活困窮者問題シンポジウムに、休日にもかかわらずたく
さんの方にご参加いただきましてありがとうございます。

済生会は、生活困窮者問題に取り組んでいるところで
すが、全国的に見ましてもこの問題はなかなか解決しな
い、いや、解決しないどころかますます深刻化している
と思っております。

例えば、高齢者を見ますと、貧困な高齢者が都会の中
でぽつんと孤立している状態、住んでいらっしゃる住環
境もよくはない。そして、極端な場合は孤独死になって
しまう。このようなことが全国的に起こっている。

一方、若者はどうかなと見ると、最近のホームレス問題、
たしかに野宿している人は、この金沢でもたぶん姿を見
ることは少なくなったんじゃないかなと思います。しか

し、じっと目を凝らして見ると、実際は事実上のホーム
レスの人というのはむしろ増えているんですね。これは
何かといったら、野宿はしないけれども、ファーストフー
ド店やネットカフェなどで夜を過ごす。これは、東京都
の調査ではざっと見て 4,000 人と出ております。私はこの
数字はちょっと低いんじゃないかなと思います。けれど
も、仮に 4,000 人、東京都は 10 分の 1 ですから日本には
4 万人、このような人がいるわけです。この方々も、日本
の行政ではホームレスの扱いにしておりませんが、国際
的な標準からいえばホームレスであります。

一方、家庭に入れば児童虐待、深刻な問題が次々起こっ
ている。昔は児童虐待といえば、若いお母さん方が子育
てに困って、つい子どもを育児放棄してしまうとか、こ
ういう類が多かったんですが、いまは男性も虐待をする。

「人が人を支援するということ～当事者主体の支援を考える～」をテーマに「生活困窮者問題シンポジウム」が 11 月 16 日、
石川県文教会館ホールで開催され、福祉関係者ら約 300 人が参加しました。
基調講演の後、金沢市が取り組む市独自の医療費援助制度、地域包括支援センターの地域全体で生活困窮者を見守るネッ
トワークづくり、済生会金沢病院の現場から見た生活困窮者への支援、NPO法人の多重債務者支援や自立準備ホームの運
営、子どもたちの自立支援援助ホームの支援をそれぞれ紹介しました。
その後、これらを踏まえて登壇者でディスカッションをしました。
同シンポジウムは、2013 年 12 月に東京で第 1回を開催して以来、山形、大阪、新潟、栃木、愛知、山口に続いて今回が
8回目です。

開会挨拶
済生会理事長　炭谷　茂
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そして、極端な場合は相手を死なせてしまうというよう
な事例も起こっています。数え上げればきりがない。む
しろ、生活困窮に伴う問題は日本の社会の中ではどんど
ん深刻化している。私はそのように見ています。

この生活困窮者の問題、地域によって相当差があるこ
とは事実です。今日はこの石川県金沢市で開かれる、こ
の地域ならではの問題があろう、そして取り組んでいらっ
しゃるだろうと思っております。済生会、まさにこのよ
うな生活困窮者問題に取り組むことが、われわれの究極
的な最大の目的であると取り組んでおります。

ともすれば、先ほど申したような生活困窮者の問題は、
行政や他の団体はなかなか取り組もうとしない。済生会
はいわば社会の最終ラインに残って、他の団体が逃げて
もわれわれは逃げない。例えば、瀬戸内海にはまだまだ
無医村の島がたくさんあります。その島に対して、済生
会は済生丸という診療船を巡航しております。

以前は広島県、岡山県、香川県、愛媛県も診療船を
持って島々の診療にあたっていました。一つずつやめて
いきました。10 年前ぐらい、香川県が最後に残りました
けれども、これもやめてしまいました。われわれはやめ
ません。高齢者を中心として医療から取り残されている、
そのような人たちに対して、毎年 70 の島々を回って診療

を続けています。かつてはかんぽ、簡易保険の船もあり
ました。これもやめてしまいました。このような状況に
よって、ただ唯一、われわれ済生会だけが診療船を運航
しているわけです。

そのほか挙げれば、例えばこの石川県の済生会が大変
力を入れていただいている元受刑者の支援、これは全国
的に組織的で取り組んでいる団体は唯一われわれ済生会
だけです。元受刑者の方々はなかなか社会復帰できない、
社会の壁が厚い。これらの人に対して手厚い支援をして
いる。これはわれわれ済生会が全国的に行っている唯一
の団体です。今後ともこのようなことを続けてまいりた
いと思っております。

今日のテーマは「当事者主体の支援」ということに力
点を置いているということですので、どうか最後までお
聞きいただきまして、今後の皆様方の活動に生かしてい
ただければありがたいと思っております。今日はやや長
い時間ですがどうぞよろしくお願いいたします。どうも
ありがとうございます。
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座長を務めさせていただきます済生会金沢病院診療部
長の岸谷でございます。よろしくお願いいたします。そ
れでは、本日の基調講演の方のご紹介をさせていただき
ます。演者の方は和久井みちるさんです。和久井さんの
ご紹介は、後ほど講演の中で自己紹介されると思います
が、私から少し簡単にお話しさせていただきます。

和久井さんは、大学ご卒業後、障がい者・高齢者の介護・
支援にかかわるお仕事をされましたが、その後、自治体
の福祉事務所にお勤めになり、まさに生活困窮者の方々
を支援するお仕事をされていました。ところが、いろい

ろなご事情から、今度はお仕事を退職され、ご自身が生
活保護受給者にお立場を変えられました。その後、体の
ほうも回復され、現在はまた生活困窮者の方々の支援、
そして支援者の人たちのご相談に乗ったりということを
なさっております。

和久井さんはこういう経歴からして、生活困窮者の生
活保護受給者というお立場と、支援者というお立場と、
両方経験なさいました。そして、今回われわれのシンポ
ジウムを企画するにあたって、人が人を支援するという
こと、当事者主体の支援ということで企画したときに、
そういうふうに両方の立場をご経験された和久井さんの
話をぜひ聞きたいということで申し出をしましたところ、
快く金沢まで来ていただきました。

本日この会場に 250 人以上の方がお集まりだと思いま
すが、皆さん、いろいろなお立場、福祉や医療、行政、
教育、さまざまな人と接する、人を支援するようなお仕
事をなさっている方々が集まっていらっしゃいます。こ
の会場でいろいろな立場の方がいらっしゃいますが、ぜ
ひ和久井さんの話を聞いて、一緒に今後のいろいろな
課題を考える機会になればと思っております。それでは
和久井さん、よろしくお願いいたします。

座長挨拶
済生会金沢病院診療部長　岸谷　都 氏

基調講演

「当事者から見える支援」
～生活保護利用体験から生活困窮者支援について考える～

生活保護問題対策全国会議 幹事　　　　和久井 みちる 氏

皆さん、こんにちは。和久井みちると申します。私、
実は金沢は人生 2 回目です。初めてのときは、高校の修
学旅行です。輪島塗の見学、総持寺や兼六園に行ったり、
すごくいい思い出です。そのときに北陸金沢がすごく気
に入って、生きている間に絶対にもう一度金沢に行くぞ
と、友だちと誓っていました。今日、その生きているう
ちの 2 度目の金沢がここで実現いたしまして、大変うれ
しく思っています。

いまご紹介にあずかりましたように、私の紆余曲折あっ
たこれまでの生活の中から、「当事者から見える支援」と
いうことで、特に私が人の助けを必要とした当事者とし
ての自分に見えてきたものを少しお話ししたいと思いま
す。筋書きどおりの人生を歩むのが苦手なので、レジュ

メがあってもあちこち話が飛ぶかもしれませんが、どう
ぞお付き合いください。

まず、改めまして自己紹介をさせていただきます。私は、
母が言うには大変難産で生まれました。当時はまだエコー
がなかったので、予定日を過ぎてもなかなか産まれてこ
ないので、すごく重い障がいがあったり、中で死んでし
まっているのではないかという話がある中を、鉗子とい
う道具で引っ張り出されたのだと聞いています。胎児の
ころから世の中に不信感があって、そうおいそれと社会
になんか出るもんかと思っていたんだなと、あとから思
いました。父は公務員、母は専業主婦という、私たちの
年代ではそんなに珍しくない、いまでもそんなに珍しく
ないかもしれませんが、そういう家庭で育ちました。
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本が好きでしたが漫画も大好きで、少女漫画を読みあ
さっていました。でも、家で漫画を読んでいると、父が

「漫画ばかり読んで」と怒るので、見つからない場所とい
うことで木の上で読んでいました。人間は下を向いたり、
前を向いては歩きますが、上を向いて歩いている人はあ
まりいないので、木の上にいると父に見つからないとい
うことで、漫画とか、自分の時間を木の上で過ごすとい
う子ども時代でした。

大学入学時に上京して都会に出てきます。まだバブル
の時代でした。

そのあとは、先ほどご紹介いただきましたように、障
がい者施設、福祉事務所など、自分の中では同じベース
の仕事を選択して過ごしてきました。

自分ではごく普通に過ごしていたつもりです。そこそ
こ人並みの年齢のときに結婚し過ごしていたら、そこで
DV 被害に遭ってしまう。DV のことを話すとそれだけで
3 時間ぐらいかかるので割愛しますが、いわゆる身体暴力
のない DV です。一発殴られてあざでもできたら、こん
な人とはすぐ別れようと思えたと思うのですが、そうで
はなくて、この苦しさはなんだろうということに気がつ
くことが難しい。毎日の生活の中でじわじわと管理され
る、支配される、コントロールされるというタイプの DV
だったために、かれこれ 10 年近くそういう暮らしをして
いるの中でうつ病を発症しました。発症して初めて、自
分はいまとても苦しい中にいるのだということに気がつ
く。自分はいま苦しんでいて、苦しいからうつになって
いるということが、病気になって初めてわかるというこ
とでしょうか。

そのうつ病の治療をしている最中、離婚とか大きいこ
とを決めるなといいますが、うつの原因そのものが DV
なので、それはもう決別しなければ治らないという思い
があって、自分一人で離婚という決断をしました。その
ときにうつの状態もひどくて、すぐに一人で働いて生活
することができなかったので、生活保護を利用して生き
るという選択をしました。それから 3 年半弱、生活保護
を使いました。

レジュメの下のところに書いてありますが、決して「そ
んなつもり」で生きていたわけではありません。DV 被害
の女性の多くが、「何でそんな人と結婚したの？」とか「付
き合っているときわからなかったの？」と言われて傷つ
きます。相談に行った先々でそんな事を言われて傷つく
人がすごく多い。「あなたの見る目がないからだ」と言わ
れたりしますが、そんな人だとわかっていたら結婚しな
いです、誰も。わからないから結婚するし、わからない
ところに DV の複雑さがあるわけですが、そこは世の中
になかなかわかってもらいにくい。誰も「そんなつもり」

で生きているわけではないのです。パートナーに出会っ
て結婚しようと思ったときには、誰だってハッピーな気
持ちで「このまま私はこの人と幸せになるんだわ」と思っ
ています。高望みはしないけれど、普通に楽しい生活を
しようと思いその選択をします。だけど、結果はそうは
ならなかった。

誰が苦しいって、そうはならなかったことを受け入れ
なければいけない自分が一番苦しかった。だけど、そこ
はなかなかわかってもらえない。DV の相談をするとき
には、相談先で傷つくということが本当にたくさんあり
ました。いま言ったように、「あなたの人としての見る目
がないからだ」という言葉はとてもたくさん言われまし
たね。

私には、いま話した経過の中にも非常にいろいろな側
面の「当事者」がいます。例えば「女だから○○しろ」「女
のくせに」「見る目がない」「あなたが夫をちゃんとコン
トールできないからだ」といろいろなことを言われ、女
性であるということで傷つくこともたくさんありました。
また、私は女ばかりの姉妹で、実家が結構古いタイプです。
金沢の方はわかると思いますが、「だれがお墓を守ってい
くんだ」みたいな文化があるところで、そういう意味で
は自由のない苦しい思いをしました。また、現在はひと
り親ですが、シングルマザーということでのしんどさだっ
たり、いろいろなことがあります。

それから、レジュメの右側に「患者であること」と書
いてありますが、私、実は中学生の時に盲腸で入院して
以来、15 回ぐらい入院したことがあります。患者歴とい
いますか、患者力、患者慣れといいますか、患者として
病院の何を見るかというところには、お姑さんではない
ですが、病院のこういうところを見て「ここの病院はこ
うだ」と判断するような、みなさんに嫌われそうな患者
の側面も多分に持っています。

また、すごく助けられて、こういう医療関係者に出会っ
たことは幸せだったなと思うこともたくさんあります。
例えば、足の関節が悪く、長くリハビリをしていたので
すが、リハビリの先生には本当に助けられました。その
ように、自分の当事者性の側面ごとに自分を支えてくれ
た人に出会ってきました。

うつがひどくて家事などができなかった時、福祉サー
ビスを受けるためのパスポートだと思い精神保健福祉手
帳を申請して手帳を持っていた時期もありました。その
ときの私は、社会的に「精神障害者」でした。そして、
生活保護を利用しているときには生活保護利用者。私は

「受給者」とはあまり言いません。制度は能動的に活用す
るものだと思っているので、「利用者」という言葉を使い
ますが、生活保護の利用者だったということや、その他
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にもたぶん自分でも気がついていないような、いろいろ
な当事者性を自分の中に持っていると思っています。

そこで、これまでどのようなところに助けてもらった
かについてお話します。レジュメのタイトルを書くとき
に「関わってきた支援（先）」と書きましたが、支援者な
のか、支援団体なのか、個人なのか、区別の仕方がわか
らなくて、こんな書き方にしました。例えば DV のこと
であると女性相談、子どももいましたから児童相談所、
相手が執着心が強くストーカー気質のタイプだったので
警察にも相談しました。うつもあるから医師、離婚する
ために裁判をしたので法律家、手帳を持っていたときに
は障害福祉課、生活保護課、母子福祉課を一人で回り同
じ事情を全部に話していた。ここに挙がっているだけで
も七つ、八つあります。年度が変わって次の手続きに行
くと、担当者が人事異動でいなくなっていて、また一か
ら話すということも何度もありました。「また今年も話さ
なければだめなのか…何故、引き継いでくれないのか」
とずっと思いながら、いろいろな窓口を行ったり来たり
しました。

支援を受けた人の中には、例えばその時点で仕事をし
ていた職場の、一部理解のある人もいます。他に、私の
所属として書いてありますが、生活保護問題対策全国会
議といって生活保護の問題に関わり、困った人たちをサ
ポートしてくれるような団体の方とか、貧困・困窮の問
題にかかわっている方たちに出会う中で助けられてきま
した。支援者という呼び方はしないけれども、友だちも、
困ったときの私を支えてくれる支援者としての存在であ
りました。

ただ、人に助けてもらうには、ものすごくいろいろな
事務手続きが必要だったり、言いたくないのに自分をいっ
ぱい開示しなくてはいけなかったり、開示したのに傷つ
けられたり、そんなことがたくさんあって、自分が安心
して安全に暮らしていく基盤は、ここまでやらないと達
成できないのかと。一人の人が一緒に付いてくれたり、
私の代理でこの支援先の段取りを全部やってくれるよう
な人がいればいいですけど、いま日本の支援はそういう
ことはなかなかできていないので、何でも一人で行かな
くてはいけない。警察に行くのも自分、法律家のもとに
行くのも一人、ものすごくエネルギーがいる。「それだけ
の活動量って、普通に働いている人より、もしかしたら
よっぽどエネルギーが必要で大変なんじゃない？」と言
われたこともあります。うつで仕事はできないけれども、
違う意味で毎日役所に通っている、そういう生活をして
いたことがありました。

ここにお医者さんが支援者と書いてあります。私はう
つで 10 年弱ぐらいお薬を飲んでいました。その間、ずっ

と同じクリニックに通っていました。DV によって具合が
悪くなったのだと自分ではわかっていましたが、主治医
に「実は私の家庭には DV という事情があって、そのた
めに具合が悪い」と打ち明けるのに 7 年かかったんです。
7 年間、言えなかった。

何故かいうと、信用できないのではなく、お医者さんは、
そういう仕事の人じゃないと思っていたから。「眠れない」
と言ったら眠れるお薬は出してくれるし、「不安が強い」
と言えば安定するお薬を出してくれる。だけど、家庭に
DV があるということを、お医者さんに打ち明けても困る
だろうなと思ったり、打ち明けたことで何かが変わるこ
とってあるのかなとか、かえって傷つくことを言われた
ら嫌だなという気持ちがあった。7 年目に打ち明けたとき
には、「そんなことがあったなら大変だったね」と言って
くれましたけど、そう言ってくれるだろうと思えるまで
に、7 年かかったということです。本当に長い時間たくさ
んのところを回って、どうにか立ち上がる基盤をつくっ
てきました。

レジュメにロボットの絵がありますが、なぜロボット
かを説明します。

いま話したよう 1 個 1 個の問題について相談に行く先
がバラバラ、相談する人がバラバラ、施策がバラバラな
ので、私は「和久井みちる」という人間ですが、行く先々
で右手右足、両手両足バラバラにケアを受けるような感
じです。母子のところは母子、警察は警察、お医者さん
はお医者さん、障害福祉は障害福祉、トータルで「私」
という人間が困っていることに向き合ってくれる支援先
には全然たどり着けない。いつも部品ごとの修理で、そ
の部署に自分の部品を差し出して見てもらうということ
をやり続けている。

しんどい時期、何が一番大変だったかといったら、部
品ごと対応されることだったと思います。私という人間
を理解してくれる人に全然出会えない。顔を見てくれる
人がいないんです、事柄は見てくれているけれど。私が
どういう人間なのかということをわかってくれていた人
は、どんな人がいたかなと思い返すと、長くかかわって
くれていた弁護士さん、友だちはわかってくれていただ
ろうけれど。いわゆる相談窓口の人が、私という人間を
見てくれていただろうかと考えると、なかなかそこにた
どり着けない。「ああ、あそこの人はわかってくれた」と
思える窓口が残念ながらないのです。

窓口はいまもバラバラになっています。何かに困って
いる時に、ひとつしか困っていない人って本当はあまり
いないですよね。最初のご挨拶の中にもありましたが、
人はいろいろな側面で困りごとがあります。健康を害す
るとなったら、働けないからお金に困るとか、気持ちも
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不安定になる。家賃を払えなくなったら住まいも失うと
か、一つのことに困るとドミノ倒しのようにいろいろな
ことが起こってくる。しかし、一人の人、「この人」の悩
みというふうに窓口はまったくなっていない。

こっちの窓口は親切だけど、あっちで嫌な思いをする
ともうあっちには行かない。すると、嫌な人に会った窓
口の困った部分はちっとも解決しない、だから全体のバ
ランスがいつまでもよくならない、みたいなことがずっ
と繰り広げられる。私の周りにもたくさんそういう人が
います。だから、「私はロボットじゃないんだけどな…」と、
いろいろな窓口に行くたびに思っていました。

ここでお話をさせていただくことになったときに、資
料をつくりながら、嫌な思いをした経験を少し紹介しよ
うと思いましたが、それだけではよくないと思い、よかっ
たことも紹介しようと思ったんですね。レジュメの「傷
ついた支援」の次のページには、「よかった支援」があり
ますが、よかったことを思い出そうと思ったら、傷つい
たことの半分も思いつかなかったのです。私、すごくた
くさん傷ついて生きていたんだなと。これは「支援の窓
口に行って傷ついたこと」ですが、残念ながら嫌なこと
のほうがいっぱい浮かんできちゃう日々だったんだなと
思い返します。

どんなふうに傷ついてきたかを少し紐解くと、女性の
支援窓口もそうですが、生活保護の窓口でも同じように

「あなたの努力が足りない」と言う方はいます。さっき
言ったように、私は毎日あちこち役所の窓口で事情を説
明し、「そうじゃなくて、ああじゃなくて…」と話し、自
分で横のつなぎの役もしないと助けてもらえなかった状
況の中で、「本当に大変なんです。私、これ以上頑張れな
いというほど、お百度参りのように役所に相談に行って、
何とかしようと頑張っているんです」と訴えているのに、

「いやいや、あなたの努力が足りないんです」と言われて、
家に帰って玄関にへたり込んで泣いたことがあります。
いま思い出しても悔しかったですね。

あとつらいのは、「頑張っていない私（頑張れない私）」
を、頑張っている人と比べる。医療機関でも、「あなたと
同じ病気でも、リハビリを頑張って歩けるようになった
人がいるのよ」と言われて、ショボンとしている人を見
かけたことはありますが、人と比べられるということ。
いまの「私がどうか」ということじゃなくて、事柄とか
状態で、同じ状態の人で「できている人がいる」という
比較をされる。いまそれが「できない私」なんだという
ことは、どこかに忘れられちゃうということですね。

あと、病名で呼ぶというのがあります。これは残念な
がら、福祉現場で支援をしている人の中でも私はしょっ
ちゅう耳にするんですけど、「あの精神の人がね」という

台詞ですね。本当に暗澹たる気持ちになる。「精神の人」っ
て何ですか。体の具合が悪い人のことを「身体の人がね」
とは言わないですよね。「あの糖尿病の人がね」と、人格
を交えて病名で指したりはしないのに、どういうわけか
メンタルに病気を持っている人のことはまったく個別人
格を無視して、「あの精神の人はさあ」というのをあちこ
ちで聞くんですね。すごく嫌な気持ちになります。その「く
くり」やめませんかと。

精神的な側面で疾患を持っていても、それぞれ病名も
違うし、人が違えばどういう状態像なのかも違う。うつ
だって、寝たきりになっちゃうようなうつの人もいれば、
そろそろ仕事を始めようかというくらいの人もいる。そ
の人その人の背景や人柄、ステップがあって、その「あ
る状態」なのに、病名で人を呼ぶ。私が精神障害の手帳
を持っていると知っているはずの窓口の人が、向こう側
で「あの〇〇の人が…」と話していたり。そこに私という、
和久井みちるという存在はまったくない。それが傷つい
たことトップ 3 に入る記憶ですね。

あと、いまアセスメントというのが支援現場ではすご
く流行っていますが、あれも「設問項目が書いてあるか
ら順番に聞いています」みたいな、相手の顔も見ないで
シートを見て聞きます。聞かれているほうは、ものすご
く自分の気持ちの奧の言いたくないこと、家族とうまく
いっていないとか、そういうことも含めて話をしなけれ
ばいけないのに、粛々と顔も見ないで聞かれる。私も相
談の現場では気をつけようといつも思っています。

あとは、知っているのに「知らない」、わかっているけ
ど「わからない」と言ったりする。例えば DV ってどう
いうことか知らないのに、「わかっているから」と言って
アドバイスをしようとするなど、そういうことにすごく
振り回されます。わかると言ってくれたから、やってく
れると思ったのにできていないじゃん…。これは相談し
てくる人がうまくいかなかったというのではなくて、支
援しようとしている人が、そう振る舞うことで相談者が
傷ついたという事例です。

あと、自分がうつだったときに嫌だなと思ったのは、
もう頑張れると思っているときに、「まだ無理、まだ無理」
と言われることです。せめて「やってみれば」と言って
ほしい。「だめだったらまた休もう」と言ってくれれば、
自分も納得できますが、週 3 回の仕事ぐらいは頑張れそ
うだと思うのに、「まだ無理、まだ無理」と言われて半年
が過ぎるみたいなことです。じゃあ、どこで立ち上がれ
ばいいのかが自分でわからなくなる。やれると自分が思っ
たときにできない歯がゆさ。もちろんドクターやケース
ワーカーが見ている視点というのはきっとあるのでしょ
うが、「私が見てここがこうでこうだから、こうなるとマ
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イナスになっちゃうから少し様子を見ようね」という話
にはならなくて「まだ無理」とか、逆に無理だと思って
いるのに「行け行け」と言われたりというのが、自分の
うつの経験のときにはものすごくありました。波長が合
わないという感じです。

私がそういう経験があるということを知っている人た
ちの中では、同じような話をよく聞きますが、みんなな
かなかそこが言い出せない。今日は医療関係の方がいる
のであまりあざといことは言いにくいですが、お医者さ
んとか看護師さんに、患者のほうから「それは違う」と
か「それはおかしい」というのはすごく言いにくいです
よね。「この薬合わないんですけど替えてください」「こ
の薬を飲むと 3 日ぐらい寝ちゃう。強すぎてだめ」と思っ
ていても、合わないとか、やめたいと言うと、先生の判
断にけちをつけると思われて、ご機嫌を損ねてしまうの
ではないかという患者なりの大人の判断があって、黙っ
て薬をもらい飲まないとか、そういうことが周りにはた
くさんあります。何とかそこで打ち明け合うことができ
たらもっといいのにと思うことは実はよくあります。

それから、当事者には○○ができないという説。一番
よく言われるのは、「当事者は支援者にはなれません。無
理よ」というのがよくありますが、当事者である私とい
う測面からいえば、別に当事者じゃない人たちだって「支
援者は無理よ」というタイプの人はたくさんいる。だれ
がそのポジションに適任かとか、やる気持ちがあるかと
か、成長していける人なのかというのは、当事者か、当
事者じゃないかというところのくくりで決めるものでは
なくて、人としてどうという話だと思うんですが、なぜ
か「当事者には無理よ」という非常に大ざっぱな物言いで、
さっきの「精神の人」と一緒ぐらいのくくりで言われる
ことがあって、嫌だなと思うことがよくあります。人を「当
事者か、支援者か」ではなくて、どういう人なのかとい
うところで見て向き合ってもらえたらいいのかなと思い
ます。

憤った、傷ついた支援のことを振り返ったあとに、力
をもらった支援について考えたのですが、一生懸命考え
て 4 個しか出てきませんでした。実はもっとあるかもし
れないけれど、いまの話と反転した感じでいうと、私と
いう人のことをよく見てくれていた方ですね。例えば、
問題は全然解決していない、病気自体もよくなっていな
い、傷もまだ治っていないけど、「今日はいい表情してい
るね」「前より少し声に張りが出てきたね」「この前は元
気がなさそうだったからちょっと心配していたんだ」と
か、見ていてくれたんだなと思うときの声かけは、何か
が解決できたとか、支援策をいただくという直接的なこ
とよりも、むしろすごく元気をもらえた場面だったなと

思います。
あと、自分にストレスや負荷が非常に多いとき、相談

員の前でもうまく伝えられなくて、言葉が雑になったり
したときに、少し距離を置いて「いましんどい時期なん
だね」というぐらいの大きい気持ちで見ていてくださっ
て、こちらが「ちょっと失礼なことを言っちゃったかな」
というときにも、次に会ったときには全然普通にまった
く同じように接してくださったりする。そういうときは
とてもうれしい。

すごくひどいことを言ってしまった記憶もあります。
「何かあったらお話を聞きますよ」と声をかけてくれた人
に、「何の解決もできないくせに、話を聞く、聞くって、
聞くだけで解決にならないのに、気休めのように言うの
はやめてよ！」と。その方は怒って立ち去るでもなく、
悲しかったかもしれませんが特に何を言うでもなく、黙っ
ていました。でも、次に会ったときにはまったく普通に
接してくださった。悪かったなという思いとともに、う
れしかったのはいまでもすごく記憶に残っています。

あと、一緒に憤り、一緒に喜ぶというのがあります。
喜ぶというのは皆さんもわかりやすく、病気の回復とか
いろいろなことを一緒に喜んでいらっしゃったと思いま
すが、一緒に憤るというところがすごいミソで、一緒に
怒るとか、一緒に泣くとかではなく、「憤って」もらいた
いんですね。理不尽なことを言われたり、起こったり、
やり場のない気持ちを一緒に憤ってくれるというんです
かね。ある意味、お金をもらってきましたというより、さっ
きの私の表情を見るというのと一緒で、「そんなことが起
こったら、それはそういう気持ちになるよね」と、ピッ
と横に近づいてきてくれるような場面が私の記憶の中に
とても印象に残っています。

それと、対価や評価、代償を求めないというのがあり
ます。代償とは、わりと頑張っている支援者の方に多い
のですが、「私がこんなに頑張ってあげたのに、相談者が
それに応えない」みたいなときですね。お膳立てはいろ
いろしてみて、いろいろな準備をして待っていたのにい
きなり来なくなっちゃうとか、全部パーにするような出
来事。当事者からすると、その日、そのときに恐くなっ
てできなくなるとか、動けなくなるというのは実によく
あることなんですが、それを前提にしていないときに支
援者側が怒る、いらだつ。「ありがとう」と言わないとか。

そういう台詞を私も言いたくなることがないわけでは
ないです、支援の現場にいる側面の自分としては。だけど、
結局支援している自分の側がたぶん認めてほしいという
気持ちがあるから、それに応えてもらえなかったときに
怒るという気持ちなのだと思います。でも、当事者とし
てはそれをぶつけられると、非常にとまどいがあります。
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「できない自分、できなくなっちゃう自分だから、今、困っ
ているんだよ」という思いがある。そのしんどさみたい
なものは、支援を提供する側の方々にどうしたら通じる
のかなというのは、考えていた時期が長かったです。

もちろん、大人の対応というのもおかしいですけど、
距離の取り方とか気持ちの寄せ方が本当にナチュラルな
方もいるのですが、そうではなくて、感情的に怒られる
ということもなかったわけではない。当事者にとって、
対価を求める支援は全然支援にならないので、本当は支
援って何だろうねという、そこが本質のところにつなが
るのかもしれませんし、支援者という立場でも苦しいと
ころなのかもしれません。

レジュメの生活困窮者の支援を考えるというところで
す。私はいま生活保護ではないですが、別に生活が楽な
わけでもなくて、どっちといわれれば、限りなく困窮に
近いというか、困窮の中にいるといいますか、そういう
生活をしています。つまり、いつでもだれでもそうなり
うるということなんですね。私は DV になってうつにな
りましたが、DV に遭遇しなくてもうつになっちゃう人は
いるし、うつじゃなくても身体的な病気になっちゃう人
もいる。「結婚してうつになりました」というパターンで
はなくて、「結婚していない人が一人で働いていて、病気
になって働けなくなった」ら、それだっていきなり生活
困窮になるわけです。生活困窮者自立支援制度というの
が出来たことで、それがなかったときよりは少し困窮と
いう言葉が広がっているのかなという気はします。まだ
社会一般にポピュラーにはなっていないですけれども。

生活保護はどこか特別と思っている人が何となく多い
ですが、私自身がその前に福祉事務所に勤めていたとい
う経験があったがために、困ったときには生活保護を利
用していいんだと、割と素直に思えていた。だから、自
分が危機的な側面になったとき、「あっ、いま自分は生活
保護を頼ればやり直せる」と考え、生きていく手段の一
つとして生活保護を使うことができたので、あまりマイ
ナスなイメージはなかったんですね。

生活保護が嫌だと言う人にたまにお会いすると、よく
話すのは、足を骨折した人がギプスをして歩いているこ
とを笑う人はいないでしょう、ということです。ちゃん
と足を治すためにギプスは必要だよねと思うし、松葉杖
を使う、車いすに乗る、それはそのために必要なことだ
とみんな普通に思う。生活保護は、経済的に困窮したと
きにそれを外から支えていく経済的側面のギプスだと私
は思っています。ギブスだから、自分が経済的にもう一
度やり直せる時期が来たら外せばいいんです。その制度
は卒業すればいいのです。

卒業できなくて、その病気が治らない、足が治らない

んですという人が車いすを使って生活するのと一緒で、
ずっと生活保護が必要な人は必要だから使っていく。そ
れが当たり前の社会になってくれればいいなと思うので
すが、どうもいまは生活保護バッシング、ヘイトの書き
込みとか、いろいろある中で広がっていかない。ですから、
もう一歩外側からそこに近づいていく一つのアピールの
仕方として、生活困窮者支援ができたのかなと思います。

あと、生活困窮者の窓口は、例えば 65 歳以上が対象と
か、ここは 18 歳未満とか、障害者手帳のある人ですとか、
そういう仕切りがほとんどない窓口です。だから、いま
まである制度の中では一番縦割り率が少なくて、いろい
ろな事情のある人が窓口に行ける。最初に私がお話しし
たように、いろいろな窓口に一人で行かなければいけな
いときに、もしかしたらその窓口でワンストップになる
可能性はあるし、全部をコーディネートしてもらえる可
能性もあるかもしれません。

厚生労働省は「断らない支援、断らない窓口」と言っ
ていますが、支援する側としては、断らないで全部やる
のはすごく大変なことです。私はさっき自分が支援者の
支援に携わっていると言いましたが、パンドラの箱が開
いたような状態で、押し寄せてくる人たちに向き合うの
がどんなに大変かも、一方ではよく見ています。それで
も市民が、困ったらとりあえずここに行ってみればいい
らしいよ、と思える窓口が一つあることは、暮らしにとっ
てはプラスなのかなと思っているし、そうあってほしい
と思っています。

一つ、生活困窮者の自立支援の法律的な理念でいう
と、いままでの制度施策の中にはまったく書かれていな
かったですが、相談者の尊厳の確保、公平性が理念とし
てうたわれている制度です。これが支援に向き合う人の
中に第一義に掲げられたという意味では、そこはすごく
大きい。

生活保護制度には、それがないからすごく惨めな思い
をさせられる。ケースワーカーには、もちろんいい方も
いますが、管理的・主導的だったり、あるいはもっと高
圧的だったり、そういう対応になりがちです。しかし、
理念が第一義に来るということになると、そんな高圧的
な態度で尊厳の確保なんかできるわけがない。なので、
生活困窮の制度の理念が先行し、そしてもっと大きく広
がっていくことがもし実現できれば、困っている人に対
して高圧的に指導をするという社会から、本当に「支援」
をするんだよねという質的な変化が期待できるのではな
いかと思っています。

支援のつもりで指導をする、もっと言うとコントロー
ルする。「私の言ったとおりにやっていればあなたは間違
いがないのよ」とか、だれが主体なのかわからなくなる
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ようなカッコ付き「支援」というのが、実はいままでそ
こここに見え隠れして存在していた。相手を大切にする
ということは、そのことに気がついているごく一部の人
たちの中では、頭の中、あるいは胸の中にありました。
ただ、全体としてその人を支えていこうとしたときに、
10 人の支援者の中で 9 人が指導的・高圧的だったら、そ
の人はちっとも楽になっていかない。そういう局面がい
ままでたくさんあったと思います。だけど、これからは
そうではなくて、その人を大事にしなければいけない、
指導するのではなくて支援するんだよね、支えるんだよ
ね、応援するんだよという考え方が「面」として広がっ
ていったならば、部品のような扱いの支援というのが、
もう少し質的に厚みのある、優しいものになるのではな
いかと、いま思っています。

その制度をどのようにしていくのか、どう育てていく
のかは、市民である私たちの側にかかっていて、「それ、
おかしいよね。それじゃあ元気になれませんよ」と、支
援現場にいる人と、できれば当事者も一緒に声を出して、

「それだと元気にならないんです」と、もっとシンプルに、
素直に、お互い言い合えるようになったらいいと思って
います。

これからの支援に私が何を期待したいかですが、ずっ
と繰り返しお話ししてきました、例えば性別、年齢、職業、
肩書き、病名、いわゆる事柄とか属性、何に悩んでいる
人なのかということではなくて、その人、その方と対等
にこれからのことが考えられるというのが、私が期待し
たい支援かなと思っています。問題は多面的ではありま
すが、中心はその人なので、そこは絶対に外してほしく
ない、そこを見る目はきちんと持っていてほしいと、す
ごく強く思っています。

それから、何が満足か、どんなときがハッピーか、何
が成功なのかは、人それぞれに違っていると思うんです
ね。1 億円当たっても少ないと思う人もいるかもしれない
し、どんなに小さいことでも「今日はハッピー」と思う
人はいる。治療する方法がなかなかないという病気の方
は、その病気が判明した時点から命尽きる瞬間までずっ
と不幸なのかといったら、決してそうではないと思うし、
その日、その 1 日、その瞬間の中で心地よさだったり、
楽しさだったりというのもきっとあると思います。その
人がその前の瞬間よりも、もうちょっとハッピーだった
り、ハッピーな気持ちがもっと継続したり、そういうこ
とが大事なんだよねと。何かの支援策にはまらないから
だめとか、そういうことじゃないということも考えられ
たらと思っています。

今日、ここにお医者さんや看護師さんもいらっしゃる
と聞きましたが、お医者さんは病気にならないかといっ

たら、きっとそんなことはないでしょうし、看護師さん
は骨折しないのかといったら、そういうことでもない。
医療関係の方が患者になることだってもちろんあります。
私は福祉事務所で働いていたけれど、自分が生活保護の
利用者になったように、人は、いろいろな局面をいろい
ろな環境の中で生きている。自分だけは違うと思って差
別やバッシングが広まるという風潮を、少しみんなで考
えていくことはできないだろうかと思います。
「オギャーと産まれたときに人を差別する人はいない」

と、南アフリカの大統領だったネルソン・マンデラが言っ
ていたそうです。オギャーと産まれたときに「あの人嫌い」
とか、人を見下す態度で産まれてくる人はいないと思い
ます。だから、差別や偏見は後天的に生じるものだとい
うことなんです。差別的な考え方や間違った知識による
偏見に、生きている途中のどこかで遭遇している、それ
をそのまま信じてバッシングが生じる。じゃあ、何に触
れ合えば、そうならないだろうかを、私たちは一緒に考
えていかなければいけない。生活保護は恥ずかしくない
よとか、バッシングする人って本当に困った人だよね、
ということだけではなく、何でその人はバッシングする
んだろう、どうしてその人は恥ずかしいと思ってしまう
のだろうというところまで、できるだけ近づいて向き合
わない限りなかなか解消されないと思います。

今日ここに参加された皆さんの中にも、「生活保護の
人って本当にだらしないのよね。言ったことをやらない
し」と思った方がもしかしたらいるかもしれない。「そう
はいっても、私たちは本当に振り回されて日々大変な思
いをしている。こんなに頑張っているのに」と思ってい
る方も、もしかしたらいらっしゃるかもしれない。そう
思ってしまう自分はどこから生じているのかということ
を一緒に見つめ直すところに立ち返って、自分自身を見
つめる。私の中にだって知らないことや差別や偏見はも
ちろんあるかもしれません。でも、できるならそうじゃ
ない自分のほうがいいなと思います。知らなくて「恐い」
と思ってしまうものに出会ってしまったときに、どうし
て私はそれが恐いんだろうと。自分の偏見、弱さ、醜い
部分を受け止めていくのはすごくしんどい作業ですが、
今日出会った皆さんとは、ぜひこれからも一緒に考えあっ
ていけたらいいなと思っています。

お伝えしたかったことがうまく伝わったかどうかわか
りませんが、皆さんが普段とても努力なさって、ご苦労
なさっているということはわかりつつも、今日は私が当
事者として感じてきたことを少しお話しさせていただき
ました。これからも一緒に考えていけたらうれしく思い
ます。貴重な時間をありがとうございました。
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◆講演終了後
座長　和久井みちるさん、ありがとうございました。

率直にご自身の経験を飾らない言葉で語っていただきま
して、そこから見えてきた課題やこれからの支援者に期
待すること、われわれにとって非常にたくさんのヒント
をいただきました。本当にありがとうございました。ま
だまだお聞きしたいと思いますが、後ほど和久井さんは
シンポジウムにも登壇していただきますし、さらにいろ
いろ知りたい方は、和久井さんが 2012 年に発行されまし
た『生活保護とあたし』、「私」ではなく「あたし」とい
う飾らない言葉で書かれている本がありますので、ぜひ
そちらをお読みになればと思います。それでは最後に和
久井さんに盛大な拍手をお願いします。ありがとうござ
いました。

大学卒業後、障がい者・高齢者等の介護や支援に携わった
後、自治体の福祉事務所に勤務し、生活保護問題や路上生活
者支援等福祉現場を経験する。途中、ＤＶ被害によってうつ
病を発症して失職と離婚。３年余り生活保護制度を利用する
に至り、生活保護問題に当事者として関わりながら過ごす。
現在は回復し、相談・支援の現場で就労中。

著書に『生活保護とあたし』（あけび書房 2012）
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・コーディネーター 金沢大学人間社会学域地域創造学類　非常勤講師 馬渡　 徳子 氏
・シンポジスト 金沢市福祉局生活支援課　主査 三和　 直人 氏
 金沢市地域包括支援センターくらつき　管理者 池本　 明子 氏
 石川県済生会金沢病院　医療ソーシャルワーカー 北村 友香理 氏
 ＮＰＯ法人金沢あすなろ会　理事長 三井 美千子 氏
 ＮＰＯ法人シェきらり　理事 大谷　 幸代 氏

馬渡　皆様、こんにちは。ただいまご紹介いただきま
した馬渡と申します。これよりのお時間、今回のテーマ
である「人が人を支援するということ」、当事者主体の支
援を考えることについて、皆様とともに学び合っていき
たいと思います。

さて、改めて本日のシンポジストの方々、そして先ほ
ど座長の岸谷先生からもお話がありましたが、この会場
にお越しの参加の皆様方がどのような立ち位置でおられ
るのか、初めに確認をしておきましょう。

こちらのスライドは私の友人である寺本紀子さんが作
成されたものです。上位のところには専門機関による支
援、また公的機関による援助、そして公的機関より委託
をされ、指定をされた援助を行っている方々、そしてコ
ミュニティサービスを行っている方、そしてボランティ
ア、自助グループの方々、また、お互いさまの何気ない
助け合いを行っている方々や自費で購入する援助をされ
ている方々、そういう方々が今日、この会場にお集まり
だと思います。

今回のシンポジストは 5 名の方々に、それぞれのお立
場を代表する方としてお招きをさせていただきました。
それではこれより進行させていただきたいと思います。

それではシンポジストの皆様方を、お名前でまずご紹
介を申し上げます。金沢市福祉局生活支援課・主査の三
和直人様。金沢市地域包括支援センターくらつき・管理
者の池本明子様。石川県済生会金沢病院・医療ソーシャ
ルワーカーの北村友香理様。NPO 法人金沢あすなろ会・
理事長の三井美千子様。そして NPO 法人シェきらり・理
事の大谷幸代様。こちらの皆様をお招きしてお送りした
いと思います。

皆様のお手元にこちらの資料がございます。この 9 ペー
ジ以降にただいまよりご発表される方々のスライドが準
備をされております。ここで改めて皆様にお願いがあり
ます。照射されますスライドの撮影や複写、そして SNS
を通じての転載を固く禁止させていただきます。また、
登場される皆様方のお写真の撮影や、これを SNS で流さ
れることについても固く禁止させていただきますので、
どうぞよろしくご協力をお願いいたします。

後ほど　ディスカッションの時間に、シンポジスト同
士でのディスカッションのほかに皆様方からのご質問も
お受けする時間を設けたいと存じますので、よろしくご
協力をお願いいたします。

それでは三和直人様、どうぞよろしくお願いします。

第8回生活困窮者問題シンポジウム in Ishikawa
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挨拶
金沢大学人間社会学域地域創造学類 非常勤講師　馬渡　徳子 氏
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金沢市役所の三和直人と申します。
「生活保護行政からの生活困窮者支援について」と題し、

発表させていただきます。まずは私が勤める職場、生活
支援課の紹介です。生活支援課は 5 係体制で総勢 58 名の
職員が在籍しています。生活保護はもちろんですが、生
活困窮者自立支援制度に関する業務、それから市独自で
実施している法外援護を担当しております。また、ハロー
ワークの常設窓口が課に併設されているところが特徴的
です。

本題に入る前に、金沢市の生活保護の動向について触
れておきます。まず金沢市内の生活保護利用世帯数・人
員数の推移です。平成 20 年にリーマンショックがあり、
それに伴い雇用情勢が悪化し、生活保護の世帯、それか
ら人員数が急増しました。平成 21 年以降は緩やかな増加
傾向となっています。30 年度には 3,592 世帯、4,222 名の
方が生活保護を利用されています。

保護率の推移です。保護率とは人口に占める生活保護
利用者の比率です。人口 1,000 人当たりの比率、パーミル
で表示しています。国、県の比率に対し金沢市は 9.08‰
です。

生活保護の開始と廃止の理由別の割合です。開始理由
で一番多いのは「その他（預貯金の減少）」、次いで「世
帯主の傷病」、「稼働収入の減少」の順です。一方、廃止
理由で最も多いのは「死亡」、次いで「稼働収入の増加」、「他
法の活用」の順になっています。

これはどのような世帯が生活保護を利用しているのか
を表示したデータです。65 歳以上の方のみで構成される
高齢者世帯が半数を超えています。次いで障がい者世帯、
傷病者世帯の順になっています。いずれにも該当しない、

いわゆる稼働年齢層を含むその他世帯の割合が近年、増
加傾向にあります。生活保護を利用している世帯のうち 9
割は稼働者がいない世帯となっております。

次に生活保護制度の概要について簡単に説明します。
まずは制度の目的です。ご存じのとおり憲法第 25 条の生
存権を実現するために制定されたものが、この生活保護
法です。生活に困窮する国民に対して最低限度の生活を
保障するだけでなく、その方々の自立の助長を図ること
を目的としています。

この生活保護法には制度を運用するにあたって遵守し
なければならない四つの原理が明記されています。1 条か
ら 3 条までは国が守るべき事項、4 条は国民側に要請され
ているものです。ちなみに原理とは例外を許さないこと
であって、あとで説明する原則より上位に立つものを指
しています。

法の第 4 条は特に重要なので、もう少し詳しく見てい
きたいと思います。条文には「要件」と「優先」の二つ
の言葉が出てきます。要件は保護を受けるために必ずし

「生活保護行政からの生活困窮者支援について」
三和氏
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てもらうこと、優先はその名とおり優先すべきことです。
要件とニュアンスが異なって、必須ではないところがみ
そです。

つまり、土地、家屋、田畑、自動車などの資産、それ
から稼働能力、生命保険の解約返戻金、生活福祉資金な
ど現金化できる資産は現金化してまずは生活に充てる、
働ける能力のある方は働いてもらうことが保護を受ける
ための必須条件、つまり要件になってきます。

一方で扶養義務者の扶養は優先です。扶養義務者の扶
養が受けられないか、得られないか、まずは考えてみて
くださいというレベルです。ここで扶養義務者に相談し
てからでないと保護の申請はできませんなどというのは
誤りで、申請権の侵害に当たります。また、他法と呼ば
れる各福祉法や制度は優先して活用してくださいという
ルールがありまして、これを他法優先の原理と呼んでい
ます。

続いて制度を具体的に実施する場合の四つの原則につ
いては、いずれも大切な原則ですが、時間の都合上、資
料をご参照ください。

保護の種類は、その内容によって 8 種類の扶助に分け
られています。

どのように生活保護が決定されるのか。その判断基準
は全国共通で、「保護は、厚生労働大臣の定める基準によっ
て最低生活費を計算し、これとその者の収入を比較して、
収入だけでは最低生活費に満たないときに、はじめて行
われる」。最低生活費というのは国が定めた 1 カ月生活
するのに最低限必要な額のことで、所在地や年齢、世帯
の数によって金額が決まっています。この最低生活費よ
り収入が下回っていれば生活保護を利用することができ
ます。

生活保護業務の一般的な枠組みを図示したものです。
ご参照ください。

さて、私たちケースワーカーですが、具体的にどんな
業務を行うのでしょうか。法律では硬い表現がされてい
ますが、端的に言いますと保護費の支給事務や相談を通
じて自立に向けた支援を展開する行政職員のことです。
ここで言う自立には就労による経済的自立だけではなく
て、自立した日常生活を送る日常生活自立、それから社
会とのつながりを回復、維持する社会生活自立、この三
つの自立を含めて指します。

1 対 1 の個別のかかわりが多いことからケースワーカー
と呼ばれていますが、利用者の生活課題が近年、複雑、
多様化する中で、他機関との協働、それから社会環境に
働きかけることも多くなっていまして、ソーシャルワー
カーの視点が求められています。また、近年は社会福祉
士などの国家資格保有者が増加していて、金沢市でも全

体の約 3 分の 1 が有資格者を占めています。ケースワー
カーの担当数は国が標準数として目安を示していて、市
では 1 人上限 80 世帯となっています。

ここで「CW の二面性」と書きました。生活保護制度
の目的、先ほどのとおり最低生活の保障と自立の助長で
す。この両者をセットで提供するのが生活保護の特徴で
すし、最大のメリットでもあると考えています。しかし、
生活保護は本来国が行う事務で、それを自治体が代行し
ている法定受託事務というものになっています。ゆえに
ケースワーカーは扶助費の削減といった国の政策遂行の
担い手とならざるをえない一方で、利用者の人格を尊重
し、自己決定や受容を基盤としたケースワークを担うと
いう根本的に相反する役割を担っています。このあたり
がケースワーカーの難しさ、あるいはジレンマでもある
かなと思っています。

ここからは就労支援について紹介します。稼働年齢層
の利用者に対して就労支援を実施しています。利用者の
能力、意欲、就労阻害要因の有無についてアセスメント
したうえで適切な事業につないでいます。あせりや自己
否定、保護から排除される不安や恐れをモチベーション
にするのではなく、自尊心や自己肯定感を大切にした支
援展開が重要だと考えています。つまり、失敗しても繰
り返せる、無理をしない、時間をかけた支援が大切だと
考えています。

対象者のアセスメントの結果、職業紹介で早期に就労
が可能と判断される方には一番下のハローワークと連携
したチーム支援を行います。一方、就労に向けて一定の
支援が必要な場合には就労支援員とタッグを組み就労支
援事業を、就労に向けた準備が当面必要な方には就労準
備支援事業への参加を促しています。

過去 3 年分の就労支援の実績です。ご参照ください。
ここからは生活保護法と並んで重要な施策である生活

困窮者自立支援制度について説明します。1990 年代後半
から正社員が削減されてきて非正規雇用が拡大していき
ました。非正規雇用の時給ではフルタイムで働いてもワー
キングプアの状態からなかなか抜け出せません。そうし
た中、一気に非正規労働者の職を奪い、生活困窮者に追
い込んだのがリーマンショックです。雇い止め、派遣切
りで失業者は半年の間に 100 万人も増加したと言われて
います。多くの失業者が雇用保険の対象から漏れ、生活
の危機に直面しました。そこで国は社会保険である第 1
のセーフティネットと最後のセーフティネットである生
活保護の間に第 2 のセーフティネットとして、この自立
支援法を創設しました。

この自立支援法には自治体で必ず実施しなければなら
ない必須事業として自立相談支援事業と住居確保給付金

— 163 —

第 8 回生活困窮者問題シンポジウム in Ishikawa



があります。自立相談支援事業では生活と就労に関する
ワンストップ型の相談を行っていまして、金沢市の社会
福祉協議会に事業の委託を行っております。住居確保給
付金は離職によって住居を喪失するおそれのある方に対
し、家賃費用を 3 カ月間支給しております。一定の条件
を満たせば最大 9 カ月間まで延長が可能です。さらに任
意事業として金沢市では就労準備支援事業と学習支援事
業を実施し、事業の委託をしています。

学習支援事業について少し詳しく述べます。現在、子
どもの 7 人に 1 人が貧困状態にあると言われています。
また大学進学率も一般世帯の 7 割に対して生活保護利用
世帯は 3 割と著しく低くなっています。そして高校の中
退率ですが、一般世帯と比べて生活保護利用世帯は約 3
倍高くなっています。この親の代から子の代への貧困の
連鎖を防止するために、学習支援それから居場所の役割
を担っています。

過去 3 年分の登録者数です。ご参照ください。
金沢市独自の困窮者支援として触れておきたいのが、

この法外援護です。法外援護とは国の法律にない制度を
自治体が独自に実施している事業を言います。その中で
最も活用されているのが療養援護です。療養援護とは医
療費について高額療養費の自己負担限度額までを金沢市
で助成する制度です。金沢市に住所があり、医療費に困
窮しているが生活保護を受けるに至らない世帯、具体的
には収入が生活保護基準の 1.2 倍未満の世帯を対象として
います。援護期間は 1 年度につき 3 カ月までとなってお
ります。

利用実績については、またご参照ください。
《事例部分は掲載不可のため削除》
最後に、私自身が利用者支援を行ううえで大切にして

いることを何点かお伝えします。まず、常に研鑽に努め、
確信をもって業務にあたること。これは生活保護手帳の
冒頭に出てくる言葉で、個人的に好きな言葉です。生活
保護は法改正がしばしば行われますし、厚労省から通知
が頻繁に出されます。現場のケースワーカー自身が最新
の知識を持つこと、そして相談、援助技術の研鑽を行い
続けること、これが結果としてケースワーカーの自信に
つながっていくと考えています。

二つ目に、現場の前例踏襲に惑わされない。前例踏襲
を完全否定したいわけではないのですが、ケースワーク
に前例踏襲は必要ないかなと考えています。例えば「前
任者がしていないから私もしない」「前任者がこの費用を
出していなかったから私も出さない」ではだめなんです
ね。そのあたり、自立助長に必要な支援は遠回りに見え
るかもしれないけど、事務手続きの代行、受診の同行と
いった支援等、私は積極的にしていますし、保護手帳上、

認定が可能なものについては保護費で出させないかとい
うところを上司と確認し合って、所内で協議するように
しています。公務員ですからもちろん法律を捻じ曲げる
ことはできませんが、私たちケースワーカーは制度の枠
を内側から押し広げることはできるのではないかと思っ
ています。

三つ目、このあたりは和久井さんのお話とも少し重な
ります。ケースワーカーは法律に基づき指導を行うこと
ができます。でも、それを脅し文句とか常套句として使
わないように意識しています。指導より支援で、利用者
が本来持っていた力を引き出す、なかなか難しいのです
がそうしたかかわりが重要ではないかと考えています。

四つ目です。福祉事務所は大変ストレスフルな職場で
す。だからこそ新採職員や異動してきたケースワーカー
が支援に困難を感じたとき、私は率先して同行し、面接
や訪問をするようにしています。複数対応することで暴
力的な場面の危機を乗り越えたこともありますし、利用
者の真のニーズに気づいて支援が一歩前進することも
多々あります。

駆け足になってしまいましたが、以上で私の発表を終
わります。ご清聴ありがとうございました。

馬渡　三和様、ありがとうございました。セルフヘル
プグループにつながった当事者の方から公的機関につな
がれた支援者として、その後、どのような法律に基づい
て支援を行ってきたのか、具体的な事例を基にご紹介を
いただきました。また、公務員としてこの仕事に従事す
るうえでのケースワーカーの二面性についてのジレンマ
等についてもお話をいただけたかなと思います。

続きまして、金沢市地域包括支援センターくらつき、
管理者の池本明子様にお話をいただきたいと思います。

金沢市地域包括支援センターくらつきの池本です。今
日はよろしくお願いいたします。

地域包括支援センターは 65 歳以上の高齢者や介護をし
ているご家族を対象に、介護、医療、福祉における総合
の相談の窓口となっております。金沢市においては人口
45 万人のうち 65 歳以上の高齢者が 12 万弱おります。高
齢化率は 26.4％、4 人に 1 人高齢者がいる状況となって
おります。また、金沢市においては高齢者七、八千人を
目安に中学校区に一つ、地域包括支援センターが置かれ、

「地域で出会う生活困窮の実際と
その支援について」

池本氏
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市内に 19 カ所あります。地域の身近な相談窓口として平
成 18 年に設置されてから、もう 13 年を迎えますが、よ
うやく地域に存在を知られてきたところかと存じます。

この包括支援センターに寄せられる相談内容として、
生活、介護、介護保険、認知症にかかわる問題が多いの
ですが、ここ最近は経済に関する、いわゆる生活困窮に
かかわる問題が多くなっております。お金がなく生活が
立ち行かない、食べるものが買えない、究極、命にかか
わるさまざまな問題でもあります。さらに他人に相談し
にくい内容であるため、ことが大きくなるまで発覚せず
に対応が遅れる問題でもあります。今日は、普段、地域
包括支援センターがどのようにそれらにかかわっている
かを少しご紹介できたらと思います。

私たちは本人、ご家族以外にさまざまな関係の方から
ご連絡、通報、相談を受け付けております。例えば介護
認定を受けている方の場合はケアマネージャーから「サー
ビス事業所の利用料金が引き落としできない」「滞納料金
があります」という相談があったり、かかりつけ医から
は「最近、受診に来ていない。どうしているのか」、また
病院の相談員から「入院中に支払いのことで困っている
ので相談したい」など、そして地域の民生委員さんから
も「最近、あまり顔を見かけない」「何だか少しやせてい
るようだ」など、さらに包括の職員が訪問に行った際、

「行ったら、すごいゴミ屋敷状態になっていたよ」といっ
たことを電話や来所、訪問というかたちで相談を受け付
けております。

私たちは相談を受けると、まず実態把握訪問といって、
いまの状態を知るためにその方の家を訪問します。そこ
でまず本人にお会いして、お体の健康面において問題が
ないかを確認します。お金がなく食べることもままなら
ない方も多く、低栄養であったり脱水の危険がないか、
また薬が中断されている場合も多く、高血圧の方や心臓
病、糖尿病などの持病がある場合、特に体に異常を来し
ていないかなど、相談を受け付けたとき本人の健康状態
という情報があれば医療職が同行する場合もあります。

次に生活の状態についてお部屋の中の状況も少し見ま
す。食料品はもとより、電気、ガス、水道などのライフ
ラインが止まっていないかの確認もします。お体や環境
面でのだいたいの内容が把握できましたら、金銭の状況
についても少しお話を伺っていきます。本人にとっても
話しにくいプライベートな内容でもありますので、一度
にはお聞きせずに、タイミングを見ながら少しずつお金
の収支について把握を行います。それからご家族やご親
戚との行き来であったり、ご近所との付き合いはどうか
など、またその方の交流関係や頼れる人が身近にいるか
どうかなどを少しお聞きするようにしております。

一度にすべてのことを伺うのではなく、何度か訪問を
重ねます。近隣の方々やほかの機関からも情報を得なが
ら、現在の困窮に至るまでの要因を整理していきます。
生活困窮の要因として、もともと年金額が少ない方や無
年金の方、認知症などによってお金の管理が困難になっ
た方、また浪費癖がある方、同居家族が本人の年金を使
う経済的虐待など、本質的に変えることができない根本
的な問題が存在しているのか、また、だれかがお金を管
理すれば何とかできる問題なのかなど、包括の職員の中
でもいろいろケースの検討を行います。

そして関係者の機関とも、個別的にかかわる問題にお
ける地域ケア会議を開催します。そこで集めた情報など
から、今日、生活困窮に至るまでの経過を振り返り、現
在のお金の収支を確認します。そして今後の具体的な生
活支援の内容を検討し、経済面での問題を関係機関に相
談、つなぐ機関や地域での見守りネットワークの活用な
どを検討していきます。

また、地域ケア会議では地域からの参加者の情報で、
いままでわからなかった親戚や家族の連絡先がわかり、
見守りや支援の協力者が見つかることもあります。そし
てケースのモニタリングを重ねながら地域ケア会議を再
び開催することもあります。また、経済面では世帯分離
や生活保護の申請を行うなど、例えば独居で家族支援が
得られない方の場合は包括の職員がその手続きに同行し
たりします。

さらに持病があり治療が必要な方には無料低額診療が
受けられる医療機関に相談するなど、また本人の認知機
能の低下などによりお金の管理が困難な場合は、成年後
見制度の活用や市社協の日常生活自立支援事業を活用す
るなど、返済計画やお金の出し入れの支援、自立サポー
ト事業における就労支援をお願いするなど、ほかの機関
と相談調整を図ります。

そして身近な支援としては、ご近所における見守りの
目や、声かけなどが本人にとってはとても安心感が得ら
れるもので、近所ならではのつながりとして本人の心強
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い支えとなっております。例えばお近くで本人の様子を
見に行ってくれたり、また食料品、おかずなどを提供し
てくれたりする方もいらっしゃいます。

次に地域での見守りネットワークの例図をご覧くださ
い。本人が生活するうえで、さまざまな人がかかわって
います。かかわる人が多いほど情報量も増えます。例えば、
いつも自宅を行き来している郵便や新聞配達人、借家で
あれば家主や不動産会社、牛乳や乳酸飲料の配達人、配
食弁当業者、地域での見守り関係者である民生委員、町
会、住民などインフォーマルな方々のかかわり、また警
察や消防、市役所職員などのフォーマル関係者とのかか
わりなど、普段からの地域におけるかかわりが大切になっ
てきます。その方にとってはそれほど身近な存在ではあ
りませんが、生活していくうえでかかわりのあるメンバー
が見守りに大きな役割を果たします。

しかしながら、当然、みんなが住んでいる地域にこの
ようなネットワークができているとは限りません。当た
り前の日常を生かしたネットワークづくりを地域の方々、
また見守り関係者、包括職員が働きかけることが必要と
なっております。

このように地域のマンパワーを活用し、個人のイン
フォーマルな見守りだけではなく、介護サービス事業所、
医療機関、保健センター、社会福祉協議会、行政などといっ
たフォーマルな関係機関をつなぐ調整役としての役割を
包括支援センターは担っております。

しかしながら、すべてがスムーズにいくケースばかり
ではありません。問題は多岐にわたっている場合が多く、
一歩進んで三歩後退のケースも多くあります。いくら家
族や知人関係を探ってもまったく支援者がいない場合や、
制度活用までに時間がかかるために、その間の生活支援
をどうするかなど、NPO による物資支援、フードバンク
ネットを活用して食料を確保したり、年金などお金が入
るまで電気、ガスのライフラインの業者と交渉したり、
住居に関しては家主、不動産会社と相談したりします。

さらに本人だけではなく同居の家族が病気や引きこも
りなどの問題がある場合もあり、いわゆる 8050 問題とい
うケースに関しては私たちにかかわりのある高齢者だけ
の問題ではなく、また高齢者だけ切り離して支援するわ
けにもいきません。このように制度の狭間にいる方への
支援の継続についても、私たちがどこまでかかわってい
くのか、また、だれがそのあとをつなげていくのか、そ
れらは今後の地域包括システムにおける課題の一つだと
思っております。

最後にまとめとしてお話しさせていただきます。まず
予防としては、困ったときにどこに相談したらいいのか、
その窓口を知っていること、また相談できる身近な人を

持つことです。そしてなるべく普段から自分の住み慣れ
た地域で住民としてのつながりを持つこと、これはご近
所付き合いであったり、例えば老人会やサロン、地域の
行事に参加するなどです。そして定期的に健康状態を確
認するためにかかりつけ医を持つことです。

対策としては、問題がさらに複雑化しないために、地
域においてほかの機関とのネットワークでいくつもアン
テナを持って情報を共有し、これを活用して問題を早期
に発見して、その波及をなるべく防ぐことです。

そしてやはり本人が問題を一人で抱え込まないように、
また地域で孤立させないように精神面でも支えが必要だ
と思います。だれかが自分を気にかけていることは本人
の心の支えになり、強みにもなります。私たちも毎日試
行錯誤しながらその方の気持ちに寄り添う支援を大事に
しているつもりですが、当然、地域の住民の方々や見守
りの関係者や関係機関との協力、連携があってこその支
援です。

今後とも皆様方のご協力をお願いしたいと思っており
ます。ご清聴ありがとうございました。

馬渡　池本様、ありがとうございました。池本様からは、
介護保険法に定められた地域包括支援センターとして主
に 65 歳以上の高齢者の総合相談窓口の機能を持つけれど
も、いろいろな立場のたくさんの方々から相談が寄せら
れてくる。そのつながれてきた相談の支援の過程で、例
えば地域ケア会議を開いた中で、新たに実際にその地域
にある強みに気づくことができたり、新たにつなぐこと
ができるということ、また専門機関につなげていくといっ
た実践についてもご紹介をいただきました。

また、支援を妨げている問題として、制度の狭間に置
かれている方々への支援をどのようにしていったらいい
のかという課題についてもご提供いただきました。

ここまでは、実は公的機関による援助をご紹介させて
いただきました。次に、先ほど済生会病院が社会福祉法
人として無料低額診療事業や生活困窮者への対応をして
いく機関として果たしてきた役割をご紹介いただきまし
た。その済生会金沢病院で働く医療ソーシャルワーカー
として、実際にどのような生活困窮者に対する支援を行っ
ておられるかについてご紹介をいただきたいと思います。
それでは北村様、どうぞよろしくお願いいたします。

— 166 —

第 8 回生活困窮者問題シンポジウム in Ishikawa



ご紹介いただきました北村と申します。私からは医療
の場で出会う患者さんご家族とのかかわりについてご報
告させていただきたいと思います。よろしくお願いいた
します。

私たちが勤めている医療の場は、常に社会情勢の影響
を受けています。患者さんご家族は社会的な問題を抱え
ており、例えば老老介護や認認介護など生活が不安定な
状況が多く、病気という危機に直面したときに簡単には
解決できない生活上の問題が現れてきます。

また、病院機能も変化しており、急性期、回復期、維
持期という細分化されたシステマティックな流れがあり、
患者さんご家族はその流れに乗せられ、さまざまな選択
を迫られます。ソーシャルワーカーも病院から退院支援
という役割を求められているように感じます。そのよう
なとき、支援とは何か、何が問題解決ということだろう
かといつも考えてしまいます。そもそも退院支援ではな
くソーシャルワークをしているのかということが、いま
問われていると感じています。今回、実践報告をさせて
いただく中で、人と向き合うことがどのようなことなの
かを考えていきたいと思います。

当院は医療活動と福祉活動を両輪で行ってきた済生会
の一病院です。医療活動は言うまでもありませんが、福
祉活動は医療の場において常に社会福祉の視点を生かし
ていくことが必要であり、ソーシャルワーク業務を行っ
ています。社会福祉を発信する活動も行っています。さ
らに済生会の根幹事業となる無料低額診療事業や生活困
窮者支援事業、通称「なでしこプラン」を実施しています。
概要についてはスライドをご参照ください。

無料低額診療事業についてご紹介します。以下、「無低」
とさせていただきます。名称のとおりですが経済的理由
により医療を受ける機会が制限されないよう、無料もし
くは低額な料金で診療を行う事業のことで、社会福祉法
に明記されている必須の事業となります。当院の姿勢と
して二つの取り組みがあり、今回は二つ目のソーシャル
ワーカーとの相談による減免についてご紹介します。

相談業務の中で経済的問題にかかわるとき、社会資源
の一つとして無低を利用することが多いです。収入がわ
かるものをご持参いただきますが、数字だけにこだわら
ず、患者さんご家族の生活の事情に配慮してかかわって
います。取り組みについては本日お渡ししました抄録の
巻末をご参照ください。

次に病院全体で取り組む事業として「なでしこプラン」
があります。当院ではスライドにある七つの事業に取り
組んでいます。事業を始めるにあたり、私たちは生活困
窮者とは何かを考えました。生活困窮者とは、身寄りが
なく、お金もないといった特別な人という印象を持つこ
とが多いのではないでしょうか。患者さんご家族からさ
まざまな生活のしづらさを聞く中で生活困窮者の意味を
幅広くとらえて、制度の狭間の問題や、医療や福祉サー
ビスにアクセスできない人と考えました。

そこで初めに取り組んだのが一つ目の健康サポート事
業です。市内にありますひろびろ作業所でリハビリ支援
を行いました。現在はフットケア支援をメインに行って
います。ひろびろ作業所は重度の脳性麻痺の利用者が多
く、意思表示をしてはいても、やはり伝わりにくいこと
もあります。ただ、当事者の声をきちんと聞く姿勢で向
き合うことが大切だと教わりました。本日の資料の中に、
この事業の詳細が書かれた冊子が入っておりますのでご
参照ください。その他の事業についても抄録の巻末をご
参照ください。

次にソーシャルワーカーの活動についてご紹介します。
私たちソーシャルワーカーはチーム医療の中で社会福祉
援助技術を用いて、患者さんご家族の福祉ニーズに対応
する対人援助職です。福祉ニーズとは患者さんご家族が
抱えている個別の生活の問題のことで、一人ひとり違い
ます。その問題は生活の中にあったけれど、いままでは
大きな問題にならず、気にもならなかった。病気になる
ことをきっかけに一気に表に現れてきます。

この福祉ニーズに対して、ソーシャルワーカーは面接
し、生活アセスメントを重ねていきます。生活アセスメ
ントとは、身体的・心理的・社会的視点を持って患者さ
んの生活を思い描くことができるかということです。そ
のため、これまでの歴史やいまの生活で起こっているこ
と、価値観や患者さんご家族を取り巻く環境や関係がど
うなっているのかということを聞かせていただきます。

患者さんご家族が困っていることや生活の事情を語る

「医療の場から見る
生活困窮者支援について」

北村氏
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ことによってソーシャルワーカーは患者さんご家族のこ
とがわかるようになり、同時に患者さんご家族自身もご
自分たちが置かれている状況がわかったり、問題が何か
気づくようになります。そこから患者さんご家族は自ら
の問題に取り組み、すぐには解決できなくても緩和を目
指してともにかかわっていくことができます。

私たちソーシャルワーカーの業務指針があります。相
談件数はは 1 カ月平均で 439 件、そのうち心理・社会的
問題に関する相談業務が大半を占め、約 6 割です。その
中で具体的に退院援助や社会復帰、経済的問題に取り組
んでいきます。無低に関する相談は 21 件、約 12 件が申
請に至っています。先ほど生活困窮者は特別な人ではな
いと説明しましたが、社会福祉の原点は救貧という意識
から始まっていて、ソーシャルワーカーは経済的問題や
差別や偏見による人々の生きづらさにかかわってきた歴
史があります。いまの社会情勢においても、格差から生
じる貧困という経済的問題はだれにでも起こる可能性が
あります。

そのため、今回は経済的問題に焦点を当て、無低の利
用から見える生活問題について紹介させていただきます。
当院では無低は原則、利用期間が半年となっています。
半年後に再度、相談させていただきますが、実際、継続
利用をする方が多い状況です。半年では生活状況が変わ
らないということだと思います。この理由として、無低
は医療費の支援にすぎず、経済的問題の解決につながっ
ていないのではないかということがあります。経済的問
題の背景に何があるのかを検討するために、昨年度、実
態調査を行いました。

平成 27 年度から 29 年度までの 3 年間で申請件数は 315
件、そのうち 96 件が新規申請です。残り 219 件、約 70％
が継続申請となっています。まずは新規ケースについて
です。世帯構成は独居が半数、年代は 60 代、50 代、40
代の順に多く、働き盛りの方が多いことが考えられます。

社会保険料の納付状況です。8 割の方が納付しています
が、12％の方が未納、5％の方が分割払い中です。滞納が
ある場合、それぞれの保険制度に応じて対象者にはペナ
ルティがあります。例えば介護保険の利用が 1 割負担で
よい方が 3 割負担になってしまいます。健康保険の加入
状況は国民健康保険の方が 7 割です。

診療科別では内科、外科が多くなっています。これは
リウマチや抗がん剤治療によって医療費が高額となると
きに治療の継続が難しい場合、外来の医師や看護師から
ご紹介があって利用につながる方が多いです。

経済状況です。老齢年金の方が 5 割で勤労収入は 18％、
パートやアルバイト、派遣や日雇いなど非正規雇用の方
が半数を占めます。正社員の方は 1 名のみでした。無収

入の方は 17％で、年代は 40 代、50 代、60 代の順に多い
です。

医療費の支払いが困難に至った理由については失業が
一番多くなります。失業も、やはり傷病が理由になり仕
事の継続が困難となった方が 43 件、もともと会社の経営
不振によりリストラされたとか事業が立ち行かなくなっ
た方が 10 件ありました。また、働きたくても病気による
制限があって働けない、50 代、60 代となり次の仕事が見
つからないという場合もあります。

新規申請者の 6 カ月後の利用状況は、終了したケース
が49％、継続ケースは51％でした。終了理由としては、ソー
シャルワーカーの支援で生活保護につないだケースが 12
件あり、この中には野宿や車上生活など生活状況が不安
定で緊急性が高い方もいました。その他は治療終了や死
亡などです。転院の場合、転院先のソーシャルワーカー
に相談して無低の利用を継続していただくことも、患者
さんご家族が困らないよう配慮しております。収入が増
えて終了したケースはゼロ件でした。

生活保護の申請状況です。生活保護を検討した人は全
体の 27％、そのうち受理された方が 33％、却下された
ケースが 67％でした。却下の理由は、先ほど三和さんか
らのお話にもありましたけれども補足性の原理によって
持ち家があったり、車を持っていらっしゃったり、65 歳
以下の稼働年齢、あとは施設入所ということが理由とな
ります。

次に継続の方についてです。無低申請時の意見書に記
載されている生活状況をまとめました。無低の継続が必
要となる理由について、本人が病気や障がいの状態にあ
り、何らかの精神疾患や知的障がいを有している場合、
生活管理能力が乏しく、例えば収入があっても使い切っ
てしまって手元にお金が残らない、優先順位がつけられ
ないので医療費に回すお金がなくなってしまうといった
ことがあります。触法行為によって社会から理解されに
くい本人の状況としては、不法滞在や刑余者の方で社会
保障制度が受けにくい状況があります。

家族が要介護状態のため介護の費用を捻出したり、主
介護者となって働けなくなることもあります。先ほど池
本さんもお話ししていましたが、子どもが引きこもりで
高齢のお母さんの年金で暮らしているという 8050 問題も
やはり起こっています。家族の支援を受けられない方も
多く、そもそも家族とは疎遠や絶縁状態、家族関係が悪く、
医療費を出してほしいとはなかなか言い出しにくい。ま
た当事者には自覚がなくても他者から見るとネグレクト
や経済的虐待となっている場合も考えられます。あとは
子どもに頼れない、迷惑をかけたくないと悩まれる方も
います。
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いまお伝えしたように不安定な生活状況が根底にある
ため、病気や障がいにより医療費がかかり生活費が工面
できないという経済的問題がさらに大きくなると考えま
す。無低の継続利用は医療を受ける機会を保障できます。
それにより病気が悪化せず体調を維持できるという身体
的問題の緩和、医療費負担の軽減による経済的問題の緩
和につながります。また病気や障がいによって家族関係
に不調和を来たしやすい状況が緩和できると考えます。
このように無低の活用は経済的問題のみならず、生活支
援の一助になっていると思います。

ここで経済的な問題をきっかけに生活問題にかかわっ
た事例について紹介したいと思います。この事例は 40 代
の男性で A 氏とします。A 氏は他者とコミュニケーショ
ンが取りにくく、人との関係をつくりにくい方で、ソー
シャルワーカーは本人と関係をつくっていくかかわりを
行いました。

A 氏は突然、医療福祉相談所を訪ねてきました。傷病
手当金の手続きについて知りたいとの相談でしたが、何
か言いにくそうにしている、言いたいけれどもうまく言
えないといった様子でした。というのは、口下手であっ
たり口ごもった話し方で、少しイライラとして怒ったよ
うなご様子で話がまとまっていませんでした。

その様子からソーシャルワーカーは、何かうまくいか
ないことがあって不利益を被ったのではないか、困って
いることを相談できないのだろうと予想しました。ソー
シャルワーカーは何とかしなければならないと思いまし
たが、A 氏のトーンに合わせて、まずは A 氏を迎え入
れる姿勢で相談できる関係を築くことが大切だと感じま
した。

A 氏に限らず相談室に来られる方は、やはり相談内容
が明確ではなかったり、話しにくそうにしています。そ
もそも見ず知らずの人に話をすることは、とまどったり
恐かったりすると思います。だからこそ、せっかくの相
談のチャンスを逸してしまわないように迎え入れる姿勢
が大切となります。

A 氏は一見するとインボランタリーなクライエントと
言えます。このインボランタリーとは自発的ではないと
いう意味です。問題への自覚や認識が乏しい場合、相談
することに対して抵抗やとまどいを感じている場合があ
ります。SOS が発信できなかったり、自らさまざまな社
会資源にアクセスすることができず、他者や社会とのつ
ながりが希薄になってしまう可能性があります。結果と
して情報格差が生まれたり、不利益を被ったりします。

A 氏の場合、問題意識はあったと思うのですが自分の
思いを伝えられず、会社との交渉がうまくいっていない
状況がありました。病気のため休職せざるを得ず、収入

が減って経済的困難さを感じていました。また、仕事が
できない状況では他者と会話をする機会も減ってしまう
ので、孤独を感じていらっしゃいました。このように病
気によって悪循環を生み、ますます生活しづらくなる危
機に陥ります。このため問題が大きくならないよう、特
に初期対応が重要となります。

A 氏は他者にわかってもらえないという経験をしてき
たと思われます。ソーシャルワーカーとのかかわりの中
で、少しずつ自分の思いを表出できるようになったり、
自身の生活の問題に気づくようになりました。また医
療者とのかかわりによって孤独感が減ったり精神的なサ
ポートになっている面もあったため、A 氏の思いを他職
種に伝え、かかわり続けることが A 氏へのサポートにな
ることをチームで話し合いました。

いろいろな事情を抱えている患者さんご家族と出会い、
私は自分の未熟さを実感することばかりです。自分の乏
しい人生経験では想像を絶するような経験をしておられ、
借金をせざるをえなかったり、人に裏切られたり、暴力
に頼ってしまうとか、圧倒されることばかりでうろたえ
てしまいます。

患者さんは自分で動いていろいろ頑張ったけれどもう
まくいかない、自分だけではどうしようもなくなり、そ
ういった経験によって自尊心が傷つけられたり、劣等感
を抱いてだれかに相談することをあきらめてしまったり
します。そのような方が病気になって入院して、私みた
いな未熟な者に相談せざるをえない状況となったときに
私たちが出会うので、私が大事にしていることは、まず
は迎え入れるという姿勢でかかわること、話をお聞きし
て患者さんの置かれている状況や生活を想像するという
ことです。

迎え入れるというのは何でも話して大丈夫という安心
や自由を保証すること、患者さんの状況をありのまま受
け入れるという態度でもあります。ソーシャルワーカー
の原則です。生活を想像するというのは患者さんの様子
や表情を気にかけ、個別の生活の事情をきちんと聞き、
いかに患者さんに近づくことができるかということです。

正直なところ、患者さんの考えが私にとって受け入れ
難いと思ったり、理解し難い状況があったりします。そ
んな私の考えはやはりいったんわきに置いて、自分のも
のさしで判断しないということもとても大切だと感じて
います。

このようにかかわる中で患者さんの思いの言語化を助
け、患者さんの了承をいただき、生活アセスメントを他
職種に伝えます。チームで共有することによってそれぞ
れの職種が患者さんご家族にサポーティブにかかわるこ
とができ、患者さんの力となってチーム医療の効果を高
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めていくことができるのではないかと感じています。ソー
シャルワーカーとしてこのように基本的な態度で患者さ
んご家族とかかわり、関係を育てていく中で、患者さん
ご家族が自身の問題に気づき、一歩踏み出す力を引き出
せるようかかわっていきたいと思います。

今回、生活困窮という生活のしづらさを抱えている患
者さんご家族へのかかわりについて報告させていただき
ました。常日ごろ感じていることですが、私たちが出会
う医療の場のみでは患者さんご家族への支援は完結でき
ません。患者さんご家族にかかわり続けていくという支
援を本日ご参加いただいております地域の支援者の皆様
につないでいくことが支援の一つになると考え、今後も
連携を大切にしていきたいと思います。ご清聴ありがと
うございました。

馬渡　ありがとうございました。患者さんとして出会っ
た方々へのソーシャルワーカーとしての支援、またソー
シャルワーカーの所属する機関の特徴も生かした支援に
ついてもご紹介をいただきました。

これよりは当事者のセルフヘルプグループにあられる
方、そしてまた公的機関に委託や指定をされた援助を行っ
ておられる方にご登場いただきます。

その前に皆様、和久井様のお話を聞かれて、いまから
当事者に一番近い方々のお話を聞く前に、私も含めてご
自身をいま一度振り返ってみませんか。ちょっと目を閉
じてください。私たち自身にもきっとあると思うんです
が、あなた自身のこれまでの人生の中で、いまの自分を
ありのままに、そのままで、「ああ、受け止めてもらえたな」

「寄り添ってもらえたな」と感じた体験を、どうか思い起
こしてください。

ご協力ありがとうございました。いかがでしたでしょ
うか。きっと皆様、今日、会場にいらっしゃるお一人お
ひとり、「こんなふうに寄り添ってほしいな」「このくら
いの距離で構えてほしいな」ということは、個々、個別
におありだと思います。

そこでこれからは、当事者として、また支援者として
の立場から、お二方にご登壇をいただいてお話を伺う時
間とさせていただきたいと思います。

NPO 法人金沢あすなろ会・理事長の三井美千子様です。

皆さん、こんにちは。NPO 法人金沢あすなろ会の三井
といいます。金沢あすなろ会の活動を通じて当事者とし
て感じたこと、支援者として心がけていることをお伝え
したいと思います。

初めに金沢あすなろ会のあゆみをお伝えします。金沢
あすなろ会が発足したのは平成 11 年 11 月 10 日、いまか
ら 20 年前のことです。銀行から借りれない、国からの資
金もままならない、中小・零細企業の人たちが何とか事
業を守りたくて借り入れしたのが日栄・商工ファンドと
いう商工ローンの会社です。「払えなかったら腎臓売れ、
肝臓売れ」で過激な取り立てを行い、中小・零細企業の
人たちが悲鳴を上げ、多くの人が自死しました。

その人たちを何とか救い、生活再建をと願い、立ち上
げたのが金沢あすなろ会です。この時分は多重債務にか
かわる弁護士さんの数も少なく、弁護士費用も払えない
相談者のために週 1 回、相談会を開き、相談活動はあす
なろ会に来ている債務者同士、お互いの体験を基に手探
りでの相談会で、わからないところは専門家に聞いたり、
自分たちで六法全書を引いたり、勉強しながらの相談活
動でした。

その後、平成 12 年、14 年ごろからサラ金やヤミ金から
借り入れして苦しんでいる一般のサラリーマンや主婦の
相談者がだんだん増え、週 1 回の相談会の参加人数が 40
人から 50 人になり、週 1 回の相談会では大勢の相談者を
助けられないと必要性を感じて事務所を開設したのは多
重債務問題が全盛期に差しかかったときです。平成 12 年
から 13 年に全国の弁護士、司法書士、学識者の先生方が
活動している全国クレジット・サラ金問題対策協議会や
全国クレジット・サラ金被害者連絡協議会に加入し、全
国大会にも参加しました。それによって相談を受けるた
めのいろんな情報や知識を得ることができました。

平成 14 年 11 月、ここ金沢で「第 22 回全国被害者交流

「当事者として、また支援者としての立場から」
三井氏
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集会 in 金沢」が開催され、主催者側のメンバーとして全
国大会に参加しました。交流集会初の 1,000 人を超える参
加人数で大盛況の中、2 日間の大会が終了し、この大会に
参加して分科会の司会をしたり、言いづらい体験発表を
したことで、あすなろメンバー全員が自分に自信を持つ
ことができました。

金沢の全国大会を機に、平成 15 年 4 月、北陸クレ・サラ・
ヤミ金・商工ローン対策会議を司法書士の有志の先生方
が集まり発足させ、金沢あすなろ会もメンバーの一員と
なり活動しました。この時期は司法書士の先生方が多重
債務問題に取り組んだときです。

毎日の活動の中で、これからは社会に認めてもらうの
には NPO になったほうがいいと考え NPO に登録、平成
15 年 7 月 30 日、NPO 法人に認証され、第 2 の金沢あす
なろ会の出発となりました。平成 16 年、活動している中
で、現実と行政の考え方の食い違いを感じ、行政との連
携が不可欠と考え広報活動に力を入れました。あすなろ
会報を持って月 1 回、北陸 3 県の行政と消費生活センター
を訪問し、債務者や社会の現状を訴え、理解を求めました。
行政には地道に回り、少しずつ理解してもらえるように
なるのに 4 年かかりました。

写真は高金利引き下げのチラシ配りと署名活動のもの
です。この時期は年 2 回、チラシ配りと署名活動を行い、
市民の皆さんに訴えました。

多重債務問題が日増しに国民の生活を脅かす状況に
なった平成 19 年、国がやっと動き出し、有識者会議が行
われ、国の「多重債務改善プログラム」の発表により全
国各市町村に多重債務相談窓口の設置が義務づけられ、
金沢市が全国初に「多重債務問題対策協議会」を設置、
続いて 11 月に石川県が設置、金沢あすなろ会が全国で初
めて被害者の会として協議会のメンバーに選ばれました。

その後、平成 20 年、貧困の人たちでも気軽に弁護士さ
んに相談できる「法テラス」が発足、平成 21 年には小松市、
平成 22 年には白山市にも「多重債務協議会」が設置され、
国全体で多重債務問題に取り組む体制が整いました。金
沢あすなろ会が発足し、多重債務問題を訴え続けて 10 年
の月日がたっていました。その後、高金利引き下げ運動
など35年余りのクレ・サラ運動が実を結び、悲願である「改
正貸金業法」が平成 22 年 6 月に施行され、これによって
年利 29.2％だった金利が 18％になり、いまでもコマーシャ
ルでよく聞く「過払い」という言葉が世の中に流れるよ
うになりました。

平成 20 年、「世界同時不況」の余波はわが国の貧困層
の増加に拍車をかけ、派遣切り・正規切りでやむなくホー
ムレスに陥った若者たちが金沢あすなろ会を訪れるよう
になり、貧困問題に取り組むきっかけになりました。お

正月に新宿派遣村で大々的に報道され、4,000 人近くの若
者が生活保護を受けたときです。

平成 21 年 10 月からは、夜 1 食だけですが炊き出しを
スタートさせました。365 日、1 日も休まず行っていて、
今年 10 年目を迎えます。炊き出しは今後の就労面や栄養
面を考慮したのと、疎遠になっている家族の温かさを味
わってもらうために普通の家庭料理をつくっています。
そして何よりも食事を一緒にすることで相談者同士や相
談員との距離を縮めるのに役立っています。写真は炊き
出し当初の様子です。

その後、食事だけではなく寝泊りできるシェルターの
必要性を感じ、平成 22 年 4 月に司法書士の先生方との連
携で一時緊急避難施設を開設、平成 24 年 4 月には金沢あ
すなろ会が独自で運営する一時緊急避難施設を開設しま
した。平成 26 年 8 月には「コミュニティハウス金沢みん
なのいえ」をオープンし、一人暮らしの人や人との交流
が苦手な人など、行き場所がない人たちのために、だれ
でも気軽に立ち寄りくつろげる居場所として提供してい
ます。平成 27 年 4 月、国が「第 2 のセーフティネット」
として生活困窮者自立支援制度を実施、自立に関する包
括的な支援を行うことになりました。金沢あすなろ会が
貧困問題に取り組み始めてから 6 年後のことです。

平成 27 年 10 月からは更生保護業務委託として民間の
「自立準備ホーム」を行い、刑余者の方たちの自立や社会
適応ができるようサポートを行って現在に至っています。

「自立準備ホーム」とは、刑を全うし出所しても、戻る家
も待っている家族もいない、行き場所のない人たちを受
け入れ、一時的に住居を提供し自立を支援するための民
間施設です。

また、金沢あすなろ会では業務請負業者と連携して就
労の紹介もしています。平成 31 年 4 月、今年、「コミュ
ニティハウス金沢みんなのいえ」に隣接して「シェアハ
ウス」をオープンし、いろんな事情で安定した住まいが
求められない人たちに入居してもらっています。

その他の活動として、平成 14 年「債務整理に関する勉
強会」をスタートし、平成 26 年頃まで継続して行われ、
平成 17 年 7 月からは「生活に役立つ勉強会」をスタート
させ、現在も継続して行っています。平成 23 年 4 月から
は金沢市の委託事業として「多重債務・生活何でも相談」
を開催、金沢市近江町消費生活センターで行っていて、
現在、8 年目になります。写真は勉強会の風景です。

平成 22 年 6 月、石川県緊急自殺防止対策事業の一環と
して金沢あすなろ会独自のポスターを作成し、「あなたの
声が聞こえます」と題し、365 日 24 時間体制の電話相談
を行っています。電話相談は現在も行われています。写
真はそのときのポスターです。以上、金沢あすなろ会の
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活動を駆け足で時系列で紹介しました。
ここで私と金沢あすなろ会のかかわりを少しお話しし

ます。私が金沢あすなろ会の門を叩いたのは平成 12 年 10
月でした。30 歳で独立し、土木設計業という男性優先の
世界で、女性で初めてのことでした。だから何としても
続けていきたいという思いが強く、債務整理の決断を遅
らせてしまい、どん底に陥ってしまいました。実母や兄
弟にお金のことで迷惑をかけ、友人たちも離れていきま
した。そんな中、同じ境遇の一緒に頑張れる仲間は心強
かったし、債務整理に取り組む力をもらいました。何よ
りも私の「居場所」だったと思います。

それから 19 年間、自分の仕事をしながらのボランティ
ア活動です。しんどいとき、つらいとき、相談者から裏
切られたとき、何度も何度もあります。それでも続けら
れたのは、「相談者には自分と同じつらい思いをさせたく
ない」「早く解決して元気になって、心から笑顔を取り戻
してほしい」「相談者にとって金沢あすなろ会が心のより
どころとなってほしい」という気持ちと、何年かかるか
わかりませんが自分が失った社会への信頼を取り戻すた
めです。そして私は頑張るエネルギーを、元気になって
笑顔を取り戻した相談者からもらっています。

私が金沢あすなろ会の活動を通じて当事者として感じ
たことは、一つ目は、同じ当事者だから相談者が心強く
思って安心してもらえること、相談者の気持ちに共感で
き、信頼係を持つことができることです。二つ目は、人
生無駄なことは一つもないこと、どんなつらい体験でも、
必ずいつか自分の力になることです。そして私は自分の
体験を生かして相談者と一緒に解決しています。

次に金沢あすなろ会に来る人はどういう人たちなのか
をお話しします。金沢あすなろ会に来る人は「所持金ゼ
ロ円、住むところがない、何日も食べていない、先の見
通しがなく死んだほうがいい」という人がほとんどです。
そして一番働き盛りの 20 代、30 代、40 代の若者と、家
族から見放された高齢者が多いです。特別な人などだれ
もいません。みんな普通の人で、ちょっとしたボタンの
掛け違いが負のサイクルを生んでしまいます。だれでも
陥る可能性があるということと、何とかしたいと深みに
はまってしまうということです。

耳をすまして聞いてみると、表面的にはわかりづらい
問題や生きづらさを抱えていることに気づきます。例え
ば非正規雇用で寮つきの工場で働いていて、仕事が暇に
なったり、本人が体調を崩して休んだとき、容赦なく仕
事がクビになります。そして派遣切りになった場合、2 ～
3 日で寮の退去を言われます。仕事と住まいを同時に失う
のです。

とりあえず住まいはネットカフェか漫画喫茶で寝泊り

して、一生懸命に仕事を探すとします。ところが今日動
いたからといって明日から仕事が決まるわけではないで
す。中には面接に何回行っても不採用、食べるお金もだ
んだん無くなり、ホームレス状態になり、疲れ切って自
信もなくなり、自暴自棄になったとします。最後は死を
選ぶか、お腹が空いて犯罪を犯すか、の道をたどってし
まいます。

次から次と悪いことばかり起こって負のサイクルから
抜け出せなくなり、人との関係も持てないし、何かの制
度にも当てはまらず悶々と過ごす毎日なんです。悪いほ
う、悪いほうに行く負のサイクルを、どこかでだれかが
断ち切って導いてあげないと無理ということです。

また、多重債務の人たちにおいても同じで「給料が減
額になったり、リストラで仕事がなくなり、頑張っても
頑張っても貧困から抜け出せなくて、家族の生活や自分
の生活を守るために借金をしてしまう」と言う人がほと
んどです。1 社、2 社借りると、高金利のため、返すた
めの借金をしてしまうという罠にはまって抜け出せなく
なってくるのです。本人は自分が悪いと思っているから
借金していることをだれにも言えず、一人で抱え込み、
眠れないくらい悩んでいます。

だれかに相談すると、「あんたが悪い」と言われ、周り
から甲斐性なしとレッテルを貼られ、自分のプライドが
傷つくことを恐れます。相談窓口でも借金したことを責
められ、適切な対応をしてもらえず、たらい回しに遭い、
相談する力をそぎ落とされる状況が続くと、あきらめ感
と劣等感に襲われます。共感して一緒に整理してくれる
人が必要なんです。

ここで挙げたのはほんの一部の事例ですが、特別な人
などだれもいません。だれかの力を借りて少しずつ断ち
切っていくことが必要なのです。どんなに小さなことで
も自分に少しずつ自信が持てるようになり、考え方を変
えることができれば断ち切ることができるんです。

金沢あすなろ会の活動は、そのお手伝いをしています。
一人ひとりが自立していけるように一緒に住まいを探し
たり、仕事を探したり、お金の管理のために家計簿をつ
けたりしています。また、アパートを借りるための緊急
連絡人や連帯保証人、就労のための身元保証人にもなり
ます。もちろん生活保護受給の同行もします。そういう
人がいないと、せっかくアパートが決まっても、仕事が
決まっても、アパートも仕事もだめになって、前に進め
なくなるからです。

いまお伝えしたように、社会のルールに当てはまらな
い人たちには個人の努力だけでは抜け出せない貧困の
ループがあるということと、生活保護などに対して世間
の偏った考え方、見方があることです。金沢あすなろ会
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の活動を通じてこれらを社会に発信し、世間の人たち、
行政の人たち、支援にかかわる人たちにどう伝えたら考
え方や見方を変え、理解してわかってもらえるかに力を
注ぎました。そしてそのような活動を続けることで、さ
まざまな行政やほかの関係機関ともつながっていくこと
ができました。

そして支援者として心がけてきたことは、それは人が
人を支援することで大切なこととは何かということです。
一つ目は、相談者の状況や体験を理解すること、どのよ
うなことが起こったのか、どのような思いなのか、何で
こんなことになったのか、きちんと紐解いて見ていくこ
とが大事で、相手の自尊感情を支えながら相手を認め、
心の内を話してもらえる様信頼関係を結ぶことです。

二つ目は、相談者が持っている力を引き出すことです。
だれかと比較して、「○○さんはもう自立している」「も
し何々していたら」とか、相談者の力をそぐことは言わ
ないということです。本人が自分の力で解決できるよう
に寄り添うことが大事ということです。

そして最後に、何よりも相談を受ける人の心が元気で
あることが一番大切だということです。自分が崩れてし
まうことは避けなければいけないし、バーンアウトしな
いように自分のストレスサインに気づき、支援と日常を
区別していくことです。体調の悪い状態で相談を受けて
いても決していい対応はできません。

また、どういう職業であれ、人との信頼関係があって
こそ成り立ち、上から目線でものごとを命令口調で話す
のは避けなければいけないと思っています。心がけてい
てもつい忘れがちになります。

これからも金沢あすなろ会がかかわるのはほんの一部
の少数の人たちかもしれませんが、その人たち一人ひと
りが自立し、心から笑顔になるお手伝いをしたいと思い
ます。そして社会のどの制度にも当てはまらずに生きづ
らさを感じている人たちの「最後の砦」として活動し、

「だれもが安心して暮らせる社会を目指して」、「Step by 
Step」、一歩一歩あゆんで行きます。今後ともよろしくお
願い致します。ご清聴ありがとうございました。

馬渡　三井様、ありがとうございました。その状況に
おありの方々とともにあるということ、受け止めること、
支援をしていくときに心がけてこられたこと、そして発
信をして制度をつくっていくことに参画をしてこられた
ことについてもお話をいただきました。

続きまして、NPO 法人シェきらりの理事・大谷幸代様
よりご報告をいただきたいと思います。

皆様、こんにちは。シェきらりの大谷幸代と申します。
私からは、自立援助ホームから見える問題と支援につ

いてです。自立援助ホームという言葉はあまり聞き慣れ
ないものではと思いますので、今日お伝えしたいことを
先にいくつかまとめました。

この自立援助ホームというのは、社会的養護という括
りの中に入っている公的な機関として委託を受けた施設
になります。その社会的養護のことと、その中の自立援
助ホームのこと、それから自立援助ホームを運営してい
る石川県の NPO 法人シェきらりのこと、そして抄録に書
いている自己紹介をしながら、そのあと実際にどんな利
用者さんがいて、どんなことがあってという事をお伝え
できたらいいかなと思っております。

それでは早速ですが、社会的養護とはということです。
皆さん、子どものことを相談するのはどんなとき、だれ
に、どこにと思ったら、家族や友達、子どもが入ってい
る保育園や、かかりつけ医があれば病院の先生とか身近
な人に相談したり、あとはネット検索や本で自分でいろ
いろ調べたりすると思いますが、それでなかなか終わら
ないときに、少し公的な機関が出てくるのかなと思いま
す。児童相談所や児童家庭支援センターなど、いくつか
挙げました。この様な公的な機関から繋がったお子さん
たちに、実際に支援を行っているところを社会的養護と
言います。

保護者のない児童や、保護者に監護させることが適当
でない児童を、公的責任で社会的に養育し、保護すると
ともに、養育に大きな困難を抱える家庭への支援を行う
ことです。社会的養護は、「子どもの最善の利益のために」
と「社会全体で子どもを育む」を理念として行われてい
るということで、これは「社会的養護」と検索したら厚
労省のホームページに出てきます。聞き慣れない言葉で、
私も最初、自立援助ホームを始めたときには知らなかっ
たぐらいです。けれども家族や一家庭の問題ではなくて、
子どもを養育する、子どもを育てていくのは社会全体の
問題であるというところからスタートしています。

図にすると、社会的養護は施設養護、家庭的養護、家
庭養護の三つを合わせたものです。施設養護が年齢や状
態に合わせて、0 歳から 3 歳の乳児だったら乳児院、3 歳
を過ぎると児童養護施設、他にも児童自立支援施設等い
くつかあります。

その施設の中でも小規模ではなくて 50 人とか、10 人単

「自立支援ホームから見える問題と
支援について」

大谷氏
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位で生活できる空間がありますが、そこよりも小さな人
数で生活する場所があって、それが各乳児院や児童養護
施設にあり、そういうときに小規模グループケアとか地
域小規模児童養護施設と括られます。この各施設養護が
持っている小規模のグループの単位のことを家庭的養護
と言います。

そして言葉は似ていますが、家庭養護というのは里親
とか、また里親の中でも養育里親、さらに重度の虐待で
心に傷を持っているお子さんを受け入れる専門里親、他
にも養子縁組をしてしまう親族里親があったり、ファミ
リーホームといって小規模住居型児童養育事業と書いて
いますが、これもご夫婦がご自身も同じ家で生活をとも
にしながら、ほかのスタッフと一緒に家庭養護、家庭的
雰囲気の中でお子さんを迎え入れるということです。こ
れらをまとめて社会的養護と言うそうです。

その中の、施設養護の一番下に自立援助ホームとあり
ますが、このことについて少し紹介します。

自立援助ホームは義務教育終了後なので 15 歳ぐらいで
すね、さまざまな理由で家庭や児童養護施設等にいられ
なくなった、原則 15 歳から 20 歳までの子ども・若者が
暮らすところということですが、現在は児童福祉法の改
正で 22 歳まで生活することができます。スタッフと 24
時間ともに生活をし、就労しながら社会で生きていくた
めの準備をしています。この自立援助ホームはアフター
ケアが前提になっています。

生活をしている子ども・若者のことを利用者さんと言
いますが、利用者さんは自分で働いたお給料から、ホー
ムに利用料も払い、医療費も自分で負担し、携帯を持っ
ていれば携帯代も払います。本人が生活していくために
必要なものを自己負担しています。これは自立援助ホー
ムがともに生きるという考えからスタートしているとこ
ろであります。

例えば私たち 3 人いて、今日、私が缶拾いをして 1,000
円もらったから 3 人で食べよう、次は違うだれかがペン
キ塗りをしてきて 2,000 円もらったから 3 人で食べよう、
といった感じで、支援とか何かをしてあげるというより
は、ともに生きるという考えから自立援助ホームはスター
トしています。ほかの援助ホームなどは職員も利用者さ
んもお給料日になったら全員、お米を持ってくるとか、
みんなで 1 万円とか 3 万円とかを入れて、その財布でみ
んなで生活するといったところもあったりします。とも
に生きるという考え方からスタートしているのが自立援
助ホームです。

そして現在は、児童福祉法の第 6 条の 3、第 33 条の 6
等と書いていますが、児童自立生活援助事業ということ
で第二種社会福祉事業に位置づけられていて、措置費制

度となっています。去年の 12 月現在で、この協議会の加
盟分では全国に 164 ホームあります。現在、180 ぐらいに
なっていますが、北陸 3 県は、残念ながら福井県にはい
まありません。富山県は平成 29 年 1 月にできました。私
たちシェきらりは翌年の平成 30 年 2 月 1 日にできたので、
富山に１、石川に 1 の計 2 ホームしかない状態です。

ただ、この自立援助ホームという制度は戦後からずっ
とありまして、そのときに石川では先がけて 20 年前には
すばらしい援助ホームがあり、その後の措置費制度に乗
る前に閉鎖してしまい、20 年間空白の時期がありました。
それから、この 20 年間に弁護士を中心とした NPO 法人
シェきらりが、何とか自立援助ホームをつくりたいとい
うことでスタートしたという経緯があります。また後ほ
どお伝えしたいと思います。

この自立援助ホームの措置制度を利用しながら、子ど
もシェルターという制度もあります。自立援助ホームと
ともに子ども・若者が短期的に暮らしていると書いたの
ですが、何かあって今日、寝るところがないというとき
にここで生活を確保します。おおむね 2 カ月から 3 カ月
となっていますが、その間に次に生活する場所、それが
家に戻ることなのか、自立援助ホームに行くことか、別
の場所に行くことなのかはさまざまですが、仕事をする
とか外に出るとかではなく、一時的にゆっくり羽を休め
て次に行くところを考えるというのが子どもシェルター
の機能です。

石川県の自立援助ホームですが、設立団体はシェきら
りなので、このパンフレットを参照してください。

石川の援助ホームは弁護士が中心になって設立してい
ます。特徴としては利用者さん一人ひとりに子ども担当
弁護士がついています。そして担当の弁護士と私たちス
タッフと一緒に会議や勉強会をしています。また、先ほ
どお伝えしましたシェルター機能も持たせていますので、
自立援助ホームの場所は石川県内というだけで、具体的
な場所は秘匿しております。それから援助ホームの名前
もシェきらりではないのですが、これも秘匿をさせてい
ただいております。

実際にシェきらりに援助ホームではなくてシェルター
として他県から 2、3 日間泊まったというケースもあった
りして、現在もやはりシェルター機能は必要だなと思い、
併設をしながら運営をしています。

自己紹介をします。北海道の釧路生まれですが、児童
自立支援施設の養成所を出て、まずは福岡の児童自立支
援施設で働きました。その後、医師会の介護保険の仕事
をしていたとき、当時のヘルパーの資格を取ったときに
求人で福岡の自立援助ホームに出会いました。ここで約 9
年間働かせていただいて、延べ 40 名の利用者と生活をし
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ました。
2017 年 3 月に石川県に引っ越してきて、石川県の児童

養護施設で働かせていただきながら、石川県でシェきら
りが自立援助ホームを開設するということで準備に携わ
りまして、2018 年 2 月より援助ホームで働いて、現在に
至っています。

それと別に、福岡にいた 2004 年からボランティアを始
めていて、自死遺族の分かち合い、リメンバー福岡とい
うのですが、自殺対策基本法ができる前からの活動でし
たが、本当に手弁当でやっております。自死遺族の方で、
事前申し込みは要らず当日来てくださった方々のグルー
プ分けをし、2 カ月に 1 度、20 名前後がいらっしゃってやっ
ているところです。今月は行けませんが、1 月にはまた福
岡に行き、ファシリテーターをしているかと思います。

すみません、話が飛びましたが、自立援助ホームシェ
きらりですが、30 年 2 月 1 日のホーム開設はすごい大雪
で、外に出られないような状態の中、女性専用のホーム
として定員9名でスタートしました。現在は暫定定員6名、
最大 6 名の利用者さんが生活しますが、11 月 1 日現在で
は 4 名の利用者さんが生活しています。今後、すでに入
所予定がありますので、もう 1 人入ってくるので 5 名に
なるかなというところです。

この 1 年半で延べ 11 名の利用者さんがいらっしゃって、
そのうち再利用は 2 名、実人数では 9 名の利用者さんと
出会いました。平均在籍日数は半年強です。平均年齢も
17.6 歳、最初の 1 年間は 18 歳、19 歳、20 歳が多かった
んですが、16 歳が立て続けに入ってきたので平均年齢が
下がってきました。

利用までの経緯ですが、家庭からのケースが多くて施
設からの入所は 2 名だけです。金沢市内の利用者さんや
石川県域もありますが、他県からの打診もいくつかあり
ました。現在、利用者さんが働いているところとしては
農業やネットカフェ、あとエステティシャンとして美容
の関係のお仕事、それから国家資格を持っているので職
員として障がい者施設で働くとか、それからコンビニや
アパレル、あとは学生の方もいます。

援助ホームに入ってきた子たちの利用状況や事例を箇
条書きで挙げましたが、「お披露目とおためし」をいつ
もしてくれるなと思っています。ここに挙げたのは福岡
と石川と混ざっていますが、例えばとてもかわいい、き
れいなフィリピンのハーフのお嬢さんが、芸能事務所に
入っていて、それが頓挫して、その事務所から出てホー
ムに来ました。普段はとても従順なアイドルのようです
が、怒りが爆発したときは必ずものを投げつけます。そ
してバリバリの方言で罵ります。これはきっとお父さん
からこんなふうに言われてきたんだろうなというお披露

目です。
他にも、また別の利用者さんと一緒に買い物に行った

ら、「この辺のラブホテル、全部入った」と、そこで援交
をしていたようで、何人か援交相手がいて、その中の一
人に「今日、お金ないからこれぐらいでがまんして」と
言われ、「値切られてムカついた」と言っていました。あ
る意味ムカつくぐらいの気持ちがあってくれてまだよ
かったと思いましたが、彼女はいまきちんと結婚して、
ご主人に借金があったけれど弁護士に解決してもらいな
がら、「何があっても別れない」と言って、頑張って生活
をしています。
「思ったより普通だった」というのは、実母と実父と 8

人兄弟がいる上から 2 番目の子でした。中学生ぐらいに
なると、お父さんがとにかくめった打ちにします。なの
で彼女は後ろに人が通るのも恐いし、時にはかたまって
しまうこともあります。自立援助ホームには当たり前の
生活の保障がありますが、彼女に援助ホームに来て「ど
うだった？」と聞いたら、「思ったより普通だった」と言
いました。「何が普通だったの？」と言ったら、「バイト
に行くとき、『いってらっしゃい』と言ってくれて、帰っ
てきたとき『おかえり』と言ってくれた」と。彼女は実
のご両親の下に育ち、バイトにも行って帰ってきていた
けれど、兄弟が多くて、まかないも全部取られるし、バ
イト代は全部搾取されるし、部活もやめなさいと言われ
ていたし、自分がいつ帰ってきたかもわからない生活の
中で生きてきたんだなというお披露目があったなと思い
ます。どこまで話して受け入れてもらえるか、どこまで
反抗しても許されるかというお試し行動とともに、無意
識な言動からこれまでの生き方をお披露目している場面
に遭遇します。

それから、「怒られるから、責められるから、叩かれる
から」と書いていますが、公的な機関は何も責めたりし
ません、むしろ手を差し伸べようとしているけど、この
子は居留守常習犯で、ずっと息を潜めます。それは、こ
れまでずっと怒られてきたので、何かで責められるので
はないか、叩かれるのではないかと。絶対そんなことは
ないのですが、染みついているので咄嗟的に居留守常習
犯となっています。

それから、「国家資格はあります！でもセルフネグレク
トです」、根深い闇に苦戦中と書いています。このケース
は、高校を卒業して、国家資格を持って、働ける就職先
があればそれでいいのかと思ったけど、それだけではな
いということを教えていただきました。セルフネグレク
トという言葉はどうかと思うのですが、自分自身のこと
が何もできません。利用者さんのところに行って入浴介
助をします。「そのときに利用者さん、お風呂入ってなく
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て臭かった」と言うのに、彼女はお風呂にほとんど入ら
ず髪の毛にはフケが浮いていても平気で仕事をします。
指摘をされても意に介さずに言動に整合性もありません。
この様にお披露目とおためしがどんどん続くような生活
をしています。

あとでまたいくつかと思いますが、感じたことです。
たどり着いた年齢の分の生きづらさがあると思っていま
す。これまでの自分の人生に耳を傾けてくれた人がどれ
だけいただろうか。私はこれが当たり前で、よく生きて
きたと言われても、「かわいそうだね」「惨めだね」と私
は憐れみを受ける人間なのかと思ってきた。そして、「私
は障がい者じゃない」、行動からすれば確かに何回も手を
洗うし、少し障がい者のサービスがあったほうが楽なの
ではないかと思うけど、「私はそうじゃない」と言いなが
ら、自分の一部分だけを見て障がい者にしてほしくない
と心を頑なにしてサービスを拒否する姿をみて、私たち
の様な福祉や公的機関が入るたびに利用者さんは、何次
被害を受けてきたのかなと思ったりもします。

それから、「私も居場所が、家族がほしいのです」と書
いてありますが、利用者さんの親御さんたちを見ている
と、1 人目のお子さんと、2 番目、3 番目のお子さんとお
父さんが違うというのがありますが、でも、やっとつか
んだ幸せで絶対に守りたい、だからこそ厳しくして、後
ろ指指されないようにと、周囲からみると虐待をしてい
るような関わりなのですが、「かかわり方がわからないの
に、こんなふうに責めないでください」と言って、余計
頑なになったりしています。

それからさっきもありましたが、自立や就労は年齢や
学歴や資格があればそれでいけるのかなと思ったけど、
そうではないなと感じています。

そして、「転ばぬ先の杖はだれのものだろう」というこ
とですが、私には必要だった杖が、ほかの人にも必要だ
とは限らないし、杖を持たせることで安心していたのは
私自身であり、誘導するよりも利用者さんが主体的に選
ぶことの必要性がすごく大事だなと思いました。
「後ろに利害関係のある人と同じ土俵に乗るには」とい

うのは、例えば夜の仕事、夜職をするのがいい、悪いと
言うのは簡単ですが、彼女たちが自分でその仕事を選ん
だときに、何かあったとき助けてくれるのが、後ろに利
害関係のある人ではなくて、どうしたら私たちがその選
択肢の一つになれるのかどうかを考え、実家的な役割と
して何かあったときだけ「都合のいい女」として私たち
ホームの職員は待っているとか、見守り続けたり、利用
者が卒業してからもこちら側から関係を切らないように
しています。利用者さん達は、何か隔離されたり別な境
遇にいると感じて、「私たちは訳ありの人間なんだ。こ

ちら側の人間になってしまったんだ」と感じて誰にでも
SOS を出すことはしません。

他にもたくさんあるのですが、やはり私たちが見て「正
解だ」「99 人がこうだ」と思うかもしれないけど、でもや
はり本人が、「これは納得する」という納得解を一緒に探
していくこと、その過程そのものが大事なのかなと思っ
ています。そして生まれてきてよかったとか、人として
遇するという考え方が、この社会的養護の養育という考
え方の中にあります。これが何よりも一番大事なのでは
ないかと思っています。
「どんな大人に会うのか」、彼らの行動にどんな意味が

あって、何を抱えているのかを知ろうとして、思いを馳
せてくれる大人と出会ったとき、これが納得解を共に探
し続けるということかなと思っています。養育の考え方
にもある、ともに成長したり、目標に向かって一人の人
間として扱ってくれる大人と出会ったとき、だれか一人
でも、もちろん複数でもいいのですが、自分を見守り続
けてくれたり、理解してくれる人がいると思えたとき、
だれかを思い出せる、何かを思い出せるときというのが
あればいいなと思っています。

だれか一人が十何年間ずっとその人の養育をしていな
くても、このときはこんなエピソードがあったから、あ
の人に伝えたいとか、こんなときはこの人に聞いてもら
いたいなとか、こんなときはあのワンちゃんのところに
行ってハグしたいとか、何か思うものがたくさん増えて
くれたらいいなと思っています。そして受容されたり、
自分を振り返って容認できる経験を通して、孤独から開
放されたときにやっと自立に向かっていくのかなと思っ
ています。

時間がかかったとしても、本来持っている力を取り戻
すことが一人ひとりの利用者さんにできると私は感じて
います。憐れみよりも、これまで生き抜いてきたことへ
の敬意を持って、一人の大人として自分たちは何ができ
るのかを皆さんと一緒に、「しなければならない」という

「must」ではなくて、「こんなふうになったらいいよね」
という「want」で考えながら、つながっていけたらいい
なと思っています。

以上で終わります。ご清聴ありがとうございます。

馬渡　大谷様、ありがとうございました。子どもたち
世代が置かれている状況は社会問題としても広く知られ
てくるところとなっておりますが、その子ども世代の方々
が大人になっていく過程の中での支援についてお話をい
ただきました。さて、私たちはどんな大人になっていく
ことが求められているのでしょうか。また考えていきた
いなと思います。
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ディスカッションに入る前に、皆様方に、いま一度ご
自身を振り返るということをいただきたいなと思います。

一つ目が、当事者として自分自身が置いてけぼりにさ
れてしまった、自分自身のこれからのことが決められて
しまったなと思ったような体験をされたことはありませ
んでしたでしょうか。そのことによって理不尽な思いを
抱いた経験をされたことはなかったでしょうか。

二つ目です。支援者の立ち位置に置き換えたときに、
逆に当事者自身を置いてきぼりにしてしまい、ご自身
で、また支援者の集団として反省の機会を持った経験は、
皆さん方にありませんでしたでしょうか。ここを少し、
ちょっと目を閉じて振り返っていただきまして、シンポ
ジスト間での意見の交換に進めさせていただきたいと思
います。いま一度、ちょっと目を閉じていただいて、ご
協力をよろしくお願いします。

馬渡　それでは目を開けていただきまして、ディスカッ
ション、意見交換を始めさせていただきます。

それではこれよりシンポジスト間での意見の交換を始
めさせていただきたいと思います。ここでは和久井様に
もご同席いただいて進めさせていただきますので、どう
ぞよろしくお願いいたします。

実はシンポジストの皆様方には今回のテーマである主
題、「人が人を支援するということ」、当事者主体の支援
を考えていくときに、二つのことについてご意見を頂戴
したいということで事前に宿題をお願いさせていただき、
発表の中にもそのことを入れていただきました。

一つ目が、当事者主体の支援を阻むものとして考えら
れること、逆に促進につながること、そのことついて支
援者としての自己覚知についてご自身が考えておられる
ことについて、まずは皆様方から改めてお伺いをさせて
いただけたらなと思います。また、和久井様にも、その
あとにシンポジストの 5 人の皆様のご発言もございまし
たので、ぜひご意見を伺えたらなと思いますが、和久井
様から先によろしいですか。

和久井　実はとても難しいお題だなと感じています。
当事者主体の支援は当事者の側からすれば、そうなって
ほしい、それが実現してほしい世界ですけれども、全然
そうなっていないということの理由ですが、一つは支援
の現場の中では、当事者と自分は違うということが、い
い意味でも悪い意味でもスタンダードになっているとい
うことで、支援者というのは支援業、支援職なのか、支
援者なのかというご自身の立ち位置によっても、もしか

したら違うのかもしれません。
もし支援者としてありたければ、よりご自身の中の、

支援に携わっていても自分自身の中の当事者性、先ほど
おっしゃったような傷ついた経験や寄り添ってもらえて
うれしかった経験が日常的に自分の中に浮かぶ状態であ
るならば、目の前にいる人に対しても、それを実現する
ことが大事だというのは実現しやすいだろうと思います。
けれども、そうではなくて、自分とは違うかわいそうな
人だ、あるいは憐れな人だというような立ち位置になっ
たときに、自分以上に相手を尊重するという平衡のバラ
ンスが崩れるときが出てくるんだと思います。

そこの立ち位置を、立場は違う、抱えている課題は違
うけれど、立っているところを同じにするというベース
が、福祉というか支援現場の文化としてまだまだ非常に
脆弱で難しいところがあって、そこの部分が一番、当事
者を中心にするという言葉ではよく聞くのですが、実態
の中ではまだまだできていないところかなと感じてい
ます。

もう一つ、自己覚知というのはとても難しくて、自分
自身がどういう人間かということを、私もいま支援の現
場とかで自己覚知が大事だとすごく言われるんですが、
自己覚知というのは自分だけではできないなとすごく
思っています。自分自身はこういうつもりだと、どうい
うつもりか自分はわかるけれども、それがどういう結果
をもたらしているかとなると、そこに必ずギャップが出
てきたりします。自分がどういうつもりかということと、
それが現実に何をもたらしたかということと、他者から
どう見えているかということはイコールではない。だか
ら、無人島で自分を成長させていくというのはすごく難
しいことだと思うので、他者とのかかわりの中で自分と
いう像は映ってくるのではないかと私は最近思ってい
ます。

本当は当事者に、「私はどう映っていますか」と聞け
る支援者であればベストだと思いますが、自分自身がど
ういうときに傷ついてしまうのか、当事者の人から投げ
かけられた言葉でどんなときにショックを受けてしまう
のか。

つい先ほどの発表で、いろいろな態度を「お披露目」
という言葉で表現されていましたが、「これはお披露目な
んだな」と受け止められる方と、「何でこんなこと言われ
なきゃいけないの」と思うような場面だと、その受け止
め方がまったく違う。そこの私自身はどういうつもりで
生きているのかということプラス、私を見る鏡になる人
に周りにいてもらうことが大事かなということを少しイ
メージしている、考えているところです。

馬渡　ありがとうございました。それでは同じ質問を

ディスカッション・意見交換
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三和様にもお願いします。
三和　私が思う支援を阻む要因というところですが、

まずはケースワーカーの立ち位置があるのではないかと
思っています。先ほど報告させてもらいましたが、ケー
スワーカーには二面性があって、法定受託事務だからこ
そ国の政策遂行の担い手、でも一方で自立支援のために
ケースワークをしなければいけないという、利用者から
したら、自分が、ケースワーカーがどう映っているんだ
ろうというところはやはり疑問に思いますね。「この人、
いいこと言うな」と思う半面、「ときどき悪いことを言う
な」「嫌なことを言うな」になってしまいかねないところ
は、やはりケースワーカー自身、この立ち位置が、支援
をしていて難しいなと思います。だからこそ心がけてい
るのは信頼関係、ラポールの形成に努めるところかなと
思っています。

もう一つは担当数の多さですね。先ほど触れましたが、
国は標準として上限 80 世帯と示していますが、実際、私
は現在、90 世帯近く持っていますし、過去には 100 件以
上担当していたこともあります。これだけ多くの方々を
支援させてもらうとなると、ケースワークに割ける時間
がどうしても限られてしまう。場合によっては目の前の
保護費の計算作業に追われてしまう。でも、これはケー
スワーカーではなくて計算ワーカーになってしまうんで
すね。

なので、非常に時間的な余裕というところもあります
し、難しいと思いますが、自分としてはこの計算ワーカー
にならないように、忙しいときはどうしてもなりがちに
なってしまうところがあるので、そこは自己覚知して、
計算ワーカーではなくケースワーカーというところを意
識して仕事はしています。

国ももう少し議論があってもいいのかなと思いますが、
標準数ではなくて法定数にかけて、法律でケースワーカー
が担当できる件数の上限を定めてしまうことで、全国の
ケースワーカーも、よりケースワークに専念しやすい環
境が出てくるのではないかと考えています。

馬渡　ありがとうございます。先ほど和久井様からも
お話がありましたが、三和様はご自分の職場の中にもお
互いを振り返れる仕組みをつくってきていて、後輩たち
の相談を振り返る機会もつくっておられるということか
なと思います。

それでは池本様、よろしくお願いします。
池本　私のほうも、包括支援センターという名前がつ

いておりまして、たぶん相談に来られる方は何とか支援
をしてもらえるということで、先ほど和久井さんもおっ
しゃられましたが、支援業者的な、「はい、じゃあこうい
うことをしますよ」みたいな目線になっていないかなと

感じています。それと、困窮にかかわることではなくて
困窮以外のいろいろな困難なケース、それ以外に業務に
おいての業務量ということもありまして、自分たちの心
が疲弊していないか、その中で人を支援していく難しさ
も毎日、背負っております。

やはり皆さんは頼られて、ここに来て相談する、ただ、
受ける側もそれだけの知識やいろいろな体験、ケースに
当たらないと、いろいろな人を通じての情報であったり
自分を向上させる気持ちもなかなか出てこないので、そ
のへんは経験といったこともあるかと思いますが、数だ
けではなく、その方に寄り添っていけるようにする。ま
た私たちの場合は特に地域との絡みもありますが、私た
ち自身も、また周りで協力していただける皆様にも、人
ごとではなく自分のことのように考えていただけるよう
な働きかけはまだまだ足りないように思っております。

馬渡　ありがとうございます。地域包括支援センター
は機関そのものに多職種がいることも大きな強みでもあ
りますよね。またいろいろな役割を持って過ごしている
地域の皆さん方と常に一緒に支援をすることができるこ
とも、発見をすることもできるし、つくっていくことも
できる場面にいらっしゃるということですね。そういう
意味でも自己覚知というところではお互いに研鑽をし
合っていける場でもあるのでしょうね。

それでは北村様、お願いします。
北村　阻むものということでちょっと考えていたんで

すけれども、和久井さんのお話をお聞きして思ったので
すが、支援者側がお膳立てしたのに相談者が乗ってこな
くて、やはりそこに何か支援者側が対価を求めているの
ではないかということを言われたときに、すごくはっと
させられました。

患者さんと問題を整理して、一緒にこれに取り組んで
いこうというお話をさせていただいたりしますが、やは
り患者さんのペースであったり、その方がその問題に取
り組む準備ができているのかということに、私は本当に
きちんとかかわれているのかなと思いましたし、そういっ
たときに歯がゆくなる。さっき自分の発表でも言ったの
ですが、自分のものさし、価値がすごく影響しているの
かなと実感することはあります。スライドで立派なこと
を言いましたが、あれは先輩たちとかとみんなでつくり
あげまして、今回の発表にあたっても日ごろ自分ができ
ていないことを気づかせていただく機会になったと思い
ます。

そういったことを点検する。和久井さんもいまおっしゃ
いましたが、きちんと自分の実践を同僚や先輩に言語化
できないと点検にならないと思います。それは日ごろの
日常業務でやってはいますが、きちんと話してアドバイ
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スをもらう、自分の実践を振り返ることは大事ですし、
事例をまとめるといった作業においても自分で自分を振
り返るというようなことになるかなと思います。それが
忙しさの中でちょっと埋没してしまっているなというこ
とをすごく実感して、反省しております。

馬渡　ありがとうございました。それでは三井様、お
願いいたします。

三井　私はこの支援を阻害するものというのは、皆さ
ん、だれでも持っている偏見と、自分の中では大丈夫だ
と思っていても、やはり世間の何とも言えないしがらみ
というか、自分はそういうものにはなりたくないと思っ
ていても必ず自分のものさしがあって、それでいろいろ
なものを見たり、いろいろするのが原因なのかなと思っ
ています。

そういうものさしではだめだと訴え続けるのが民間の
私たちの役目だと私は思っています。金沢市の生活保護
にしてもそうですが、やはり上下関係があるので、支援
課の担当者は一生懸命に話を聞いてくれるかもしれない
けど、でも、だめだと言ってきた場合、「それは違うんじゃ
ない？」というのを何度も何度も訴え続けていかないと
わかってもらえないということがあります。いま、少し
自分の中では支援課もよくなってきているのかなと勝手
に思っているんですが、そういうことをやっていくのが
民間の活動の役目かなと思います。

当事者のことは、たぶん当事者でないと現実はわから
ないです。私も多重債務のことならわかるけれど、それ
では違うことで、「どんな気持ち？」と言われてもわから
ないと思います。でも、それに寄り添うことはできるん
ですよね。「あなたがどれだけ苦しいかというのはわから
ないかもしれないけど、悲しい思いはわかるよ」という
ような気持ちにまずなることだと思うんですね。そうす
れば支援する人たちもだんだん阻害がなくなるのではな
いかと思っています。

馬渡　ありがとうございます。続きまして、大谷様、
お願いいたします。

大谷　私も北村さんと三井さんと一緒で、阻むものは
やはり「自分のものさし」かなと思っています。私自身
の価値観やエゴ、あとは集団のエゴ、スタッフ全員のエ
ゴがあると思っています。利用者さんは自分たちより若
いので、例えば体調が悪くて仕事を休むと言ったら、つ
い、「仕事を休んだんだから、外出しないでホームでゆっ
くりしていなさい。外出なんかするのはおかしいでしょ
う」というのを当然のように言っていました。そして当
然のようにそれを我慢してきた何人かの利用者さんがい
たので、集団としてそれでいいと思い込んでいました。

しかし、別の利用者さんが話してくれたときに初めて

それに気づきました。仕事は休んでもいいけど、友達の
つきあいを休んだら次に二度と声をかけてもらえなくな
る。そして自分がいない間に、明日は自分がネットで何
を書かれるかわからない、突然ブッチをしたときに、今
度は自分がいじめの対象になる。自分が書きこみをしな
ければ今度は自分がやられるというようなことを吐露し
てくれたときに、私たち大人やスタッフがこれでいいと
思っていたことは、利用者さんの声を受け止めた後の対
応ではなく、「自分たちのものさし」を押し付けていたこ
とに気づかされました。

この様に、私は常に、毎回それを言われ続けるというか、
「自分のものさし」に気づかされる連続ですが、それをス
タッフや一緒に利用者を見守る弁護士・関係機関の皆さ
まと勉強会をしたり、いろいろなエピソードを披露しな
がら、「利用者さんが何を言おうとしているか」「どんな
ことを考えているのか」に、耳を傾けようとする姿勢を
忘れずに、ともに成長する大人としてあり続けたいと思っ
ています。

馬渡　ありがとうございました。続きまして二つ目の
課題に移らせていただきたいと思います。

支援者自身のセルフケアのことについて、心がけてい
らっしゃること、実践していらっしゃることについて、
ぜひ皆様方からもう一言ずつお願いをしたいと思います。

和久井　私は割とセルフケアは苦手のほうですが、傷
ついているとか疲れたときには自分にわがままを言わせ
る、やりたくないことはやらない、やりたいことはやる
ということです。

それから心のトゲは早く抜くというのを心がけていま
す。小さいことでも刺さったままにしておくと何年もト
ゲのような言葉は引っかかっている。さっきも話しなが
ら言葉につまってしまう自分がいて、もう十何年以上前
なのに、「あ、まだこのトゲは抜けていなかったんだ」と
いま自覚をするようなことがありますが、できるだけ自
分の中で気がついたトゲは早く抜くというのがあります。

それから気持ちの中に、1 本ベースのラインを引いてい
るようなイメージを持っています。もともと鬱っぽい気
質もありますから、「どうせみんな私がいけないんだ」「私
が悪いんだ」と思うときは、このラインよりも自分が下
にダウンしているときで、相手に対して「何でそうなの？」
と思うときはこのラインより上になっている、ちょっと
傲慢な自分が顔を出しているとき、みたいな区切り、仕
切りをする。自分の感情が乱れているときには 1 本の水
平なラインをイメージして、「いま自分はどこ？」と測る
ようにしています。それをやるようになってから結構、
楽になりました。

馬渡　ありがとうございます。三和さん、いかがですか。
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三和　セルフケアといいますか、組織全体を見ていか
なければいけないポジションでもあるので、組織のケア
について述べますが、先ほど報告しました複数での対応
というところが重要かなと思っています。

生活に困難している人を支援するというのは非常に困
難なことですし、やはりそれを支援する人の負担を考慮
していかないといけない。全国的に見ても、その業務の
負担を理由に病気で休まれるケースワーカーの方も多い
と聞いています。

金沢ではそういった方をつくらないというところを私
個人の目標としていまして、やはり新採とか、特に異動
してきて間もないケースワーカーはケースワーカーの

「ケ」の字も知らない方がいるわけですね。そういった
方へのフォロー、支援は特に重要に考えています。組織
で複数で対応することで、その人自身のケア、負担の軽
減にもなりますし、先輩ワーカーから後輩ワーカーへの
OJT 機能にも役立つかなと思っています。

馬渡　ありがとうございます。池本様、お願いします。
池本　私たちも複数、各職種で動いているわけですが、

やはりいろいろな問題ケースを抱えた方を一人抱えるこ
とはなかなか大変でパワーのいることです。私たちもや
はりケースの共有ということで、一つのケースをまたみ
んな自分のケースとして、いろいろな思い、意見をお話
ししたり、気分転換ではありますが、なるべくオン、オ
フという時間を、自分でもお休みの日には取っていくこ
とを心がけています。

ただ、自分の休みのときでも、例えば救急車が通った
りするとドキッとすることはありますが、なるべくスト
レスは自分で解消できるように、趣味等で逃れていくと
いうか、それとあと職員がそれぞれバーンアウトしない
ように、「いまどういう感じで動いてる？」とか、みんな
で声かけや気遣いも心がけております。

馬渡　ありがとうございます。北村様、お願いします。
北村　セルフケアということでは、専門職として振り

返ると考えたときに、やはり同じ職種の専門職、要は仲
間と健全に内省する、先ほど言ったような自分の実践を
振り返るということです。

あとは対象者と言いますか、患者さんやご家族とのか
かわりの中で、やはり私たちが理不尽な思いをすること
もあって、もちろん自分のかかわりがどうだったのかと
いうのを反省もします。ただ、それが本当に健全な反省
になっているのか、例えば相手のほうに理不尽な行為が
あったのではないかということも話をすることでわかり
合えるので、そこから次の対応の仕方を考えるといった
自分のケアになっていくのかなと思っております。

馬渡　ありがとうございます。三井様、お願いします。

三井　私はセルフケアということは不思議なくらいに
あまり感じなくて、人数も 10 人ほどなので、言っても
聞かない人もいれば、いろいろな子が利用していますが、
私が言ったこととあなたの言っていることはどうなんだ
ろうと、お互いに話し合いをし、どちらかが折れるみた
いな感じです。ですから、私の中でセルフケアはないです。

馬渡　ありがとうございます。それでは大谷様、お願
いします。

大谷　私はさっきと一緒ですが、私たち職員も主体
性があっていいと思っているので、「must」ではなくて

「want」でいきたいと思っています。なので、利用者さんは、
突然いろいろなことを言ってボンとぶつかってきますが、
その時に、いま自分がこれをしなければならない、支援
業をしなくてはならないと思っていると感じたら、「申し
訳ないけど、いまちょっと手が離せないので、あとにし
てもらってもいい？」「ちゃんと話をききたいので、別の
タイミングに時間をもらえないか？」とお願いしたり、
休みのときも、「休みだから家事でこれをせねばならない」
ではなくて、「私はこの時間はこの人に会って、この時間
を共有したい」とか、「今日はここで食べたい」と「want」
を優先して、あまり「ねばならない」で自分を縛りつけ
ないようにしながらセルフケアをしているかなと思って
います。

馬渡　ありがとうございました。二つの課題について、
皆様からのご意見を改めてお伺いする時間をつくらせて
いただきました。あと、時間の都合でディスカッション
というかたちを皆様方とつくることができなくて、大変
申し訳ございませんでした。

今日のこのシンポジウムの中で皆様方から語られたこ
とは、いま振り返ってみますと、いまあるそのままを受
け止めるということ、そして当事者やその家族の方々に
も必ず変化の可能性があると私たちも信じることができ
ること。そして自分自身が疲れたり、心が弱ったとき、
また何かの社会的なことに直面したときにどんなふうに
寄り添ってほしいかは個別性があることを自己覚知して
いくことや、私たち自身も当事者のいまある状況に心を
傾けたくて、逆に距離を取れなくてしんどくなることだっ
てあるということや、そういうときこそ相手の方を尊重
できているかなということを自分自身に、そして支援者
の仲間とともに問いかけていくこと、ここを実行してい
くことだろうなと思います。

そして当事者自身が自分の人生を自分でデザインをし
ていく力を持っておられて、そしてそのプロセスを伴走
していくことが私たち支援者としての大切な立ち位置な
のではないかなと思います。

本日は皆様方には本当に熱心にご静聴いただきまし

— 180 —

第 8 回生活困窮者問題シンポジウム in Ishikawa



て、ありがとうございました。実は皆様、今日のこの封
筒の中に絆創膏が入っているんです。午前中からシンポ
ジストの皆さんと打ち合わせをしておりますときに、和
久井様がこんなことをおっしゃってくださったんです。

「ちょっとしんどいなと思ったときに、何かサインとか、
ちょっと手当てになるような印みたいなものを持てると
いいよね」とお話しされていた。

私の父は「逆に」というのが口癖だったので、父が亡
くなって、葬儀の日に時計を右手に替えたんです。しん
どいことがあったら時計を見るようにしています。そし
て頭を、認知を切り替えるようにしています。皆さん、
いかがでしょう、この絆創膏を自分自身の心の手当ての

絆創膏として使っていただけたらうれしいかなというこ
とをちょっと思いました。

自分自身の認知を変えていくことができるきっかけに
なるような、何かお印のようなものをみんなが持ってい
きながら、またそういうみんなで話し合う。いまこんな
ふうに思っているということを話し合うことができる仕
組みを自分たちの組織にも、地域にも、そしてこの金沢
にも、石川県にも、日本にもつくっていくことができる
ように、これからもこの生活困窮者問題シンポジウムが
さらに広がっていくことを願って、このシンポジウムを
閉じさせていただきたいと思います。

皆様、本当にご静聴、ご協力ありがとうございました。
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